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地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製品は完笠

の防水効果を発揮して居ります
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- 涼しい風を、室内や席内のすみずみまで行き

わたらせる空気調節装置

・誰にも運転できる自動安全装置の完備

・どニにでも据付け移動できる軽量小型構造

・特殊な防振装置と効率のよい心臓部で静かに

運転できる
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. 耐 震、耐 風の不 燃 建 築 が出来 ます。

・適 当 な被 慌 に よ って 耐 火桝 造 に も 出来 ます。

Ｎ 聖王 ｭＺ ｾｦＮ Ｎ ｴＮ ［Ｎ め施工が簡単で工 費 が低 限 で す。
l l ' L示: 1¥1' 1; 告が可能 でl : I t肢 に 適 し 工 期が 短縮 で

・構 造 品 積 がf31日 な た め合 現的 な設 計 が出来ます。

鋼 材 の使 用1.1が ぐんと 節 約出来て仕上に寸づ子費用を

か け られ ます 。

木 造 並み の予 算で、 白 簸にも犯 き れ な い 耐 久 島 築 が

. 史 観 忌 基 弘 唖美 で 近代 的 な見報 問 り ます。

一主 要 製 品 4

1軽 量 形 鋼 簡 易 鏑 矢 板 :

1デ y キ プ ν ー ト ガ ー ド ν ー ル 1

ナ ' y iI パ ー す' y iI フ ν ー ム 1

1電 縫 鋼 管 ロックV ー ムチューブ l

( $ ) 中之島 製 鋼 株 式 会 社

J 議品書 室品zztE為五九九giii; 二:

( e ) 八幡製 銀 株 式 会 社

築

し

建

リノ・ ｊｾ ・Ｎ
皆様の設計と施工に東洋の床材

ｉｊｾＮ Ｍｲル

ＱＺＺ号ートタ ｾｊｾ

ヌ嵐シヂシート

リユーム株式会社

兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電話伊丹( 代) 3531 ・大阪 (48) 4490

東京都中央区銀座 4 丁 目 三 和 ピノレ

電 話 京 橋 ⑧ 1 7 0 1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 丁 目 三和ピ ノレ

電話北浜 @ 0 3 7 5 - 0 3 7 9

東洋リノ

本 社 工 場

。ソフトな感触

。優秀な耐久力

。美 し い 色 彩

東 京 支 后

カ

タ

ロ

グ

進

呈

大阪事務所



t  建築用セメダインを用いて施工される

ノソスリップ( 大阪 ・東映会館)

施 工 法 を 一 変 し た

勺夜イ本のクギグ

セ メ ダ イ ン

N O.  1 9 5… 木 レ ン ガ ・ノ ン ス リ y プ

テ ッ ク ス ・ハ ー ド ボ ー ド寄与

を コ ンクリ ー ト 又 は 木 部 へ

N O.  6 0 卜 ・・ 合 板 ・内 装 化 粧 板 ・ク ロ

ス 鎖 の 溶 岩

N O.  I  5 0 0・・・金属 ・ガ ラ ス ・プ ラ ス チ '; 1

ク ス の 接 着

建 築 田

1:  # 7
1

""， __  
発 売 元 東 京 セ メ ダ イ ノ 商事検式会社 東京都千代田区神田五軒町 3 血相 31

大 阪 セ メ ず イ ン商 事株式会社 大阪市 南区大宝寺町東之T 41 1Z7) 3456 

名古屋セ メダ イン商事株 式 会 社 名 古 鹿 市 中 区 上 前 海 町 側 0845

⑩ 
特 許

続節減527万円♂

利益をｾも

平 ｾｉ ト ｍｐ ボイラ
煙管式ボイラの革命見現るノ

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

対

多

株式前土平川鉄工所

fa 
日模f色にて

排刀ス温度 1Q7

0

C

女 高 性 能 語 射 型
.  

女石炭・オイル・刀ス焚

女 1年間 (7200時間)の燃料節約額

平川 - 7)<管ボイラ 、平川~棋韓関車型ボイラ

<J 営業科目 c>

平川 ~竪型ボイラ 、外 ボイラ全般 ・輸送機械

本 社 ・工 場 大 阪市大淀区大仁西2の1 電話福島@ 1 9 7 5 - 8

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区八 重州6の7 電 話 ⑧ 5883 ・7787- 8

九 州 出 張 所 福 岡 県 小 倉 市 宮野545 m 話 小 倉 @1 3 6 2  
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宇品 111¥

lit lJ 用 命 は 全 固 有 名 土 木 機 械 工具

全 物底 へ 御 照 会 願 い 主 七、

ア ム ス ラ ー 油 圧 式横 型 引張 試 験 機

( 日本海事協会検定No. 3788)

製 品 は 本 機 に よ っ て 試 験 す

l  

くM ，K ，K ，)

' レール接続の革命 f

新製品完全防錆

J  

種 目

トラ ックレール ガイドレール カープレール

グ震用 G とよよみ) 複車 ・単車ハソガー

軽 50務 . 60務. 70係

プ ラ ケ ッ ト 附 属 品 一 切

a・

山

出，
a

司'

1  . 三 谷 製 作 所 111足 立?: i fふ;::

のそ

御用命は全国各地有名建築金物庖へ御照会願います
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必陰 民 誠一 ｱ イ ｉｾ

藤 森 建 キオ 株 式

(  1 ・5 事毛 j享)
、

A

Q

一
品 社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 ノ 2 (大倉ピノレ)

電話 東 京 ｀ ＶＴＳＲｾＵ

大阪出張所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 - 1  (大 間 生 命 ピノレ内)

電 話 大 阪 @ ＱＶ ＲＳ ・ ＳＷ ＹＸ ・ ＸＴＶＱｾＴ

九 州 出 張 所 福 岡 市 楽 院 大 通 2 ー 7 3 電 話 福 岡 0 194 5

来肝 し L 、

建 築 に

旭 硝 子 株 式 会 祉

。シ

.‘ 

熱 線 吸 収 硝 子

ヒν クーノレは談 14f色の夫

しいガラスで，然f紘ぷを I吸攻

収しい，"舷!広主光をw防]くぐず?川}1列}11l可'Il日1;卸E

な2窓窓主主( ガラスです

本主1: 東 京 :h ノ 内 (IYJ  ifi っ命館)

支出 東京 ・大阪 ・小fi ・名古屋・小持
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最 新 の 設 備

f憂 秀 な 製 品

三11lシヤ，' 1-

パ ー カ ラ イ ジ ン グ 下 地 に 赤 外 線 焼 付 加 工

特 殊 ボ ー ル ベ ア リ ン グ 使 用 に よ る 軽 快 な 開 閉

@J 

業 界 最 大 最 新 設 備 を 誇 る

様式&，ft 三種訟や吻守・製集荷

本 社 尼 崎 市 久 々 知 宇 コ エ 二 三 電信 大阪 ⑬ 53 4[ - 3 ・2959

東 京 東 京 都 新 富 E 西 大 久 保 一 丁 目三 七 O 電話 車京 ⑪ 2 4 7 8 ・96 7  8  

札 幌 札 幌 市 南 九 条 酉 六 丁 目 電 話 札 幌 ③ I 3  6  8③ 48 7  8  

仙 台 仙 台 市 土 福 一 一 二 電 話 仙 台 ③ 3 2  9  6  

名古屋 名 古 屋 市 中 村 巨 広 井 町 二 丁 目 四 五 電 信 名 古 屋 <Ill 2 8 4 6  

金 沢 金 沢 市 上 胡 桃 町 三 六 電話 金 沢 (?) I  3 8 7  

代行車 稚内・留商 ・士別・縞走・北見 釧路・帯広・函館・膏韮・弘前・盛岡秋田 ・山形

福島・会連若松・喜多方・白河 ・前橋・ 宇都宮・木戸 ・千葉・憤嵩・甲府長岡富山

神戸・福井・桂本・舷阜・焼連蒲郡・ 一宮四日市・京都 田棄且・靭融山・西脇

岡山・連山・福山・広島・宇部・島E ・li)江 . 1措 ・檀島 ・高知紐山・八幡 ・福岡

久留米・帝万里・佐世埠長崎・熊本・大骨・別府・延岡 ・鹿児島



l同 l民驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

新 製 品
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クロース

クロース

東京営業所

東京都千代田区村i 国猿楽町 2 の 7

T E L @l 9 3 7 5  

名 古 屋 ・広 島 ・福 岡所張出

製 造 発 売 元

河 津 装 飾 株 式 会 社

本社 大阪市北区堂島上ー ノ二四 T E L大阪Q1l 1351ー3
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経室、緩勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

8i Jiヌー"O- j' ，ｾソイド
日施｝Ｇｾ， ｌ テン ， ｌＭＷ ＮＮｦ ￬ タ

伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シールセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 1- 3

T  E  L  (27)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掲上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



の衛生陶器ヒ付属金具

L - 9 2 にイモる

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

ピル ・ア パー ト は も と よ り 一 般 住 宅

σ 勾吉お久ゐ ，偲

定 価

陶 器 ( 1級) L 220 ￥ 2. 750 

金 具 ( 仇 F 臥 ι 印)

立 水 位 T 2  0  5  Y  

@￥ 600 ( 2個) ￥ 1，200

止 水 栓 T 4 A Y

@￥ 670 ( 2個) ￥ 1，340

排水金具 T 6 P ￥ 1，210 

J ずy クノ、ンガ

取付木平ジT L  2200 ￥ 200 

計 ￥ 6 ，700

参 考 定 価

陶 器( 並級 ) L 220 ￥ 2 ，200 

東 洋 陶 器 株 式 会 社

金具 Ｈ ｾヘ Ｗ Ｑ＼ＮＮ 印 Ｉ

立 水 栓 K 2 0 5  Y  

@￥ 710 ( 2  f国) ￥ 1，020

本 社 茅ケ崎工場

小倉市篠崎町 4 5 8  大阪営業所 大 阪 市 東区高腿総 5 - 3 2 T E L ⑫ 4518  - 9 神奈川県茅ヶ崎市

T E L ⑤ 248 1- 5  各地営業所 東京 ・名古屋 ・小 倉・広島 ・高松・札中川.j lll台 富山 T E  L  2105- 8  

止 水 伐 K 4  A  Y  

@ ￥ 570 ( 2 f国) ￥ 1，140

排水金具 K 6 P C ￥ 1，030 

い つ も 新 し い 感覚 で 清 潔 感 の あ る

川口コ ω ビニール部ι I

硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル の 波 板 ・ 平 板 採 光 屋 根 ・間仕切・ 壁{ 事・天井 ・装 飾用 等 に 好 適 な 近 代 建 材 で す 。

。η レ・ト → l  

ｂ ン Ｗ イザｾ

明るく美しｾ ， ， 軽くて強ｾ ， ， 燃 え な い . 安 い

1車さ: 1. 1 .5 ，2.3 ，4，5醐

透明 ・不透明・舵消し ・A り平頓 巾91' ';''- (: i尺) x 品182 = ( 6 R )  

，底岨巾72cm(2.4R)  x品182聞 (6尺}

型押 ・網入・模様板各種 ヱンドレス巾121cm(4尺}

{ 長R 誼雌 ) 140crn'  (4.6尺) x品10m(33尺}

r ビニーんが簡単に貼 れたら」・

ーー+

これを解決したのがロンフィ ックスです。

どベな糊でも誰 にでも 容易に l枯れ( 特疎加工) 、どんな汚れも

石鹸水か、摘発油できれ いに とれて 変質せず半永久的に新鮮

で、優雅屯新製品です 。( 実問新家笠録筑469550 号)

単色 ・ニ色・フ ラノ: 巾 96em匂 17尺) X 18m ( 5 坪 場)

床 材 料 の 決 定 版 I

6 尺 巾 長 尺 の 床 材

標 準寸 法 肘 2.5mmx 巾 183 cm ( 6 尺 ) x 長 27，45m( 15坪 吋 ・ -

g 川 |
ーロW イルl

E古心地がよく疲れない、而'1熔 粍 性 は 極 め て優秀、色彩優美、

手入れは水拭きでよく ｲｾｩＱ 紫 ・ 経済的、語気 ・ 寒気 ・ Ｓ 需品 ・ 油
脂 等 に 変 質 し な い 。

⑩ 

最 高 級 ビ ニ ー ル タ イ ル

(尺角) 30:3c m X  30.3c mx  2  m m  

ジヤスベ 12色

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

ｊｉＡ ｊ ［Ａ Ｎ ｴ［ ｾ￟ 飾 区 オ 、 ｭ 四 ｹ 木町 Ｕ 4  電 話 葛 飾 (69) 1946- 9  

全国有名内装工事日I に御照会下吾い。

カタログ進呈

戸

p  

b  
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会 告

委 員 会 委 員 迫 力 日 委 嘱

7 月 8 日の理事会κ おいて下記の

方々にそれぞれ委員を御委嘱申し上

げましたので乙 ζ に御氏名を掲載い

たします。

( 敬称略)

事業委員会委員

駒 日 出 男 君 ( 大阪市大)

出版委員会委員

山田 幸 一 君 ( 大阪市大)

昭 和 3 4 年 8 月

ロ ー ト 製 薬 K K

工 場 見 学 会

若 い 会 員 の 集 い

夏 の 惣 親 会

. 6.  

ヨま 員 の 受 賞

本年の国土処設週間に際し，下記会員諸氏は多年に亘る建設事業の発

展と向上に貢献したものとして建設大臣から表彰せられました。 ととに

誌してその栄替をお炭び申し上げます。

池 田 富 彦 君 今 西 末 吉 君 久良知丑二郎君

中 西 六 郎 R 山 間 治 司 君 山 田 文 次 君

ロ ー ト 製 薬 株 式 会 社 工 場 見 学 会

1. と き 8月20日( 木) 午後 2 時( 集会) - 5 時( 解散)

1. 集 合 所 聞社工場正門前附近( 市パス北巽小学校前下車すぐ)

市パス (18号 ・今里一平野京 1行) か ( 63号 ・なんば一

翼神社前行) をど利用下さい。

1. 申 込 15 日までに包括でお申込みの乙と 。

1. 建物概要

設 計・ 日建設計工務株式会社

施 工 株式会社竹中工務庖

所 在 地 大 阪 市生野区巽西足代町5∞- 1

工 期 着 工 3 2 年 6 月 竣功 3 4 年 6 月

建築面積 ( 姥築面積回") ( 延面積m
2

)

事 務 所 S . R. C4階姥 1338. 68 4753.13  

食 堂 ・体 育 館 S . R. C2 階建 1624.35 2419. 63 

工 場 研 究 所 R . C 2階 ・l 部 3 階姥 3709.23 7655. 38 

独 身 寮 R . C 3階建 282. 43 533. 32  

クラプハウス R . C 2 階建 初6.37 260. 65 

プ ー ル Itl 19m 長 サ 50m

第 2 回 若 い 会 員 の 集 い H 夏の懇親会H

若い会員の親践をはかるため，泉境で晩夏の一夜をともにしたいと思

いま す。何卒お誘い合せの上ど参加願います。なお会場の都合もありま

すので30名を以て〆切ります。

記

1 . と き 8月29日 ( 土) ・30日( 日)

1. と こ ろ 有馬保険指導所 (神戸電鉄有馬駅右吋1 ( 添いに上る 5 分)

1. 申 込 20日までに会費を添えてお申込み下さい。ただし定員30

名 IC達した際は〆切りま す。

1. 会 費 550円( 別に補助があります〕 。 往路ノ4ス代 ・宿泊 ・懇

親会経費を含む

1. 集 合 所 阪急パス有馬行き乗車場( 大阪駅東ロガ ー ド北へ半丁東

側 ・大鉄局真向い)

1. 行 程

8月29日 ( 土) 16. ∞ 時発の有馬行特色パス IC乗車〈座席指定) → 17.00 持頃有馬渚ー

徒歩 5 分で宿舎到倉，入浴後 18.00時頃より懇親会一21. ∞時頃散会宿泊

8月初日 ( 日) 朝食後10時頃現地解散。



京 都 支 部 に お い て 京 都 市 長 へ 建 議

本会京都支部においては，京都市の都市美保存ILっきかねて京都府建

築士会，京都建設業協会 と相計って合同委員会を組織して研究いたして

おりましたが， 7 月 14日下記の建議蓄を京都市長宛K 提出しました。乙

ζ に会告いた します。

記

京 都 市 の 都 市 美 保 存， 造 成 に 関 す る 建 議

わが京都市はかねて国際文化観光都市建設法により ，その線 lζ 沿う各

種施設の充実に善処されつつある乙とはわれ等市民として喜びIL堪えま

せん。特に近来，市民窓章の徹底，風致地区の整備，市街地騒音の防止

等 iζ 対する市当局の御努力 11 : . 対し深く感謝すると共に一層の協力を自覚

するものであります。

ととろが，近 来，市内 IL : おける建築物並IL広告物にして，往々都市の

美観を害するもの，殊更に煽情的な形や色をもって人自を刺戟し，環 境

を悪化するもの等が続出する傾向にあります。また，観光保存地区内に

おいて，風致を損う売底 ・屋台庖等の出現は限にあまるものがあり ，更

に風致保存上の指導においても尚一考ーを要する点が| 国々見られる次第で

あります。

わが市の国際的，園内的地位にかんがみ，市内の建築物広告物等のあ

り方を基本的 lζ 検討し，是正して，古来の都市風致を保存し，また個有

の新都市美を造成するため， ζ の際強力なる施策を遂行して，悔いを後

世 に残さないことを切望いたします。

右施策の実際については，市当局において，専 門 学 識 者 の 意 見 を 徴

し，適当なる措置を講じて頂き度く存じますが，今回下記建築関係、の三

団体が， ζ の問題 lζ 関する合同委員会を作り ，検討いたしました試案を

御参考までに建議いたし度く存じます。

1. 市街地の建築物は今後次第IL耐久耐E誌の近代的建築l乙改めら れるべ

き乙とは当然であるが， その建築線や高さ，形，色彩等において，周

辺との調和を考慮し，穏健にして気品ある建築表現を保たしめるよう

指導する ζ と。

2  市内の主要街路に美観地区を設定し，将来都市美の積極的造成lζ 資

するとと 。 乙れが経済的事情にかんがみ，一定期間の過渡的措置を考

慮する乙とも可能である。

3. 広告物は建築物並に市街地全体との調和を計り ，秩序を保たしめる

ょう強力に指導するとと。 ζ のため広告物の位置， 大きさ ， 形， 構

造 ，色彩等lζ 一定の方針による制約を加え，清潔にして品位ある装備

として都市美に寄与せしめるとと。

4. 市内における優れた遺構及び古建築等の存在する地域には文化観 光

保存地区を指定し周辺の風致と共! I : . 当該資源の維持保存を計るとと 。

5. 風致保存地区内の建築物については，積極的に風致の改善向上を計

るため，建築造形の具体的方針を明確にし，設計施工の指導を適正化

するとと 。乙 のため優秀なる美術建築の専門家をその行政に参l 1 . ' l J せし

める乙と。

以上諸事項の適正なる運営を計るには，現在市当局における建築認可

関係，広告物取締関係，風致地区保存関係等の指導方針と所管事項を一

元化して，強力なる指導性を与え ，行政能率の向上，施策の積極化 を計

ると とが第ーと考えられます。

尚右の当該部局 tζ 各々専門の学識経験者によって構成される委員会を

一回充笑し具体的方針の確立，施策の強化l乙当らしめるよう御配慮を煩

わし度く考えます。

右建議いたします。

1If.{ 和34年 7 月 社 団 法 人 京 都 府 建 築 士 会 々 長 森 田 康 一

京 都 市 長

内 111 義

社団法人 日本 建 築 協 会 京 都 支 部 長 大 倉 三 郎

京 都 建 設 業 協 会 々 長 鈴 木 覚 次 郎

右三団体合同都市美委員会

殿

池田総一郎 ・吉 村 栄 介 ・鈴木覚次郎

大薮政次郎 ・山 本 和 夫 ・大 倉 三 郎

会 告 2

京都市長ヘ建議

「鉄 骨 構 造 計 算 と 実 例 」

愈 々 8 月 末 に 発 刊

標記図書の印刷も最終工程に入り

ました。多くの方々より発刊を期待

されておりま す本書は，その内容も

当初よりは一段と充実をみ，と りわ

け集録された 9 つの偽造計算実例は

計算書約 100頁，図面の綴込み 55枚

( 頁数 ・110 頁分) の多量となり ，

本文その他と合せて約 400 頁の大冊

子となりま した。お約束の発刊が大

変遅れて 申訳ありません。何卒ど諒

承下さい。

なお詳細は 9 月号または他の方法

でお知らせ 申上げます。

r  

、
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青 木 友
一 石 丸 正 名

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 3 丁 目 大 阪 市 北 区 真 砂 町 32

東 洋 洋 瓦 株 式 会 社 社 長 株式会社戸田組大阪支底 ・常務取締役支応長

浅 井 貞
2，Aロa  

伊 丹 久
τロt  

大 阪 市 北 区 立 Jゐ 中 2- 37 大 阪 市 東 区 両 替 町 1- 17

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 総式会社繰木工務庖専務取締役

浅 沼 猪 之
τzt  z  伊 東 正 也

大 阪 市 天 王 寺 区 石 ケ 辻 町 13 大 阪 市 北 区 綿 屋 町 5

株 式 会 社 浅 m 組 伊 東 建 築 設 計 事 務 所

浅 野 重 太 郎 井 上 福 蔵

大 阪 市 北 区 宮 田 町 大阪市都島区東野田町2 - 15 電 ③ 530

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 株 式 会 社 井 上 組 代 表 取 締 役

浅 海 正 雄
入 j工 雄 太 郎

岐 阜 市 上 材 木 町 373

宝 塚 市 切 畑 字 長 尾 山 2 - 161
入 江 設 計 事 務 所

安 藤 芳 雄

石与..... 

崎 甚 太 郎

大 阪 市 東 区 京 橋 3ー 75

大 日 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 庖
株式会社 大 林 組 工 務 監 督

， 

猪 飼 幸 次 郎
字 賀

一 郎

大 阪 市 生 聖 子 区 勝 山 通 9ー 72

江東電気工業株式会社電⑬4035- 6
神 戸 市 東 灘 区 住 吉 鴨 子 ケ 原 町 3- 34

池 田 r邑- 彦 内 田 成 之

堺 市 上 野 芝 向 ケ 丘 町 4 丁 1405 須 賀 工 業 総 式 会 社

石 Jl I  寛

一

株式会社 エ ー ビ ー シ ー 商 会 大阪出張所

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 111 大 阪 市 西 区 京 町 掘 通 1ー 18

石 川 建 築 事 務 所 電 @ 0  5  0  0 ・ 3 9  1  5  
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大 林 芳 郎
笠 原 梯

z，iロA  

郎

大 阪 市 東 区 京 橋 3ー 75

株式会社 大 林 組
田島応用化工株式会社大阪出張所

岡 一ー 郎 梶 本 秀 尾

一

大 阪 市 北 区 堂 山 町 89 大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町 392

株 式 会 社 同 組 取 締 役 社 長 八千代電設工業株式会社取締役社長

岡 田 平 蔵 金 光 五 郎

名古屋市西区西菊井町2- 12 電@0121・2057 大 阪 市 西 成 区 千 本 通 7- 11

合 資 会 社 岡 田 建 材 唐 代 表 社 員 万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社

尾 亀 清 四 郎
辛 木 貞 夫

大 阪 市 北 区 富 田 町 16

株 式 会 社 三 晃 商 会 常 務 取 締 役
東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

岡 本 行 善 河 井 覚 弘

大阪市西区阿波座下通2- 30 電1 @5737 ・0795 大 阪 市 北 区 兎 我 野 町 18

株式会社昭和建築設計事務所 株式会社 河井建築設計事務所

奥 村 太
.平

J  11 口 哲 雄

大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 1- 51 尼崎市南竹谷町2- 89 ';Ii!:⑬ 0545  

株式会社 奥 村 *Ji 田中工業株式会社大阪出張所長

栗 賛 ヨE 三2  河 津 喜 之 助

清 水 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 伊J 津 装 飾 株 式 会 社

尾 崎 久 助 河 東 義 方

大 阪 市 東 区 北 浜 5- 13 大 阪 郵 政 局 建 築 部

日建設計工務株式会社取締役会長 自 宅 大 阪 市 天 王 寺 区 餌 差 町 49ー l

尾 崎 博
一

神 田 正 平

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 38 大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 - 38

j也 化 工 板 製 造 株 式 会 社 株式会社 日;本ν ャッ ター製作所

、‘

・4
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ｾｴ＠ 作村 平 林 得

大 阪 市 東 区 北 浜 1ー25

佐藤工業株式会社取締役大阪支庖長

大阪市北区堂島北町20 ( 藤田 ピノレ)

小 林 得 志 建 築 事 務 所

木 戸 口 信

大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 郷 町 54

大洋建設工業株式会社取締役社長

:7' ， 1 i 尾 市 来 医 布 池 III I 32 

佐 Ji:話 回 虫11 ｾ築事務所

藤 太 |

大 阪 市 北 区 南 扇 IIJJ 12 

近古島電気工事株式会ネI 社民

義 佐 藤 四 郎

久 保 幸

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

株式会社 久 保 商 庖

佐

社 長 久

所 長 岡

米

国

権 九 郎

金 次 郎

大阪市東区北久宗寺町2- 5 (三井銀行 ピJ レ) 電 @ 3324

株式会社久米建築事務所大阪事務所

内 幾

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 '1' 1-- 2  

坂 内 建 築 設 計 事 務 所

男坂

栗 政 ー 座 建 築 事 務 所次 郎田

大 阪 市 西 区 南 堀 江 1 番 町 14

大 阪 朝 日 ‘ 漉 青 株 式 会 社

大阪市北区中之島4- 33 電@4940・5糾 8

東京都中央区築地 Ｓ Ｍ Ｘ 電ｾ ＳＷＴＵｾＶ＠

鴻 池 藤

大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3- 67

i株 式 会 社 約 池 組 取 締 役 社 長

男田 一

神 戸 市 生 回 区 楠 町 5 丁 目 2- 4

三 田 建 築 設 計 事 務 所 所 長

岩 太 郎増
正 次

士

山 垣

尼 崎 市 尾 浜 字 国 広 1 - 1

神 東 塗 料 株 式 会 社 社 長
株式会全1: 1列 l五 社

7]< 和岬 清西 萌

大阪市西区阿波座 下通 ＲＭＲＸＭ Ｑ 電 ｀ ＷＸＳ Ｐ ・ ｾＲ ＰＸＰ

株式会社 問中小商建築事務所

大 阪 市 * ，ぎ瓦 IIJJ 4-- 23 

11 1下寿郎設計事務所大阪支社 ・支社長

林

大 阪 市 北 区 堂 島 上 2- 1 1

隊 式 会 社 新 住 宅 社

清
杉 嘉白 明

神戸市東灘区本山町野寄字山田 19- 1

5  
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菅 谷 郎

大 阪 市 西 区 江 戸 痢 南 通 1- 37

株式会社大阪電気商会 ・大阪暖房商会

1113 和 34 年 盛 夏 (50音順)

田 辺

株 式 会 社 大 組
.  
4  

林

鈴 市 田 村

大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 4- 47

i[ l 井 株 式 会 社

説木 溝

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通1- 14

株 式 会 社 ケ シ ト ク

輝 之 頭銭 『司

大 阪 市 西 区 京 町 郷 上 通 1- 33

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社 長

地 政 人

大阪市北区; 符松町30 電⑧4825 ・9004 ・9016

株式会社小俣製作所大阪支后

山

凶 四 郎 原 五田

大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6- 3

関西媛房工業株式会社取締役社長

千 大 郎

株式会社大阪建築事務所取締役東京支所長

東京都港区赤坂溜池30 溜池東急ピノレ

E  

fi 司 橋 光 見伸

大 阪 市 南 区 大 宝 寺 町 東 之 丁 41

大阪セメダイ γ 商事株式会社取締役支配人

知 義 夫

大阪市西区土佐姻通大同ピノレ 7 階

株式会社斎藤省三商庖大阪支底長

言言・

fi 司 夫
塚 本 次

橋 慶

大阪市東淀川区相川中通 2丁目 2- 4

猛

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 北 浜 5- 13

畑i竜 邦

莱 本 建 設 工 業 株 式 会 社 専 務

自 宅 豊 中 市 岡 町 南 7ー 74

東 謙

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5ー19

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

竹

官 K

1旦 富 家 宏 泰健腰

大 阪 市 北 区 堂 烏 中 2- 37

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

京都市中京区烏丸通押小路上ノレ電③3917・6024

宮 家 建 築 設 計 事 務 所

達 郎 藤太 太刀 J  11 

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 町 中 3 - 4

株 式 会 社 不 二製作所大阪支庖常務取締役支庖長

内 資 忠

京 都 市 左 京 区 田 中 大 根 町 13

隊式会社 内藤建築事務所代表取締役



暑 中 お 見 舞 申 上 げ ま す 昭 和 34 年 盛 夏 (50音順)

中 誠 郎 田沢

-‘ 、、

守 口 市 滝 井 元 町 3- 27

中 沢 建 築 事 務 所

福 朝 生

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2- 37

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

中
茂 薫原

大阪市東区大手前之町大阪合同庁舎一号館

近 畿 地 方 建 設 局 計 画 課 長

福 永

大阪市南区順慶町通4ー 16 電@5189

福 永 建 築 設 計 事 務 所 所 長

中 松 通 明 徳

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5ー32

東洋陶器株式会社大阪営業所所長

藤 井 義

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 16 大江ピノレ

新晃工業株式会社取締役社長

蜂

ー

l

 

j

 

智

官K

1旦 正

大阪 市 西 区 京 町 堀 通2丁目 41- 2

大阪装飾株式会社取締役社長

藤 木

大 阪 市 東 区 両 替 町 1- 17

株式会社藤木工務庖取締役社長

野 村 祐
:.1.‘ 

，ロ

大 阪 市 南 区 )1頂 鹿 町 2 - 46

福井ビニーノレ工業株式会社大阪営業所

藤 本 憲

大 阪 市 北区梅田 2 ( 第一生命ヒソレ)

小野田セメシト株式会社大阪支庖 取締役支庖長

伴 秀 雄
助

株 式 会 社 西原衛生工業所大阪庖

藤 本 庄 之

大 阪 市 城 東 区 西 田 鳥 野 町 6- 4 3

株 式 会 社 工 盛 社 代 表 取 締 役

平 伊 郎 久

ー'

田

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1- 5

株式会社平田タイル取締役社長

平 作 太 郎田

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1- 5

株式会社平田タイノレ専務取締役

藤 本 次

大 阪 市 生 野 区 猪 飼 野 中 1- 5

妹 式 会 社 版 本 組 取 締 役 社 長

宝 来 郎佐 市

株式会社 大 林*Jl 

福 庄 郎 勝岡

滋賀県甲賀郡石部町大字石部 2476

日; 本スタッコ株式会社代表取締役

牧 村 手IJ

大阪市東区横婦2ー 70 冠 @ 代 表5035

株式会社間組大阪支庖取締役支底長



暑 中 お 見 舞 申 上 げ ま す 昭 和 34 年 盛 夏 (50音順)

増 太 郎
田

田

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 2- 21

建築綜合研究所大阪分室代表者

相p 夫愛 巳

大 阪 生 コ シク リー ト株 式 会 社 .  
..; 

町 {言
: .L>. 

，ロ 橋田

兵 }lle 県 1f t 汁 市 伊 丹 558

点洋 3 ノリ ューム株式会社取締役社長

一 一 -

国 手IJ 道

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2- 34

株式会社安井建築設計事務所

矢 亮
古

口

大阪市東区高麗橋2(野村ピ j レ5階) 冠@4257- 8

株式会社矢橋大理石商1 ; 5 大阪出張所

山 口
五

回 郎

豊 中 di 栄 通 2- 5

村 井
: .L>. 

'ロ
田幸 山 文 次

衛 施 市 横 沼 町 1- 46 I  大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1ー 7

:放烏金物株式会社専務取締役 |  山 田 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

向 保 晴 茂井

兵 庫 県 伊 丹 市 伊 汁 558

東 洋 リノリ ューム 株 式 会社

山 中

大阪市東区高麗橋詰町54 篭 ｾ ＰＴＷＳ

栄 興 建 築 株 式 会 社

村 秋
士

ロ 男石

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 3- 20

浪 速 合 板 株 式 会 社 社 長

山 本 末

大 阪 市 南 区 大 和 町 1

株 式 会 社 大 末 組 取 締役社長

村 郎
山 本 樹

上

大 阪 市 浪 速 区 北 日 東 町 145

サンエス石膏株式会社大阪営業所取締役所長

義

株 式 会 社 銭 高 1盆

室 山 水 山 本 龍 郎谷

大 阪 市 北 区 堂 ピ ル

株 式 会 社 室 谷 商 lぷ

八 +  健島

株式会 社 竹 中 」二必 Ｉ ｾ［

自宅 西 宮 市 'i
J

チ 凶 2- 24

太

人; 阪 市 北 区 西 掘 川 町 15

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商 会 取 締役社長

鷲 尾 健

大 阪 市 都 島 区 東聖子出町 9

大阪大学工学部構築 工学 教 室



昭和34年 9月開館 社 団 法 人 日 本 建 材 会 館 正 面

所 在 大阪市西区京町堀一丁目 (市電京町橋電停前〉電話九月架設

使 途 ー|桝~ ー;附 大 阪 第二展示場として約 150 小I: ¥j を設く

l引階ー淡ぷ室，会議室三部屋設i泣

本 部 所 在 大阪市東区 北浜三丁目 近畿建築会館 (23) 9908 

第一展示場 向上同館 内一階，地階104小間従来通り (23)  7  172 

福 岡 分 室 福岡市万行寺前町( 博多駅前通り 松下ビ ノレ横入すぐ〉

展 示 場 ＶＰ 余 小間 電話 Ｈ Ｓ Ｉ ＱＲＲＵｾＶ



10 

社 団 法 人

て込 U  

2階， 3階 展 示 パ ー ス

Ｉ｢ ｾ 凶は上下 二 段式とし

ＱＱＧｾ＠ i ll  奥行

1  m.  000 X  .  875 x  .  800 

3 階

". 央 は 2 mx 7 mの空 間とし て

一-社 ま た は 数 社合同で モ デノレノレ

ーム式特別 j長示個所とす

日 本 建 材 会 館 案 内

1111和34{ド9 月15 1:: 1より 1m館予定

4 階 談話室より 小会議室を開放したパース

川見演会等の外平素はアコ ーデオ ン ドア式で仕

切 - '. i都民 とす

、
U  y  

も 口 L 7

、o ｾ フ

も 口 L 7

1 階 展 示 パ ー ス

周回 高 巾 奥 行

2
m

.  270 x  .  875 x  .  800 

1， 2 階 1.1.1央はアングノレ仕切J

高 巾 奥行

1  m.  250 x  .  970 x  .  800 
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... ... 

A  

-- .  
」戸-

ｾ Ｎ＠

関 西 電 均 株 式 会 社 大 阪 火 力 発 電 所

施 工 株 式 会 社 間 組 大 阪 支 底

11 



関 西 福 ブJ 株 式 会 社 大 阪 火 力 発 電 所

本 館 鉄 骨 な ら び に 銅 製 爆 突

( 第 1 期 ~ 第 4 期)

施 工 日 立 造 船 株 式 会 社

12 

ず



開 市 大 阪 火 力 発' IG所

近 畿 電 気 エ

10，000KL重油タンク基礎地盤改良工事

コ ン ポ ー ザ ー 工 法

不

事 株 式

動

. 6.  

コ'"

建

ネ土

第 Ｑ 期本館 Ｓ 階 ｾ 1  0 階 照 明 工 事

3 階タ ービγ 室照明

設 株 式

. o.  

=  
社

13 



窯 業 セ メ ン 卜 使 用

関 凶 五 ) J 大 阪 火 ) J 発 屯 i9r

近代工場 におけるメタルウ オール

アルミニウム外装パネル

スチールサ ッシ・ドアー

東 工 業 株 式 社
吉
小鋼 板

.6‘  

コz

大 阪 窯 業 セ メ ン 卜 株 式 会 社

14 



関 西 電 力 株 式 会 社 大 阪 火 力 発 電 所

新 設 基 礎 ペ デ ス タ ル 杭 打 工 事

株 式 会 社 鴻 池 組

15 



八 幡 製 鉄 戸 畑 コ ー ク ス 工 場 サ ブ セ ン タ ー

16 

E 皐 風 呂 b J

主 な 製 品 名

リ ッ プ 溝 形 鋼

り ツ プ ゼ ツ 卜 形 鋼

経 溝 形 鋼

軽 ゼ ツ 卜 形 鋼

ハ ッ ト 形 鋼

ロ ツ ウ シ ー ム チ ュ ー プ

リ ッ プ 山 形 鋼

軽 角 形 舗

ト レ ン チ シ ー ト

V 型 デ ッ キ プ レ ー ト

W 型 デ ッ キ プ レ

キ ー ス ト ン プ レ ー ト

③中之島義主銅株式創土

大 阪 di ｾｦ 区弁天闘 ｲ 4  1ft 地 Hi ， 弱 点 @ 5031 - 6  

tj，[ J;(' ) C務所 東京都中央区凶八丁Mil 4- 10 (後l刻ピ J レ) ; U" ，占@ 1515- 6  

... 
z  

守 口 電 気 通 信 短 大 校 舎

A 氏 邸

.  
， 



-圃・圃・

住 宅 美 素 工 事 の 創 始 者

。 ビ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕ー上 工 事

戸庁業工豪、美
株 式 会 社

電 話@4938 ・5888 ・⑪8050
大阪市東区五町二丁目 ( 三和 ピル〉

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

.  

‘  

( ビポ ット・ヒンヂ持出し吊り型)

(カ タログ御入用の節は御 申込下きい)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 地 市 横 沼 町 1 丁目 4 6 番 地 電話 布 絡( 72) 839 ・7713 番

東京都千代田区神田和泉 町 1 ノ11 電話 東京 (866 ) 初 51- 2 番

( 中心吊自由開 型)



z g ノ

・ プ・グ D シ J ウ

東 μ ナイロ ン級車主 ・鍛通は100%スパン

ナイロン糸を使用したもので ・摩擦 に強く

・51語力性に富み・吸盛性が少なく

・虫の害を全 く受けません

級車毛・鍛通

乙のほか価格低廉な 10096 レーヨンによる

東 レカーペ ットも女子言平を博しておりま す

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社
発売元( 株) 泉 商 会 大阪市北区宗主Fjarz;:?

ピニ デ ラ y クス は 当 社 の 技 術11 1 ¥( が久しく鋭必; 研究をあLけて

完成 し た 新 し い 型 の 合 成 樹 脂 ラ テ ック スぺイ γ トで ， 他 の

ラテック ス ぺイシト lζ 比 べ て ， 多 く の4侵変れfたこ↑性2止:古能Eをもつ吊

Y貿I俊 秀なアク リ/ ルレ系合成ゴムを τ主巨成分と する お塗色料 で す。

ピニデラックスの用途は主 lζ コソクリ ー ト・モノレタノレ ・プ

ラスタ ー 面などの 塗装 ｋ Ｎ 好適な 塗料 で ， 建築内 外部 ｾｉ ｈ 色 彩ｼ

とし て 発 売 以 来 好 評 を博してお りま す r

・ピニデラ ックスの特徴

田 作 業性 が 非 常 に よ い

ノ 、 ケ サバ キが均一 ＱｈＧ に軽く，乾煉も干年 ｊ 必の エ マ ｊ レ ジ寸 ｙ ペイ ｾ ｉ

より速くて，的ｾ能率が よろしい ･

・ 耐 久力 が よ く ' や け 仰 が な い

アク リノレ系合成ゴムを主成分 とするため. イ也の ヲテ ック スペイ

ン トに み られ る “ や け ・ が な く，耐久力に 優れています ζ

・ 耐水性 ・耐 水 洗性 が よ い

乾燥塗膜 Ｈ ＢＱ ｾＱ 常に強靭 で ｦｇ 水 性があるため 耐水 性がよ く ， 特に

検 映 が 汚 れ た と ま に は 石 l給水で洗うと. たやすくきれいになり

ます。

園 優 雅 な 光 沢ある仕上り

V会而 はエマ ノレジ ヲ Y ペイ Y トに 見 られない俊肝U .c 光 il¥が ありま

す。

圃 付 着 力 が よい

コテ 仕上のよ い 平滑な塗而や， ノ、「 ドプラスタ ー " 間合 ベイン

H 会而にもよく付 者 し. ν ート状ーにはげることが ありませ ん 2

・ 耐 薬品 性 が よ い

耐アリ カ リ性 が強く，W， i専な 酸 I' C も耐え ，又カヒが生え ません n

o 色 見本付カタロ グ ご希 'it! の方 1"1 当社宣伝烈 Z 係 まで お巾 付 け 干

きい の

ー=宇弓n叉
@ 関西ペイ ン卜株式会社

'  大阪市 東 区伏見町 5 丁 門

ー-a  



工 場 特 集

表 紙 八幡拠鉄) ;畑工場 の名 J : !暗

を示す

， ｴ Ｚ ｩ 服宇 ｮ は 伺円 新 ｉｉｾｾｉＺＡ 提供

建 築 と ネ土

.<>.. 

"" 
第 4 0 集 ・ 第 8 号

先 価 l 部 1 8  0 円 ・送料共

則 和 3 4 年 8 月 2 0 日 印 刷l

昭 和 3 4 年 8 月 2 5 日発行

発 行 所社団法人日本建築協会

大 阪 市 東 区 北 浜 3丁 目 3 7

電 話 北 浜 ③ 9648・9649・964011'，

振 替 口 座 大 阪 3 9 975需

発 行 人 沖 岡 誠 一

編 集 人 松 井 昭 光

印 刷 所 徐 式 会 社 研 文 社

大 阪 市 北 区 堂 山 田IJ 6 6  

包 括 @ 2 0 9 1 - 3 帯

印 刷 者 網 野 公

建 築 と 社 会

8  
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工 場 建 築 の ゆ く て
大 林 芳 郎

工場建築の将来について l叫，Fi. の観点から考えてみるととにする 。

製造工業の最近の傾向として，第ーに心 卜l くζ とは，屯子工学の. i ( 主少とそれの製造工業への硲人 K I'I"うノl

l必のオ ー トメ ーν ョ γ 化である 。1m人発iU所の出別はその最も3ヰしい好例という乙とができょう M 工場の内

部一製造機械の周辺 ICは段々 Kf l ; 来品の Yi l ( が少くなり遂には Jm人となり ，機械はわずかな人々しかいない桁

抑所から遠隔操作されるようになる 。

第二 lζ 心 IJ くζ とは，工場施設ーとくに化学工業のそれにおいてー述の生産機械が上屋をかぶせられず，

つまり建家内に収写せられる乙となしに泌山している乙と である 。それはいまのと乙ろ石油化，' j i : . . . L 業や瓦斯

化学工業の工場lζ おいてみられるところだが，化，''j 工業の進展に 1'1< ってそういう傾向はーWiilljlj( するものと

思われる 。工場は建物p . 下ではなく機械併にな ってくる 。

ヨｾ ］ 三 ｬζ 三 考えられることは， ζ れからの工場建物においては，製造機械が Ｍ ｗｩ ｴ ｴＧ ｬＧ 密化し ， また，その製造 ｪ 歯

科における尚l支の化学反止、に対処する必 E裂が生じてくるため， iLl 伎や温度の調節が大きな問題とな ってくる

乙とだ。それは人j MJが働き，作むピノレにおけるそれよりも一間半111密a を求められるであろう 。そうなるとそ

れらの機械を収容する建物ーそれはクエデータイトを要求せられるのであ って， !;n二の傾向と背反する傾向

として存花を続けるであろう 。 しかしそうなると位' 不そのものも 一つの機械と観せP られるから ，これは治ニー

の傾向IC背反するものでなく| 司買のものともいえよう 。

｡Ｇｉ 凶は ， わがｼ司 ￰ｾｴｮ の傾 向で あろうが Ｎ ｊｾ 場敷地が段々人下しにくくな っ てゆくことだ 。 それは川水の問

題や交通の問題，労働力の問題もからみあうのであるが，ともかくも現3lj の問題として放地の入 f が| 村知と

なり/ f f j を日目立ててあらたに川地を造成してゆく似 II'J t J 五顕著で、ある 。 ζ の傾向は将来- 11' 1進んでゆくだろう

!r¥-Fi . は工WI一施工wmnが対くな ってゆく乙とである 。新しい生政物を生産し ，新しい生産プJ 訟を採川する

J劫千? には研究と準備に長い 11寺liiJ がかけられ飢互に研究し準備がなされる その代りいよ いよ災 1i する乙とに

決定すると悠設が非常 ｦｌｾｾｴ がれる 。 他国 ｩｦ を ［ｌｬｪ 皐 ｬ 乙 ｊｊｎ 始して巨額の建設資金の金不ｬｈｾｪｊ ｬ の ｬ 将減と新設ＱＱｴ ｈ の償却

を凶り ， 終見 ＱＱ 厨の ｾｈｉｉ から解欣されたいためだ 設.11・と施工とが、，>: 行して. i ( f j むというような状態はすでに現

在においてみられると乙ろである 。

乙れらが工場建築の将来についてｦＮｬｴｉＮ ￚ ＧＮ 与えられる絞も大きな傾向だと思われるのであるが Ｎ われわれｾ設

技術おないし建設業白として乙れらについてどのよう lζ 考えるべきかというのに，第一の傾向! こ附してR I l i没

の而でまず問題になるのは設計の問題である 。設，: l ICついては機械の配列が先行し ，乙れが決' 止してそれら

を ｬ 以存するその 上屋 一 工場処物の設，ｩｊが品 Ｇ じくのであるが，それがｾ家内の余剰な空間 ー スペ ー スを ｩ 欠引に ｉ Ｑ

縦しコンパクトなものにな ってゆくであろうととが予見される 。

ifi この傾 liiJ K ついては ，E13家は竹四年I - ! その他の附民的施設 lζ 止まる乙ととなるのであ って' i Aーの=1:.体的部

分については盤地， J左礎などの" . * 的な 部分が前 l(lI l c :ji jl し山されてくるであろう 。

第三の傾向については，乙れまた設計が問題となるが，それと IriJII寺に材料の選択とその佼 IIJ }j i}; ，施」二 ) j

法など実施の問題がはなはだA 裂にな ってくる 。

第四の保 ｩ ｾＧｊｋ Ｍｐｴとうものとしては ， 海岸 ｦ 目立地は多くの場 代 ｩ Ｎ＿ｴ ｾｉ ｉＧｴ，が中［ｽ，弱地盤であるから，と の ようなは慌を

採JIJ し，それをどのように施工するかがrl¥lJ出ζ なる 。乙れを強陀と経済と工j引との11先み令わせによ づて決lと

してゆかなければならない 。

ヨｾ ri. の事M 'JI ζ 関しては企業家と設日1・-r， とj危工業おの: . ｲ， のｉｩ ｕ が ＭＱ ＱＧ市街政 ｉｃｾ ， Ｇ ｩ ひ γ＿ わされる必，Ｉどがある 。

いまや技術ｾ ＧＡＧぇ新は 予測を， ｦｬ さぬ急ピッチで進行している 新鋭 J ') ，易が操業/ J I J始後成余にして 111式投I l i ii とさ

れ，ｊ 党支される場介もありうるのである 。 必設技術釘として工場 ｾｩ 没にたずさわるわれわれは 句 Ｇ ｩ［｜ ￯ ここの倣

しい技術の前進 ｉｃ ｊＡｪｊｾじできるようみずか ら 切確琢燃に努めねばな る ないのである 。

( 哨 丹 本 会 PI! 、1¥• rb，合引 '...: I;!司ll [i 柿 i't 判長)
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完成間近かの戸畑工場

八 幡 製 鉄 戸 畑 工 場 の 建 設

9 4 5 億 円 に の ぼ る 巨 費 を 投 じ た 鋼 塊 2 0 0 万 ト ン プ ラ ン ト の 概 要

海 野 蔵
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来る 9 月 1 日に行われる 1500 トγ 高炉の火入れを目前にひかえて，八幡製鉄

所戸畑地区では今，年産鍋塊 200 万 トY 生産の工場建設工事が折々と進みつつ

ある 。新戸; 加製鉄建設の出発点である思立はすばらしいスピ ー ドで行われ，第

一期工事の目標86万平方メ ー トノレをほとんど完了した。海底の土砂はすンドポ

ンプで汲みあげられ，ただちに埋立に利用される 。航路の告を深とまさに一石二

烏である 。戸畑地区は， ζ れまでの既成用地 370 万平方メ ー トル l乙ストリ ップ

関係の工場( 第一，第二ストリ ップ工場) がすでに稼動していたが，第二次合

理化計画が完了すれば約 460 万平方メ ー トルの敷地に水深13メー トノレの岸壁を

もっ巨大な銑ー鋼ー圧延，一貫工場が出現する 。第一期工事分の建設はその完

成をみようとしている 。

完成時，巾500 メート ノレ，長さ 1500メートノレという 規模をもち 4 万- 6 万

トシの鉱石，石炭などの輸送船を横づけできる大岸壁の建設工事も ，当社の新

製品である直線型鋼矢板によるセノレ型工法により第二，第三パース 目を建設中

である 。一時間に 1000 トγ の鉱石を陸揚できる 2 i!去のアンロ ーダーも偉頭の一

大偉容である 。わが国製鉄史上にーエポ ックを画する 1500 トγ 高炉もほとんど

完成しあとは火入れを待つばかりである。

製鋼法の今後を代表する純酸素転炉と一基で200万トン/ 年の鋼塊を処理でき

る分塊工場も完成 fr . 近づきつつある 。 6 フィート 巾の広巾ストリ ップ製品を圧

延する第三ス トリップ工場は ，八幡地区から素材を運んですでに生産を開始し

ている 。

2000メート ノレ という短かい距離に製銑，製鋼，圧延工場を極度に直線的に配

置し，各種原材料や成品輸送の縞核を避けるととに大きな努力がすムわれた工場

配置の合理化も ，特筆すべき乙とであろう 。

とのような合理的計画に基いた銑鋼一貫製鉄工場の建設は，わが国において

は始めての ζ とであり，重工業工場の建設計画 iζ 種々参考になる点が多いと思

われるので，以下その構要を報告する 。内容はつぎの 4 つfr . わけた。

第 1 部八幡製鉄における第二次合理化のねらいと戸畑構想

第 2部建設工事の概要

第 3 部設計規準および構造方針

策 4 部 主 要 工 場 各 論
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1.  1 . 鉄 鋼 の 需 要

第二次合理化計画の芯、図するものを述べる前 IC鉄鋼の

需要について眺めてみるととにする 。

1957年における国連統計によると ，世界主要国の人口

l 人当りの鋼の消1 : ' 1 ] 立は，つぎの通りである 。

‘  

‘  

アメ 3 カ 577  k g  

2.  ソ 述 255 1/  

3.  西ドイツ 439  1 /  

4.  イギリス 397 1/  

5. フランス 311 1 /  

6.  日 本 142  1 /  

7  ベルギ ー， ノレクセンプノレグ 309 1/  

、

8.  イタ V- 136  1 /  

国名は組鋼生産高の上位)1頂にならべたものであるが，

生産と自国消貸はかならずしも一致していない。その顕

著なものは，カナダ 399kg，スエー デン 385kg，ノーノレ

クエー 282k g，などの消費数字である 。残念ながらわが

国では ，いまだに 100kg 台にとどま っているが，それで

も鋼の需要は年々伸びつづけており ，前表をその前年と

比べても総量では約150万トソ増加し 1 人当りでは 31kg

を加えている 。

ζ のようにわが国における鋼の需要は急速に伸びつつ

あり ，1957年の生産量は 963 万トンであったが，通産省

の計画によれば1962年，つまり第二次合理計画の最終年

度たる l回和37年度には粗鋼2015万トシとなっている 。

また産業別ベ需要をみると ，昭和134'<1三度における建設

工事用鉄鋼消費量は約 220 万トンとみつもられ，久しく

首位を保 っていた造船業を抜いて産業別需要のト ップに

位している。

国民所得の伸長とともに企画笑行されつつある慈大な

国土開発計画，交通機関の盤備拡張，住宅その他の建築

施設の建設など鉄鋼の需要がますます仲びるととを期待

し， ζ の需要を「良い安い鉄」で充たす乙と ICおいて鉄

鋼第二次合理化計画は重要な意義をもつものである と考

える 。

1.  2. 第 二 次 合 理 化 の ね ら い

八幡製鉄においても戦後いわゆる第一次合理化計画に

よって休止設備の復旧をはじめ新鋭設備の設置など，か

なり大規模な合理化が行われたが， 乙れは旧工場の設備

の更新，配列の2監理など部分的な合理化にすぎず，関所

以来60年にわたって継ぎたしてい った飯倉ffi な工場配置は

いかんともしがたく，せ っかくの新鋭設備もその能力を

十分に発事f ; する乙とは不可能で，第一次合理化計・閣の限

度は生産設備の質の改善にとど まり，量的合理化につい

ては工場配置の根本的な合理化を目標とした第二次合理

化計画にま たねばなら なかった 。

何一つさえぎるもののない，戸畑の埋立地区 IC計画さ

れた第ー二次合理化計画のねらいは ，増大する鉄鋼需要lζ

応える量的合理化であるとともに ，雑然と入り組んで身

動きもできなくなっていた八幡地区の工場の間引き ，統

合，廃止，新設を可能にし，八幡地区の若返りを目標と

した遠大な計画のもとになされたものである。

1.  3 . 製 鉄 と 輸 送

海外から輸入される鉱石および石炭の海上輸送につい

てはしばらくおくとして，各工場聞を輸送される鉱石，

石炭 ，スクラップ，コー クス ，その他副原料をはじめ銑

鉄，鋼塊，鋼片，さらにまた高炉浮や平炉j宰の廃棄など

鉄鋼生産に伴う輸送の虫はｾ大なものである。八幡工場

における工場開輸送のための路線延長は 390km，実 lζ 東

京~岐阜聞に相当する距離であり ， しかもとれが 400 万

平方メ ート ノレの敷地 IC押し込められているのであるから

その混雑と幅峻がいかに甚だしし功〉忽像できるだろう 。

しかも 400 万平方メ ー トノレの中から建物やヤ ー ドを差し

引けば道路や空地は 200 万平方 メート ノレにも満たず 5

平方メ ー トノレ当り 1 メー トノレの線路で埋っている計算に

なる 。

鏑塊 1 トシをつくるために必要な輸送誌は空気，7]<を

除き ， ドイツにおける伊j では 14. 4 t を要し ，わが国の平

均は 17 t ぐらいとされ，合理化前の八幡製鉄では実に22

t にも達し，代表的近代工場の一つである川鉄千葉工場

では 7 t といわれているが，戸畑工場では ζ れを 5 t 以

下にするととを目標にしている 。 とのと とは合理化前 Ir.

比べて工場内の輸送 コストが% 以下に節約される乙とを

意味するわけである 。

1.  4. 戸 畑 構 想 の 出 発 点

戸畑構想の出発点は ，第二次合理化計画完了後におけ

る八幌製鉄の生産規模である 。すなわち第二次合理化計

画の完成する昭和37年度における八幡製鉄全体の生産目

標は ，銑鉄328. 9万 トジ，鋼塊452. 6万 トン，鋼材380. 8万

トソである( 第 1表〉。

第二次合理化計画完成時 Ir . は日産1500 トン高炉 2 基と

とれに対応する 60 トシ純酸素転炉 3 基，分塊，圧延の一連
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化した八幡地区の新返り をはかるととも にIn工場にみ ら

れる各設備聞の能力のアジパランスを是正 しようという

笑 lζ 一石三鳥をねらっ た構想である 。

1.  5. 製 鉄所 の 立 地 条 件 と 合 理 的 な 工場 配 置

製鉄所を作る場合一体どれだけの敷地が必要なのか。

従来の例によると鋼塊 1 トン の生産 IL対して約 1坪の敷

地が必要であるといわれている 。

従って最終生 産屯数 ＲＰＰｾＲＵＰ 万ト ｙ を目標とする戸畑

工場の場合，突に 800 万平方メ ート ノレの敷地が必要にな

る 。製鉄所建設の条 件としてはまずとの ｾ大な敷地 を得

るζ とが先決問題となるが，現在のわが国ではとのよう

な広大な敷地を既存の狭い陸地 IL求め るととは極めて困

鮒であり ，かっ不経済である。

さらに輸送コストの面からみても ，原料を海外から輸

入しまた製品の大半を海上輸送によって国内国外の市場

に供給する製鉄業にとっては，大型輸送船が接岸できる

海IL面したいわゆる臨海工業地であるととが必須の条件

となる 。

また港湾荷役設備の建設が容易で工業用水，労働人口

が笠宮である ζ と，土質，風波，地震などの II 然条件に

も恵まれたと ζ ろでなければならない。隊司: i f ーから出る

大訟の鉱擦を廃棄する余地のある ζ とも重要な条件の一

つである。とのような点からみて戸畑地区は上記の諸条

件を十二分に満足させ る絶好・の建設用地であろう 。

戸畑工場の建設に際して最も慎重に計画されたのは工

場配置の合理化である 。 1 時間1000 トY の荷錫能力を持

つ 2 iMiのアジローダーが活躍する大岸壁から忍ばれた原

料は， 1500 トシ高炉，60 トン純酸索転炉，分塊工場を経

て第 3 ス トリップ工場で成品lζ 圧延さ れる まで文字通り

lζ 一直線lζ 流れ，コークス， 石灰石，酸素，その他の菌11

資材も適当なととろで笠然と操入されるよ う配置されて

いる 。

従来戸畑地区では第 1 ，第 2 ストリ ップ工場が八幡地

区から素材の供給を受けて稼働しており ， ζ れらの工場

およびその附属施設，その他若干の小型工場を加えて約

36万平方メ ー トノレの工場が建っていたが，第二次合理化

計画が完成すると約17万平方メートノレの工場その他の施

24 

設を加え，約53万ギプj メートルのL 場群が建ち必，d{ ζ と

になる 。乙れは第二次合理化計画完成11寺の戸畑地区敷地

面積 460 万平方メート ノレ! L対し11. 55ぢの建弊率 となる 。

385万平方メ ート ノレの敷地で106万平方メ ート ノレの建物を

もち ，27. 6労の建弊率を示す八幡地区と比べて約弘 .fi の

割合である 。乙のように戸畑地区は工場配置の合理化と

設備の大型新鋭化によ って，その大きな生産能力にもか

かわらず建物その他の施設の混雑からまぬがれ，良好な

工場環岐を うる ζ とlζ 成功している 。現在まだ建設途上

であり 敷地は建設資材その他でどった返しているが，完

成のあかつきには，風光明婦な関門海峡を望み余裕をも

って残さ れた空地K 恵ま れたとれら の趨大型の工場砕は

従来のホ コリ lζ まみれてひしめきあっているクスヨゴレ

タ製鉄工場しか見たととのない人々にと って， 定!f象もで

きない景観となるであろう 。さらにとの合理的工場配置

によって得られる輸送貨の節約や輸送中 lζ 失われる熱損

失の減少によ るコストダク γ も莫大なものとなる 。

1.  6. 管 理 セ ン タ ー と 気 送 管

戸: 細工場の管理方式は中央管理方式と呼ばれる新しい

方式で製品の品質，検定，生産量および工程など，すべ

てス タップであ る技術部において立案された基準iζ 従っ

て機械的に管理される。すなわちそれぞれの原料は原料

ヤー ドIL 設けられたナ Y プラ ーにより定められた基準に

よってすシプ 9>' グされ，乙のすンプノレは気送管という

一種のメ ッセ- V' >' グ ・パイプK よって所定の試験所lζ

送られ30分程度のi極めて短かい時間で分析される。分析

された結果は再び気送管 lζ より管理セシタ ーに送られて

原料配合その他生産管理の資料として検討さ れる 。製品

についても全く同じよ うな方法によ り分析、物理的試験

などが行われ即刻管理セ γ ターに資料が集められる 。

乙のように管理セシタ ーは居ながらにして新し く入っ

てくる種々の原料や，刻々生産される製品について必要

な資料を即時入手できる 。ζ れらの資料は管理センタ ー

に設けられた I BM設備により処理され，適当な形K 盤

理される 。乙の資料によって立案された合理的生産方法

は前ちに各工場lζ 連絡され7. i と とになる 。

ｾ＠

ｾ＠

d  
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第 2 部

2.  1.  86 万 平 方 メ ー ト ル の 敷 地 造 成

第二次合迎化計画若手前すでに，戸畑地区には八幡地

区の溶高炉の廃i宰な どに より約 370 万平方メ ー トノレの敷

地が造成されていたが，第二次合理化昔1・画による工場配

置のためにさらに，86万平方メートノレの敷地を早急に埋

立てる必要に迫られた。 乙の埋立に必要な土砂のE は

約 1. 160 万立方メ ー トノレと計算され， しかもそのスピー

ドは最盛期において月間， 50万立方メ ート ノレの埋立を要

求された。

理立計画は港湾建設のための航路後深という一石二鳥

の繕恕のもとに立案され，サンドポシプにより行なう ζ

とになった。

戸畑浴附近における関門海峡の潮流は西流，東流と も

2 ノ ット以内であるが，との潮流速は将来大型船の出入

港，あるいはタグ ・ボー トによる操船などにおよぽす影

響が大きいし，何しろ組立が大規模であるだけに，その潮

流におよぽす影響を十分に検討しておく必婆があり ，運

輸省技術研究所に依頼して模型による実験を行なった。

現在までの結果では，流心，流速，水面勾配などに若干

の変化は起るが，当初憂慮されたほどの影響はみられず

湾港建設κ 支障がないとの結論を得て

いる 。なお実験は埋立法線をさらに出

した場合についてよ り正確な結論をう

るため目下継続中である 。

埋立地盤の高さの決定は埋立コスト

の噌加となるばかりでなく基礎工事の

コスト高を招くととになるので，慎重

な検討の結架 L .  W.  L.  ..j... 3.  5 m Ir 

決定された。

埋立工事はまず埋立土砂の流失を防

ぎ，かっ埋立区域を工期 lζ 合わせて区

分するための土留堤の築造から始めら

れた。

土留堤は，L . W. L . + 2. 5メート ノレ

の高さまで冷塊( 高炉浮を冷却して塊

状に問めたもの〉を積み上げて築き ，

ζ の土留堤 I L 区切 られた区閣の中 lζ ポンプ式俊深船』ζ よ

って後深された土砂、を注ぎ ζ んで埋立を行な った。

埋立の能率は土質や排送距離によって巣るが下記のよ

うな推定により Ｘ ｾ の配船を 昔 ｉＮｕ ＡＡｩし 第 Ｒ 表 のどとき笑績

を得ている。

200m
3
/! 待隻 x 400時/ 月 x 10月/ 年

= 800，000m
8

/ 年隻宇67，∞Om
8

/ 月隻

ＵＰＰ ， ＰＰ Ｐｭ ｡ Ｏ 月 ＷＶＷ ， ＰＰＰｭ Ｓ Ｏ 月隻 ］ ＷＮＵ ｾ を一→ Ｘ 隻
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第 2表 題 立 土 量 月 別 実 績

地立中の写n<朝日新聞社提供)

サンドポンプを行なっている淡深船が見える
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上 : 1∞Ot /hr 7 ンロー ダーと岸壁 下: セル製工法による伴壁エ事

第 Ｓ Ｓ 世型式別岸壁推定築耳ｾ Ｑｾ 比 較表ｻ Ｈ 伴 ｾ ｬｭ 当り〉

ｾｉ 金 摘 要

片』 型E 策 逃 1，356，∞0円

ケ

ケー ソン，ヤ

陸上機基礎および仮貯鉱場 453，ω 。

ード改造授を

ソ

中 結 お よ び 裏 込 94，0∞ 合む。

二〆

岸

根 相i 波 深 89，∞o  
壁

s  例 1，992，∞o  

ｾ［‘＠ 自邑 築 造 1，092，∞o  

プ

プロッ ク ヤ

陸上機越礎および仮貯鉱場 453，∞。
ロ

ード貨を合む。

ツ

中 J占 お よ び 裏 込 94，∞o  
ク

伴

線 品d 法 漆 89，0ω 

自主

ノロ.  
計 1，728，∞o  

岸 堕置 2匹 造 930，∞o  

セ岸

基礎杭製作お

陸上機基礎および仮貯鉱. I ! } 571，∞o  
J レ

よぴ打込貨を

型板鏑矢壁

中 宮古 お よ び 裏 込 135，∞o  

合む。

根 掘 波 漆 39，∞o  

合 問 1. 675，∞o  
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2.  2 . セ ル 型 工 法 に よ る 岸 壁 工 事

日本の鉄鋼業はその原料の大部分を海外 iζ 依存してお

り，海上輸送貨が製鉄原価i乙しめる割合は非常に 大き

い。 乙と』ζ 今後鉄鋼生産訟は急激 !C増大する乙と が予悠

され， 原料 コス れ なかんずく海上輸送費を引下げる ζ

とが大きな目標 となる 。

ヨーロッパ諸国が2，OOOkmの距離を l 万 トンの船で巡

搬するとした場合，わが国は5，OOOkmの距離を運搬しな

ければ ならず Ｓ 万 ｾＴ 万トン級の大型鉱石専用船を用

いれば，乙れに対抗するととができるだろう 。

乙のような理由により 戸畑港は 6 万 トγ 級の大型船が

自由 lζ 接岸できる水深，13メート ノレの岸壁( ただ し第 1

2存2 パースは水深，11メー トノレ) が計画され岸壁長 さも

完成した場合には1500メー トノレと なる 。

岸壁の大型化とともに，荷揚設備 も比例的 lζ 大きな能

力をもつものが必要となる 。数万 トγ の荷揚を 1 回数千

トγ の荷揚設備でや ったのでは 10 数 日もかか ってしま

い，ζ れでは滞船料が莫大なもの にな ってしまう 。

戸畑岸壁には ， 1 1時間に 1000 t の能力をもっ 2 基の，

アン ローダーがすでに設置されているが，乙れだと4 J J

トy の侍役をたった201時間で行なう乙とができる 。

岸壁の形式を論ずるためには，岸壁の目的，気象，土

質，波浪，地震などの 自然条件，材料および施工設備入

手の難易，荷重条件，水深，エJ切など，多角的に検討す

る必婆がある 。

戸畑港の岸壁は L . W. L ー11m以上の水深を もち，

かつ大誌の鉱石の堆積と1000t / 1侍アシ ローダーの大荷重

に耐え る安定度の高いものでな ければならない。

従来の ν ートパイノレやコソクリ ート 矢板を用いる 矢板

形式のもの では ， 水深 ＭＸ ｾＹｭ の岸壁が限度であり ，

乙のような大型岸壁の築造形式としては コシクリ ー ト・

グーソ:/， コジクリ - ) - ，セノレラ ー， プロックおよびセ

ノレ型鋼矢板形式などの重力式によ らなければならない。

本工事tζ 際 しては，上記の 3 形式について標準的な設

社を行っ て築造費の比較を行ない，第 3表のどとき結巣

を得たので当初の新製品である直線型鋼矢板によるセノレ

型鋼矢板形式を採用するととに決定した。

1白線型鋼矢板形式はド イツで考案さ れア メリ カで発達

した工法であり ，鏑矢板の桜準的な連絡法は第 2図lζ 示

:ill 2 肉

同盟分担監 型
半円型1 ! 1レヨE

0 0 0 0  α工。

円ｾ 1? Iレ型 7ローパ隷型セ ル笠

G 工工O D



.  
・、

す 4 種類で喜重体の高さ と径の関係は用途，土質，荷重な

どによって異なるが， 岸 壁の場合アメリカ では，1. 0 -

1. 4，日本では 1. 4- 1. 6が多い。 戸畑港の場合は矢板長

さ12 . 5m，セノレの径20. 3 7 2 m，セノレの中心間距離22. 376

mの円型セノレ裂である 。

セノレ型鋼矢板工法の特徴は，セ ノレの径が変 って も岸壁

延長当りの使用誌が変らない点で，岸壁水深が増した場

合安定度を増すためにセノレの径を大きく して も鋼矢板の

枚数は増さず， 水深の増加分だけ矢板を長 くすればよ

い。従って水深 と矢板使用量は直線的に比例 し， 水 深 -

10- 11 メートノレの大型岸壁では他の工法に比べて， 一般

に築造践が安くな る。

さらに工期の点で も 1 日50枚程度の打 込が可能であり

本工事の場合は 1 セル当りの矢板数は 160 枚であるから

だいたい 4 日で一つのセノレの建込ができた。

中浬用土砂は後潔土砂では岸壁の地耐力が得ら れない

ので鉱j撃に よる乙ととし，大重量をう ける基礎は鋼管パ

イノレによる杭工法を深用した。

鏑矢板の腐蝕については電気的方法，塗料による方法

が考えられるが，最も信頼性のある外部電源方式による

電気防蝕法を採用した。電流密度を海側 O. l A! m 汽 セ

ノレ内面および背面で 0. 0 1 5 A! m
2

とし，電源設備を セノレ

3 基11: 1基の苦手j で配置 した。

なお厚み測定用試験矢板を岸壁前面i 2 カ所 lζ 取付け，

定期的iζ 測定 し防蝕効果を判定する ζ とにした。

本年 7 月30 日通電を開始 し， 漸次負包位が増加 してお

り今 日まで正常な経過を示 している 。

本工事1 1 : 要した工事貨の実績を第一パ ース 250 メート

ノレ分について整理した 結果は， 第 4衰のとおりで総額

295，747，400円を要した。

ー-

‘ ー

m4表 鉱 石 岸 壁 築 造 工 事 貨 一 覧表

-.  

工 事 名 称 額 |岸壁 1 メート ル当り

l字型下部構造築造 137，070，αm円 印5，350円

陸 揚 機 基 礎 築 造 57，5∞，航) 0 287，5ω 

仮 貯 鉱 場 築 造 11，肌側 57，5∞ 

船 舶 給 水 管 布 設 1，550，脚 7，750 

セ
J" 

中 詰 29，4ω ，∞o  147，0∞ 

鋼 管 杭 製 作 37，∞0，脚 185，似l O

鋼 叡 桁 製 作 11，8∞，脚 59，瓜ゆ

ゴ ム 防 舷 材 製 作 8，177，4∞ 40，ω o  

繋 船 柱 製 作 1，750，000 

合 計 295，747，4∞ 1. 478，750 

.宅

.  

岸壁延長 1 m当りの工事費は約 148 万円で機械設備

を除く全設備を含んでいる。当初の岸 壁は陸揚機の基礎

や仮貯鉱場などの築造を含んでい るため普通一般の岸壁

よりかなり多額の工事費を必要とす るが， 乙の工事費よ

り一般の場合の岸壁築造費の概算値を推定すると， 岸壁

下部構造685，350円， 隆揚機基礎の一部 ( コー ピシグの

み) 72，000円，セノレ中詰147，000円，ゴム防舷材40，9 00円

繋船柱8，750円となり ， 計954，0∞O∞0円! m となる 。乙の{ 官|

はlほま lぽまセノルレ以外の一 9 - 1 ωOmの岸壁築 造t賀tと問じでで、津本; ユ工こ

二事芥の経済性が立立. 証された。

2.  3. 30万 立 方 メ ー ト ル の コ ン ク リ ー ト 工事

岸壁工事，機械その他諸設備の基礎工事および総築工

事1 1 : 使用するコンクリ ー トの震は，第一期工事分で約30

万立方メ ー トノレと見積られたが， とのような大訟のコ y

クリ ート を良好な品質管理のもとに経済的に供給するた

め，戸畑地区に 1000m
B
! 日のミキジングプラシトを設慣

した。プラントの設備および能力は第 5衰の通りである 。

第5.J.t プラン トの設備およ び能 力

A )  I ミキ シングプラン トl2ll j!( ジョン ソン式ワ ンマンコ ントロール)

ミキサー56切( 1. 5m
lJ

)122.¥i x  2  ( 石川島コーリ ング倒)

型 選 逃 能 )) I  120 m"/U寺(840m
3

/ 臼( 7H!1/1U) )  

貯 蔵 ピ ンI 8磁鎖( セメント = 2樋矧，砂= 2強1Ji，

I  1't材= 4種類)

B )  I廿 材 愉 送 能 力 12∞以3∞t ( ベ川コ ンベ了延長問 m)

セメントサイロ l ωOt (1 基〉

パラセメント迅! 搬I j I I  7  t税ダンプ(6台〉

生コン. i l I ! 搬1I I 1 3 m積ダンプ(ll 台〉

ミキシングカ ー I 3  m
8  (1 台)
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コY クリ ート の極類は設計強度とスランプ別に第 6表

のどとく 7種類の標準配合を決定し，各現場はとの 7種

類の配合の中から適当なものを選んで， ミキ νγ グプラ

γ トから供給をうけるととにした。

第6淡 様 車的な コン クリート 由種 鎖

1，， 7  ｾ［ ｉ 脚 Ｑ配合No. スラン プ 鉱津パラス ｉ 川砂利 ｉ 旦砂 Ｒ 利 ｾｊ ｉ 鉱津パラス

c mll<g/c m' l  G
m

.. 40 1 "  40 申 。 20

30  10 105 217 1ω  

40- a  10 140 245 214 

40- b  18 140 267 239  

5O- a  10 175  292 259 

50- b  18 175 311 2鈎 314 331 

ω - a  10 210 334 302 

印 - b 18 210 348 341 366 371 

フロー

そ J レタ J レ 230- 240 650 

主) ・安全率は3. 5を採用し設計強度とした。

・二種セメ Y トを使用する場合もある.

・作業回復強度は土木学会揮単示方術第鈎条の規定IC合絡するよ

うIC定めた。
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第 7 表 コ ン タ の 管 理

最初の蝶箪 ( 5 32. 7. 1) 第訂二回の試単験結( 5操33よ. り改1) 館拭 ニ 図

した概 6. 験結果

第ニ国民単験結果5 より改訂1) 

した標 t  お . 12.

g民n油危鎗梁Iv回M割 強錦館肱kc験g度m二結.1国果11 数%  

最Z悼初との傑

σ設強28t 副度計 I  委制t曽1σ強2目8t 釧標度 I単ンw位トセm量メa  σ平強28  kc gn度均1/  2  !?I11i i |単 位 セ メ 平 自 殺
き11「i |In位セメ

比ベ

たセメン

kc m ンk gト1m量sσ強28k c  V 56  σ強叱 |  ンk gト1m量s  ト節約鉱

k g/ m
S  

鉱禅

40- a  161 

;: |盟1=
パ40- b 140 l. 25 175 I  290 158 250 ー

Z ω - a  175  1. 25 229  

用 5O- b 218 1  330 214 19. 31  247 113. 9 

川 40- a 140  1. 25 175 240  158 10. 1 

砂 4 0 - b 140 1. 25 

車i

175  280 149 11. 3  

使 5O- a 175 1. 25 218 290 208 11. 1 

周 5O- b
175 1. 25 218 320  216 14.2  258 6. 6  

砂利，パラス共V をlu1 じと - 試料( が少な - 試料507ケ

情 婆
い 1ン44プケの〉 使用度の多

した安全率を3. 5とした - スラ

網整を水で い品種を lfi

・不し合た格が多
点、的IC試験

L、 した

コンクリートの強度は管理の徹底化と 経験が笠宮にな

るに従 って徐々に増加したので，当初決定した標準配合

は試験資料に基づいて数固にわたっ て改良され，セメ γ

ト使用量の節減をはかった。その結果第 7表にみるどと

く1立方メ ート ノレ当り ，2 4 k gのセメシトの節約となり ，

乙れによって数千万円の利益がもたらされた 。

2. 4 . 建 築 工 事 の 概 要

第二次合理化計画により戸畑地区に建設される建物は

製銑，製鋼，圧延の生産工場を主体とし，乙れに伴う原

料処理工場，動力施設，試験施設，管理施設およびu w

などにおよ びその総建築面積は約17万平方メ ートノレに達

第8去 月j ; 産別建築面積表( すべて第一期工事分)

工 場 名 |  主II 策面積 |  総面積

生産 工場 高 炉 施 設 1，874 

転 炉 工 場 11，9ω 

分 塊 工 4品 15，361  91. 531  

プト三 熱 延 工 場 32，614 

エ場リγ  冷 延 工 場 14，232 

第ー，第二ストリッ 15，400 

プ工場増築

Jri 料処理工地 3，246 

発 1臣 i9i  2，511 

動力用水施設 酸 紫 エ 場 1，200 12，441 

-<: の f也 8，730 

試 験 施 設 4，105  

事務所及倉庫 23，958 

そ の 他 8，140 

合 計 143，421 

30 

15  228 15  1.19  190 245 5  

15  15 1. 19 150 267 23 

15  252 13.1 15 1. 15 230  292 8  

15  1. 251  250 1  326 2臼 14. 6 15 1. 15 お0 311 19 

10 229 10 1. 20  180 214 26 

10 1. 401  210  254 10 1. 20 180 239 41 

10 1. 251  238 266 208 9. 3 10 1.16  220 259 31  

10 1. 251 238 301 246 10. 5 10 1. 16  220 2卯 30 

- 試料 1， 376 
- コンク

- 生下コ見ン越週i搬中の品質低
ケ - 生コン週l搬中の品質低

を した

- 生下中のコ ン趨質定低搬
下のない乙 とを確I ! ! ，

リート

- 別砂利し，たパラスの V を区 を品測 し 見越過ぎを改めた
の品質

た は大き

- ウォーカピリテーを改 - 管骨材の品質化

- セメント ，水などの針

普した 理を強 量誤差が少なくなった
く向上

した した

するが，11召和3 4年 5 月現在ずでに 14. 3万平方メ ー トノレの

建設が完了している。( 第 8表)

上記建築は鉄骨造，鉄筋コγ 夕日 ー ト造，ライトグー

ジ造，木造など各種各様であるがその大部分は鉄骨造で

所要鋼材最は約 3 万 トンと見積られた。 ( 第 9表)

第9表 主要工場の姥策面積および使用鋼材量

建築面積 所要鋼材量

( m
2

)  【t )

高 炉 施 般 3，242 531  

恥. 炉 ユ: 場 11，960 6，180 

分 塊 ユこ 場 15，361 2，卯4

熱 延 工 主目 32，614  4，828 

冷 延 工 4品 14，692 1，995 

発 電 H時 4，775 636 

限 司区一 工 場 1，8∞ 310 

2.  5. 鉄 骨 工 事

製鉄工場の総築工事の 中で最も重要なものは鉄骨工併

である 。本工事においては，上記 3 万 トンの鉄' 胃工事を

111:{羽132年 9 )-J より，11“ 和3 4年 9 月 1 日の第一高炉の火人

までの 2 カ年聞に完成する必要があった。

建設敷地が広大であり建設工場数も多いので鉄骨jJl LL

は，A ，B ， C  3 カ所の加工場を設けて行なう 乙とにした 。

また設計の項で詳述するよう IC， 乙の工事 ICは大 rjl lC溶

接を採用しであり ， 乙れらの溶接はすべて十分な溶接設

{ i i i l をもっ工場で施工すると とを原則として業者に請負わ

せたが，別 iζ !放地内に当社の直営工場として戸畑製缶工

場を新設し，主として熔鉱炉炉休その他建築用部材のう

.  
， 

一.  

.  



.  

‘"  

ち，輸送の困維な大型部材の溶接加工を行なった。

( 第 3図参照)

工程上. A .  B.  C 各加工場の月平均加工屯数は500t

ピーク時1000- 1300 t と推定され，ζ れに応じて建設用

機械，仮小屋，迎織用仮線路，工事用電力および用水な

どの加工設備を第10衰のどとく用意した。

A.  B.  C および戸畑製缶工場の加工場別，加工実績

は第11表lζ 示す通りであるが，溶接加工の一部は請負業

者の溶接工場において加工された。

本工事においては全鋼材E誌の約 30% に相当する 9.000

ト>'1ζ 溶接が採用され， そのうち約 4. 300 t  > ' は当社の

溶接用高張力鋼. Wel -ten 50* を使用している 。

板厚は最大50務 (22務程度が最も多い) まで，部材の

大きさも 1 プロックで20 t を超えるものがあり溶接の

施工には細心の注意が払われた。すなわち次のごとき溶

接工事管理規準を作っ て管理の徹底を期した。

けWel ・t en50については，第 3 邸3.3の鉄骨構造の設計方針を参照)

溶 接 工 事 検 査 要 領 ※ 1

i) 溶接材料および準備検査( 溶接前)

母材の検査

溶接棒の検査

溶接準備の可否( 溶接工場設備，現場設備)

溶接工の技能認定( 調書IL基づき行なうが，必要な

場合には J IS 要領に よるテストを行なう 。)

ii ) 溶接施工法検査( 溶接中)

施工準備の可否( 関先の可否，使用機械，治具の使

用状態の検査)

溶接順序の可否

歪防止法の可否

予熱設備の可否

歪矯正法の可否

iii ) 溶接成品の検査( 溶接後)

形状検査( 寸法の適否※ 2. 組立部材の歪測定; ; ， 3)

外部検査※ 4 (ピ ー ドの均一性， クレータおよびス

ラグ巻込の有無，アY ダーカット ，才一パーラ ップ

の有無，表面亀裂およびプロ ーホールの有無〕

第 3 図 〔 鋼 材 支 給 → 加 工 → 建 方 〕 作 業 系 統 図

な

図

露五畑製畠エ l串
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第 10 表 加 工 場 別 設 備 能 力 一 覧( 主要設備のみ)

一一一一一一一一 加 工 場

I A加 工 場 I B 加 工 場 I c 加 工 場
段 備 能 力 一

加 工 場 面 積 ( m
2

)  69，仮泊 42，仮泊 32，飢渇

電 力 使 用 予 定 ( K WH )  1，似悶 ω o  7∞ 

加 工 場 路 線 延 長 ( m )  2，200 1，4∞ 1，1ω  

門 担 移 動 ク レー ン 5t  〈自動) 1 台 ( 自動) 2台

5t  ( 手動) 4 台

3t  ( 手動) 3台 ( 手動) 1 台

ガ イ デ リ ッ ヲ 15t  (120尺) 3 台 (120尺) 4 台

10t  (120尺) 2 台 <120尺) 1台

5t  (120尺) 1台

ウ イ ン チ 50l P 4 台 1台 4 台

40l P l 台

30l P l 台

15l P 2 台 1 台

シ 4 リ ン グ 20l P l 台 1 台

7 ング J レ・カッター 15l P l 台 l 台

7. "l P 2 台

5l P l 台 2台 1台

3l P 1台

リベッ ト・カッター 3l P 2 台

コ ン プ レ ッ サ ー 1∞l P  i 台

50l P 1台 2 台

30l P 2 台 l 台

電 気 ド リ ル 始E 8 台 5 台

自 動 切 断 機 始。l P 9 台 3 台

電 F再 機 3 5 K W 1  2 台

2 0 K W 1  7台 4 台 3 台

グ ラ イ ン ダ ー 2l P 1 台

予告l P 6 台 3 台

送 風 機 ｾｾｬｐ＠ 2 台

ポ ン ス l Ol P 1台

5l P 3 台

鋸 断 機 5l P l 台

プ レ ス l Ol P l 台

2l P 1 台

第 11 表 加 工 場. l l 'J 月 別 加 工 屯 数

同冊

げ明

l 血目

./ ¥8加工品

sω 

出xl
ふ ¥ 〆fう¥h1cmM

、 ー デ ゾ ‘ ' . グ

4回 ー -ア 0 . ・ 2 イ争、ーー と= - -:. -:::::;.- ノミ

201 
¥ ト 同ι - . . . s: 問削時・勺 ρ - <7 ・¥ ¥

- ｾ一一

一...._- ....ー_.ノ 、

主>2. 9 10 11 12 5. 33. 1  2  3  4  5  6  7  8  q  10  11 12 S34.1  

A /1II 工 I轟 250 955 U回 280 168 421 588 610 184 280  316 344 'iO'1 2S5 235 ) 押 1制

8  

C  

左盟崖且且述且

S十

32 

。
.70  80 却 60 刊 4611 62'7 1. 207 2国 何

日 o . M +I t  7出 4回 目9 381  360 485 52 

0  o  210 12吻 2冊 目o 100 160 275 ＲＳｾ＠ 417 3叩 388 360 400 500 0  

2却 勾55 1.3句 S叩 44 $ 641 688 1.5師 953 ，.珂'3 21叫 Z 却 7 1. 6叫 i 時 6 qqs は 餌 236

務接加工中の写真 1

7 f ; 鋒加工中の写真 2

， 

.  

溶接加工中の写):( 3



dロ〉 ※ l 下記事項以外はすべて当腕の溶接工事標単仕線替による.

}詰 2 N A K A  G U A G E  ICより綬定寸法の脚長および限厚， ある

いは問先寸法を計測する。

"， 3  別紙，様式( 第 5 図 ・第 6 図) Iζ 示す柱，! J j / ; の検査衰を提出

させ当所で示す誤差の許容範囲にあるものを合格とする。

1百4 とくに肉l ! I l . で不明瞭なものに ついてはカラー ・チェッタ，ス

ーバー ・チェックなどにより検をする。

ポ5 とくに軍要な部分の溶接は ｘ 線透過写真を施工 量 の Ｒ Ｐ ｾ 匹以上

作成し ， 当祉の判定をうける。必要に応じテス トピ ース ICよ

り断面検査を行なう E とがある。

製鉄工場の建物の形態は工場の種類によっ てかなり異

なり ，例えば圧延工場のように桁行延長， 400m， スパ

γ 20- 30m，軒高20m程度の連線形式のものもあれば，

伝炉工場のように高さが40mを超え，機械取付のための

梁やデッキが入り組んでいる複雑なものなど，また部材

の室長や大きさについても単重20 t  ，長さ20mをi超える

ものもあり， さらに機械設備の法礎築造工事，動力，用

水などの配線配管工事とラップする関係もあって，鉄骨

の建方計繭には非常に苦心した。

第 4 関 右 ・熔接霊の併容償

買I 5 図 下左・ 熔後 Gi r der 検覧表

第 6図 下右: 然筏柱検査茨

L  

P  

ＱＺ ｾ＠ j辛ffi l' der 険 色 dk 施 工 品

訳 出 内 容 且 盈 ん

l {， I  I  問 li. 1 "" S色 |

I  I I  

担針量 量11:川E止制 l  I  

l I  

.  

‘  

J1キ IK

z  

j1_!.  ｾ＠ _  u_ J  ｾ＠ .1_  .1_]- ｾ＠ _u_ ｾ＠ -t: _u_  _u.  !_ :  ｟ ｾ二 ｲ 日 Ｚ

下作 :二 斗L_ -二よヰ でてゴ t ? ; J 注叶i，

一
一
一

L

e

司
王

主 t; nt a) (  1: deλ 

F容 銭 歪 の 許 容 依

4J Alf 

H・H，町許容イ卓+一三::-;: or!  2略。

- 1. 000 

S，.d' .  ｾＧ Ｎ＠ ｾ ， ＼ 工ＭＡＺＭＺ or! 2 % 

1. 000 

2)  iil H  

0[主主d

「- - - L一一一寸

ーー ーー ーペ下

ｾＮｳ＠ ! 2. 5% 

ｌ Ｎ ｄｂ の箭ｾ健土 ＲＧ 弘以 下

よl I e数値は，一般的な工場建築にお ける柱，梁の歪の許容t立を

示したものであるから ，特殊な構造物については上紀以外の数

似を指示する己とがある 。

h‘ ， ｾ＠

11. f> "  

l 問 IA I ｾぁ ｬ

l  
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建 絞 中 の 状 況

加工場から建方現場までの加工済鋼材の運搬について

は，工場敷地外の請負業者で加工したものは，すべてト

ラックにより. A. B. C各工場およひ' 戸畑製缶工場で加

工したものは，仮設線路により貨車輸送した。

建方用機械については，建 物 の 形iζ 応 じ てスパ ンが比

較的大きく ，桁行の長いものはスチブレッグ ・デ Y ック

を使用し( ただし建家内の機械基礎築造の関係、で線路布

設 のできない場合にはガイデリ ック を使用) . 部材の軽

小な比較的軽 快な建家では外側 より ， トラック ・クレー

γ により軸組部を主主上げ，ジジポ ーノレにより小屋組を架

ける方法をとった。 (第 7図参照)

t  

1. 8  

1.&∞|  

L400 

/.20。

I. ODO 

800 

600 

400 

2・・

5-l2.'守 10 "  IZ 5: 111 2  3 ・4 S  6  7  8  9  10 "  12  

0 0 0 0 0 7 1両 日 明 凶 特 守1q 3'16 s21 441 8珂1 . 647 494 470  

第 12 *  月別総方屯数( 主要工事のみ)

ｾ Ｗ 図 建 方 針 爾 の 一 例 〈熱 延 工 場)
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第 3 部

3.  1. 設 計 の 管 理

乙の工事IL必要な設計図の毘は千数百枚に達し，乙れ

らを要求された短い期間内に作成する乙とは社内の設計

担当者だけでは到底間に合わないので，製鉄工場の設計

に経験のあるいくつかの設計事務所に依頼する方針をと

った。設計データの遅延はどんな設計の場合でも起る問

題であるが，と くにとの工事の場合は機械設備の大半を

圏外のメ ーカーに頼っ ているため十分な連絡が保たれず

大いになやまされた。ま た各設計事務所により 設計の方

針やスタイノレが異なるのをできるだけ統一 し，かつ設計

の不備をできるだけ早く発見して，設計の円滑を期し工

期 lζ 遅れないようにするために，次のような設計仕様

を作り設計を管理する ζ とにした。

1.  標準仕機書の適用範囲

各工事どと の特配仕様書 IC配殺 しで ある事項

の他は ，すべてE の仕様笹による。ただしと

の般計 IC関係のない事項は適用 しない。

2. 飽 隠

当所において指示 した設計資料 IC疑義を生じ

た場合，もしくは構造上，仕上げ上問題点の

生 Uた場合は速か IC設計錬 と連絡をとり箇娘

しなければならない。

乱 調 査

前項 ICより当所において必要と認めた喝合は

所要事項の調査を命ずる ζ とがある。

4. 建築制限

設計は，建築基地法，建築士法，労働安全衛

生規則 ，都市計画法，消防法および地方条例

など関係諸法規lζ 適合する E と。

6. 略股計の承鹿

本設計策手前，建物の針画概要を示した平面

図，構造計画図，主要矩形図，姿図または透

視図を設計課 IC提出し承認を うけな ければな

らない。

6.  股計打合せ

本政計若手後，精進，仕上げともその主要部

分の具体的計画が完了した都度，設計課と協

議 し，その承認をうけなければならない。

7. 構造計算

構造針算は建築義単法によるほか，原則とし

て日本建築学会各種構造計算規準によると

と。

八 幡 製 鉄 所 建 築 設 計 標 準 仕 様 書

8. 鋼材の品質

115 1c規定した当社製品とし， 55- 41， 

5M- 41または We l -t en 50 とする。

9. セメントの品質

八幡高炉セメ ント または八幡二種高炉セメン

トを使用する。

10. 繊造計画

帖部架橋はできるかぎり溶接鍋嶋造とし ，育』

接構造の特徴を生かし，かっ溶接施工のしゃ

してはメタルフォ ームのサイズを十分考慮す

るE と。

14. 鉄都の仕上

原則と して当社が指定する合成樹脂塗料三回

並とする。ただし第一層は防鏑塗料とする 。

16. 展根および外壁材

鉄筋 コンクリ ー ト造以外原則として③亙鉛鍍

波鉄板を使用する 。なおその厚み，品質，形

状などは建物の種類により別 IC定め る当所内

すいデティ ールを考案し ，極力鋼材の節減を 親 ICよる。

はからねばならない。また補助部材の鋼材節 16. 属穏および外壁材の仕上

減 ICはとくに留意しなげればならない。現場 前墳に示した材料の仕上げは原則として外部

接手は安全に下向溶接のできる場所以外は鋲 のみ コールタ ール二回塗とする。ただし破風

銭とする乙と。 樋. 建具などは合成樹脂塗料三回並 とする 。

11. 地耐力 17. 特殊個所の仕上

とくに指示して，地質調査，地耐j J 測定をす 耐酸，耐熱および気密性な どのため特殊な仕

る場合を除き基礎は一応長期15t /m' ， 短期 上げを要する個所は所要数量を見積り ，設計

30t /m' の地耐カがあるものと想定して設計 課と協議の上， その材料および工法を決定

する E と。 する。

12. 経畳型舗の使用 18. 附宇野恕備

鋼製主主兵，間仕切などはもちろん，構造部材 電気，絵配水 ，空気関節などの附帯設備など

においても ，可能なかぎり中之島製鋼製軽量 の附帯設備はすべて当所において，8IJ 途設計す

型鋼を使用すると と。 るが，建築の設計 と関係のある部分について

13. コンクリート の仕上 は，当該設計課と十分打合せを行なっ て設計

仮枠工事はメタルフォ ームを使用し ，原則と する E と。

して打放し仕上げとする。ただし必要に応じ 19. 採 光

て外歯車防水JIIJ 吹付，内邸コンクリ ー トペイン とくに指示するほか，自然採光 ICより次の照

ト塗仕上げとする乙と がある。 なおi!l):針 IC際 度を確保するように天窓および側窓を釣合い
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よく配置する 乙と。
20. 換 気 実施設計図

作業面 : 80l x以上
建物の性質を十分検討の上，換気の程度およ 続造計算

作業通路 .ωIx以上
ぴ方法を決定する乙 と。 また当所が指示する 照度計算

ただし照度計算においては全天昼光照度を 建物については換気口より雨水，粉雪，L ぷ 工事仕様

5，0∞Ix と仮定 1.." 反射は無視するものとす きなどの侵入のないよ う，と くに僻意し なけ 材料明細

る。 なお天窓および同窓で開閉の必要のない ればな らな い。 見積り密

部分はすべて強化ポリエステル波板( 厚吉 Ii!. 21. 股計図書 ただし見積り 窃の書式は別途指示巡りの もの

根 1. 5% ，壁 : 1. 2務) を使用 する ζ と。 特記仕様 ICいう 設計図書とは次のものを指す とする。

3. 2. 設 計 規 準

本工事のよ うに多数の建物をそれぞれ異った設計者が

ffl 当する場合，その建物の仕上程度やスタイノレを統一す

るためには，ある種の基準を定める必要がある 。ζ の工

事においては従来の工場設計より 得たデーターと工事予

算に基づいて， 第13表・第14表・第15表のような設計基

準を作成した。

第 13 表 八 幡 製 鉄 所 姥 築 設 計 規 t f 1 ( その 1 )  

仕 上 規 Z単

| 建 具 li 日 去 五 | 捌 法 | 採 判 t柑 考床
| 内 製 |

外 皇1: E邑 根

原 料 場 土 問 な し な し な し な し 鉄 骨 な し な し な し

底外クレ

ー ン

設 入 場
{ コンクリ ー

鉄骨建，樋具， 水
屋壁根の及外側外ト又は鋼板

"  
⑤! l E 鉛鍛波鉄板 ⑤亜鉛鍍波鉄叡 木 製 越尽根 側 窓

製鋼工場
{ 通路の みコ

切， など

逃 塊 場 ンクリ ート

"  "  
"  "  "  "  

，砂 H  

他 は土問

鋳型l 処 理 場
勿

"  "  "  "  

ー，

"  "  

宅，

ｼ 均熱場 ｉ ｾ ｹ［Ｇｾ＠ -ｾ ｉ＠
。 H  H  

"  "  

I  :  Iね |

分塊工場

分 組 場 コン クリ ー ト H  H  

"  "  

H  

条 鋼 工 場 H  

"  

H  H  

"  "  

H  e  

"  

大及厚型板 工 鋼場
H  .  H  H  

"  

d捗 H  H  

"  

"  

I i 索鋼板工場
"  

鯵 H  H  修

"  

。

局強越部制度的換根気iζ 

"  

庄延工場

矯 正 場
"  "  

H  H  

"  

H  
H  勿

ｾ 断場 H  H  

"  
H  H  

"  

H  H  H  

HmP. ，E 及
"  

H  H  H  .  a  

"  

H  
， 

品 置 場

コンクリ ト

H費 洗 場 一部耐グ酸ラ イ
"  

耐再喜被君E 鉄 板 耐 殿 敏 寝 鉄 板
H  砂 な し ファン

。

ニン

スチー J レ

屋壁根の及外側外

ベンチレ
入雨水に意のと侵くI

冷 延 工 場

鉄グ紛( マラスイタニーン・

e  ｾ ＡｷＮ 鉛鍛波鉄板 ③ 亙 鉛 鍛 波 鉄 板 "  
H  

サッシ - !J -

IC注

ス トリッ

梢 条 場 プレー ト) H  H  '切

a噌 H  H  H  N  .  

プ 工 場 "  
量産金 工 場 コンクリ ー ト

"  

a切

"  
H  H  H  ファン N  。 I

検 定 繍 包 場

"  "  

H  N  

"  

N  

"  

ベ ンチレ

"  "  - !J -

成 品 置 場

"  

H  

'  "  

ポ リエス

テル波 板

。 H  

"  "  "  

モ ー タ 一 室 磁器タ イル貼

"  

コン クリ ー ト又はショ コンク板リー ト又は耐 酸 ス チ - }レ

'  
な し 空気調節 側 窓

"  ッ トタリ ート 被寝鉄 サ ッシ

電 気 室

"  

H  

"  

H  
aゅ H  H  7 ァン

"  "  

動伽J' 力禦 及室
コンクリ ー ト

騒材時音は吸あ音る

コ ン タ 羽 ー ト コ ン ク リ ー ト

運 転 室

( たる場だ合し屋は内波鉄IC建板て)
( ただし屋21E震で)

H  波鉄板内外

"  

H  H  

モルタ ノレ塗

る 場 合 は 鉄

計 器1 室
"  

な し
H  H  

"  

H  

"  
?e!: 

H  

H  )  H  

機 械 工 窃 コンクリ ー ト H  ⑤ 亜 鉛 鍍 波 鉄 叡 ⑤ 亜 鉛 鍍 波 鉄 板 木 製 鉄骨ｾ樋具 ， 水ど 屋壁根の及外側外
H  

天 窓

切， な 側 窓

鍛 冶 エ 場 土 J¥!l H  H  H  H  

"  "  
魁屋根 側 窓

工作工場 持 物 工 場
H  

"  

H  H  H  

"  "  

H  

"  

製 缶 工 場

土 問 一 部
H  H  

'  

.  
"  "  

窓

天 窓

コン ク リート 側 窓

木 型 工 場

土一 部 板 張問
"  

H  H  

"  

。 H  H  
側 窓
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第 14 是正 八 幡 製 鉄 所 建 築 設 針 規 単 ( その 2 )

建物 1:1 格

仕 上 望t 割匹

床 l 天 井 | 内 壁 l 外 壁 l 屋 根 l 建

事 務 所 l ライトゲージ 2 リノリウム 木毛セメント叡 木毛セメント板 または③波鉄緩 または@ 波鉄板 軽震 十J シ 製 図 者 80 :  1  1  11E 吋 | … γ ドまたは| 石綿スレ ート lM ス レー ト | … lM 195mg/

2 木 造 モ ル タ ル 塗 ベ ニ ヤ 打 上 ベ ニ ヤ 張 下 見 板 張 ③ 滋 鉄 板 木 製司作I 業. 技貰 41.55'  

休 刊 | ラ; トゲJ l
"  | … γ ドまγ 品スγ木毛セメン ト板 木毛 セメント紙 たは ｾ 波鉄娠は ｾ 鉄叡瓦梅野軽量サッシ 事務所 IC同じ

"  
ベ ニ ヤ 打 上 ベ ニ ヤ 張 下 見 板 張 ③ 波 鉄 板 木 製

浴

場 l ライトゲージ 人 研平ド仮またはス レート : キモルタルヘーンたは ③ 波 鉄 は ｾ 鉄 葺軽量サツゾー 浴槽 0.08m"/ 入|| |  |フ レ キ シ ブ ル 下 人 研 「 綿 ス レ ー ト ザ 叩 F 14 之 島 l

2 木 造 言 語ZZ遣 な し な し 下 見 板 張 ③ 波 鉄 板 木 製 洗 場 0. 24 砂

油 Mill- |モ ル タ ル 塗 i

.  
|コンクリ ート 十 一| … 板 1

7

ン グ ド ア|

2  煉 瓦 造
e  .  素 地 紫 地

。

倉

|与 す |

腕倉 ｾｾ ｉ ｾ＠ Iラ イ ト ゲ ザ| コンクリート |  
q  

し | … 板 |

.  

2 木 造 土 問 "  "  
下 見 板 張

"  

帥 倉 庫fl u -T|コンクリート

"  "  |  打 |コンクリ ート スi l中 之 島 |コン クリ ート 放 石プモルス タル 防 軽量サッシ

2ライトゲーグ 砂

"  
"  

③ 滋 鉄 板 はg鉄LE官 。

JiI1 

中 Ill- 1 コンクリート |  
ｾ＠

"  

|… 板 | … l倉 Wl 2 木 造 土 問
"  "  

第 15 表 建築工 事 に使 附 する亜 鉛鍍 波鉄板の厚さに関する匁ｾ

1) 屋 根 用 2) 側 壁 用

書 数 使 用 場 所 番 数 使 用 場 Ni 

製 銑 工 場 製銑工場( 鈎床および操業床上家，鋳銑注

20#  
製 鋼 工 場

入喝〉

0.5オンス/ 平方フィート〉

鋳造工場の炉の周辺

鋳造工場の炉の周辺

製 鋼 工 場

コー クスエ渇，筒分場，コータワ ーク附近

2  1  #  
製銑工場t鈍銑注入喝) ，鋳造工渇

24# 
分境工場( 均熱炉附近，インゴ ット引込線

側壁)

( 1.5オンス/ 平方フィート〉

分塊工場( 均熱場，圧延喝)
( 1. 0オンス/ 平方 7 ィート) コークス工場{ コー ク ・ワーク附近，筒工

場)

分塊工場( 郵断場，鋼片 ヤー ド) 熱延工場〈加熱炉附近，庄延場，薄板精整 l

熱延工場(ス ラプヤ ー ド，コイル置場〉

場〉

冷延工場( 圧延場，スラプヤー ド，コイ ル

冷延工場( 速統般洗場，圧延場，明断場)

2  3 韓

置場〉 厚紙工場( パッチ炉附近)

厚板エ場( パッチ炉附近，庄延場，連続炉

(1. 5オンス/ 平方フィ ー ト〉 附近，ロ ールショップ，ス ラプヤ
熱延工場【スラプヤートココイルヤード)

ード， ｾ断整 ｬｩｈ 島 〕 冷延工場( スラプヤード，コイ ルヤ ー ド)

軌条工場Ｈ鋼片ヤ ード， 圧延場 ，ｾ 断精整場〕

大，中，小型工喝( 鋼片ヤ ー ド，圧延場，

厚板工場〈スラプヤード， 圧延場，連続炉

26# 
附近 ，ｾ 断精整場，ロ ー ルショ γ

ｾ断精整掲〉
プ)

【1. 0オンス/ 平方フィ ート〉

製鋼工場( 鋳型および鍋修理湯)
軌条工場( 鋼片ヤ ード， 圧延場，刻断精整

濡注意成品倉庫

場)

大，中，小l I'1工場( 鋼片ヤード，圧延場，

工 作 工 場

明断精笠喝〉

24# 
一 般倉) j fl

0.0オンス/ 平方フィ ー ト〉

ポ ン プ 蜜

28# 
| 一 一 般 側 一

( 根噌目付畳〕 仮倉庫，その他雑建物

28# 

(標単目付量) その他 雑 建 物
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3 . 3 . 鉄 骨 情 造 の 設 計 方 針

製鉄工場の建物は作業空間の雨露や日射を防ぐばかり

でなく ，クレ- ;/やその他，種々の機械設備などの巨大

な荷重を支え るための構造物である 。 しかも最近の機械

設備はその性能の高能率化とともにますます大型化し，

クレーンの走行速度や頻度もどんどん大きく な りつつあ

る。従って製鉄工場の設計に際しては構造設計の良否が

緩めて重要な問題となる 。とくに今回の工事は建築工事

費のみで80億円に達する 大規模な工事であり ，しかも鉄

骨工事がその大部分を占める場合には，す ぐれた構造計

繭により鋼材の使用量を 減 らすととが大きな目標とな

る。次に構造計画の うち，特殊な部分のみについてその

概要 を述べる乙と κ する 。

3.  3.  1  W el・t en 50 の 許 容 応 力 度

本工事においては S S - 41の外IC当社の溶接用高張力

鋼 W el . t en 50 をクレ - ; /ガーダーおよび柱材の一部

lζ 使用する方針をとった。 S S ー引 については基準法に

より許容応力度がきめられているが，高張力鋼に対して

は未定であったため，当所の技術研究所で行なった強度

試験，衝理主試験，各種溶接試験および日本建築学会の S M

- 50鋼材に対する許容応力度案などを参考にして第16表

の似を採用した 。

第 16 '!/l. Wel.t en 切の許容応力皮 ( t/c m
2

)

|  長 期 IC 対 す る 値 |  

|  短期に対す る値

引 張 |圧 縮 | 曲 げ 1 9 Y 断 |

W el .t印 刷 2. 1 I  2. 1  I  2. 1  I  1. 1 I 長期 IC対する儲
l I  o .  <  I  o.  <  I  <.  <  I の1. 5倍

( ただし繰返し荷量をうける部材附しては殺計応力を許容

応力度の85%程度におさえる乙とにした。

なお W el . t e n 50 の各種機械的性質は 第17表 のどと

くである 。

第 17 攻 W el. ten 50 の 各 秘 性 質

1 ) 機 械 的 性 質

|; 抑制肌22122A必;I5-tU232

2; lぬ|… |お以上 |川 叫 叫 20，竺

W el . ten 

50 

3  ) シャルピ 一位 (V not ch char py)  

|板厚 lfK4P詠|kAW部同副知

弓l|;:: |:: :: |::: |:: |;:;|;:; |:;;
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3.  3.  2 ク レ ー ン 荷 重

製鉄所で使用するクレー γ は原料や製品の運搬用，圧

延ロ ーノレの組換え用 ，機械やモ ータの据付や修理に使用

するものなど，その容: f i l ，タ イプ，用途は板めて多様で

ある 。 また建物の長さも数百メートノレに及ぶものが珍ら

しくなく 1練で数台のク ν - ;/ をもつものが多い。従

って設計 lζ 当ってはクレ - ; / 荷重の組合せをどのように

考えるべきかが大きな問題 とな る。原則として，原料や

製品運搬用およびロ ーノレ組換え用を操業ク ν ー γ とみな

して長期荷重とし，機械やモ ーターの据付および修理用

のように数年に 1 回程度より使用しないクレー ンは短期

荷重 とした。また l 株で 2 台以上の操業用クレージを持

つ場合は最大容量のものが満載，イ也は空として長期で扱

った。 ( 第18表参照)

第 18 表 ク レ ー ン リスト

工 場 ヤ ー ド ク レ ー ン

製 銑 工場| 操業床および鋳床

l…x 2 台 15

T

/5

T

転 炉 エ場 第 l 造塊ヤード loo
T  
/30

T
， 30

T  

m 2造境ヤード 40
T
/I0

T
， 40T  

S. C 

均熱ヤード 40
T
/ 25

T  

分塊ヤード 100
T
/30

T  

分 泌 工 場 そーター ヤード 1∞
T/30T  

鋼片ヤード 25T
x  2台

スケールヤード 5O
T
/ I0

T  

スラプヤード 40
T  

モーターヤード ωT  

熱 延 工 場 圧延ヤード 75" 

スケールヤード 7
T  

精墜ヤード 25
T  

冷 延 エ 場 第 2 棟 鈎T/30T，15T  

第 3 棟 30T， 15
T  

| コイ

ヤード

I  !即T  5T  

連続焼鈍工場 焼鈍炉ヤード

スキン J マスヤ ード

酸庄機室 7.5
T  

手 ｟， ｾｉ 発 電機およ び プロ竺宇 ｪ 即 ｸ Ｒ 台

3 . 3 . 3 主 架 構 間 隔

作業空間の使用の便利さからいえば，邪魔になる柱は

全然ないか少ない方が皇室ましいわけであるが，架構の経

済性からみれば，架機関隔は過大でも過小でも不利であ

ろう 。

本設計においては，柱および小屋組， クレーンガ ーダ

ー，母屋および胴縁など，全体として経済的な断面を得

るよう種々検討の結果，原則として 1 0 m間隔を採用する

乙とにした。( ただし機械の据付や作業上応要な場合には

1 0 mをモジュロ ーノレ として2 0 m，30 m， ・・ ・などとした。)

すなわち，本工事のクレーシガ ーダーは W el . t en50 材

を使用した溶接によるプレー トガーダーを採用 したため

.  

市

， 

-.  
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柱間隔を大にしてガーダーを長く すると ，応力が許容値

lζ 達する前 iζ 援みが制限を超える場合が多く，経済的な

設計ができなくなる 。

次に小屋組の間隔から検討すると ，一般に製鉄工場の

張聞は25- 30 m程度のものが多く ，小屋組はエ レク ν 2

)/ !C際しかなりの剛性を要求され，合主主および陸梁材と

して 2Ls- 100X 100X  10または 2L s- 90x 90X 10 程度

の型鋼を使用するとすれば10mがほぼ応力にマッチした

間隔となる 。

また胴縁および母屋については，閥住およびナブピ ー

ムにより 5 mスパ γ とし仁一 100 X 50X 5X 10. OOOmを用

いて 5 mの 2 スパシ連梁とすれば，一般に胴縁および母

尾の間備は 0.8m 前後となり亜鉛鍍波鉄板の制付に極め

て都合がよい。

なお，溝型鋼の母屋，，問縁は 山型t械に比し極めて断面

悦能がすぐれており ，大規模な工事においては，ζ のよ

うな補助部材の節約が無視できない。 ( 第19表参照)

第 19 表 母屋 ， 胴 緑周溝型鍋と山ｾｾ鋼 の 断面性能 の 比較

[  - 1∞x 5Ox 5  

しー 130x 130x 9

しー 75x 75x 9

L - 75x 75x 6  

2.09  

1. 21  

1. 17  

駐〉仁一 l ∞ x 5Ox 5の Zv の小さいのはタイ ・パーによ勺て救うととが

できる。

今仮り IC，仁一 lω x 5Ox5のかわりにしー 130x 130x 9を使用すると す

れば，建築面積 1m" 当り IC必要な母屋および間総の長さは約 2.5mで

あるから ，10万平方メ ー トルでは実 Ic2，飢lOt以上の節約となる。

L  - 130x l30x  9  17. 9kg/m xお0，αlOm= 4，必0，以l Okg

仁一1∞ x50 x  5  9. 36kgj  cm x  250，∞Om= 2，340，瓜l Okg

2，140t 

梨構間隔10mを採用した補足的な理由 として，

①既設の工場の大部分が10m間隔であり ，改造11寺古材の

車王用ができるとと

②鋼材の板取りの際10mだとロスが少なくてすむ

などをあげるととができる 。

3 . 3 . 4 溶 接 の 採 用

1) 溶 接 の 採 用 理 由

需主接構造lζ すればリベット孔を控除 しなくてすみ，} I  

ゼヅトプレー しその他接手板などの節約により使用鋼

材の節減となる乙 とは明らかである 。乙れがもちろん，

熔接を採用した最大の理由であるが，当社の場合，建設

用鋼材のほとんどすべてを自家製品でまかない，かつ工

j切に制限があるため，設計が完了する前にその鋼材を手

配しておく必要がある。と ζ ろが自家使用鋼材の圧延は

一定の型IL対して，年間数回の ローノレデヤジスがあるだ

けで，事前に必要なすイ ズ別数訟を申出ておかなければ ・

希望のすイズが得られず，やむなく ，より大相のものを使

用するζ とになり ，従来の経験から みて もとれによる損

失は莫大なものである 。一方設計完了前!C必要なすイズ

別の数訟をかなり詳しく知る乙とは極めて困難であり ，

そのため比較的融通のきく鋼板の組立による溶接断面を

採用する方針をとるととになった。

2) 溶 接 採 用 の 範 囲

溶接構造採用の条件は，①鱗造の安全性がそ ζ なわれ

ないとと 。②経済的な利益がある乙と 。③工Jij jなどに彰

響しない乙と 。@十分安全な施工ができるとと 。などで

ある 。一言にしていえば溶接の長所を十分発揮でき ，か

っ溶接施工のしやすいと乙ろが溶接構造に適した範聞と

いう乙 とができょう 。

以上の理由に より原則と して，溶接は十分な溶接能力

をも っ工場で ν ョップクエノレ ドする 乙とを前提とし，現

場での組立はすべて鋲接によ る方針をと った。

また小屋組や桁方向の各種繋材など製鋼の組立によ っ

て作られる部材は，はじめから鋲接す.るととにした。

従ってお年接される部材は主として柱とク νγ ーガーダ

ーになるが，製鉄工場においては乙の柱とクレーγ ガー

ダーは架構の主体をなす ものであり ，鋼材の使用訟から

みても大きなクエイ トをもっ部分である 。またその形あ

るいは応力分布からみても最も溶接構造に過した部分で

あろう 。

3) 溶 接 の 経 済 性

溶接による経済性は接手部の添板や組立用の取付材な

どの節約による分も無視できないが，律i合せ溶接を用い

て板厚を変える ζ とによ って簡単に応力の変化 iζ 応じう

る乙とである 。 ζ とに本工事のように部材が長大な場

合，一つの部材における応力の変化抵はかなりいちじる

しく ，もしとれを最大応力K よって会断面を設言|ーするな

らば大きな不利となる 。

例として，転炉工場および分塊工場の構造を鋲接と

した場合を仮定し溶接の場合の実絞と比較すると第20表

のごとくである 。

首! 20 攻 溶接およ び鋲 援による ｩｪｦｾ 鋼材抵 の 比較

転 炉 工 場 ( 柱，ガーダーとも各 l 基当り〉

主 柱

クレ ー ン ガータ ー

操 業 床 住

分 塊 工 場

枝

クレーン ガーター

書1

次に溶接加工費の問題については，鋲接加工費との比

較において次のようにして大略その上限を確めてみた。
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転炉工場全溶接トラスガーダー CB:? イプ〉

転炉工場全溶接ガーダー ( Aタイプ) 詳細

転 炉工場造塊擁柱
転炉工場転炉楳柱

40 

P，， + S， 

Pw< ーヂ一一ι …・…- … - …・・ ・…. ( 1 )  

.L - a  

ことに P w' ・.... 溶接加工単価( 円/ 屯〉

P
R  … … 鋲接

ν  (  11 )  

S  …・・・鋼材単価 (  11 )  

a  … … 溶接による鋼材減少率

(1)式が熔綾加工費の経済限界である 。

PI V  ｾ＠ 1  S，"  

ー ｾ く一一一Ｋ :::'"ー・…...・ H ・-… ( 2)

P
R  

- 1- a  .  P
R  

今 S = 50，000円/ 屯，P
R

= 16，000円/ 屯，

a = 0. 15と仮定すれば

Pー 7，500
一云L く1，175 + 一 一 一一= 1，645となる が，一般に

P
R  

--， _. - 16，000 

1. 3  < ζ L <1. 5  f . 鍍であるから ，熔接採用に際して

ｾｒ＠

は， 1596程度の鋼材の節減が一応の目標となる 。

4) 溶 接 設 計 の 概 要

お年接設昔| の基本方針は

①施工が容易で十分信頼性のある溶接ができるよう な，

できるだけ単純なデティ ールとする。

②応力がスム ーズに伝達されるような デテ f ーノレとす

る。

③断面の変化は原則j としてカパープレー トを使用せず，

板厚を変えて衛合せ溶接する 。

④溶接誌がなるべく少な くてすむよう なデテ ィーノレを与a

案する 。

⑤できる だけ 議接線が交叉または接近 しないようなデテ

ィ- J レとする。

⑤溶接は原則と して連続溶接とし，溶接が過大にならぬ

ょう注意する。

①クレージガ ーダー は原則 として Wel-ten 50 を使用

し，板厚は最大32務までとす る。

③住は原則として S S - 41材を使用し板厚は最大50務ま

でとする 。

などである 。第 8図~第15図は本工事の溶接デテ ィーノレ

のうち主なるものを示す。

分塊エ8 柱

発電所内郎

， 

"  
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'  



2 0.  l豆呈全

宣皇金 一一 ｾ全竺

幡、

民l

• 
転 炉 工 場 金 溶 接 ク レ ー ン ガ ー ダ 一 一 B タ イ プ ー ( W e l - t en 5 0 )

.  

第 8 図

41 



出

.  

4・

n

v

，、，‘

A

W

」

唱

-

n

v

A

v

a

v

ゐ

w
-

ｾｾζ ご一寸

，，_ . 1主ヱ主主主主主ー

一

z 玉』エ主主主主主

. J  

.  

ｾ且畠皇室 ー

井

仁

川

仁

¥〆

コL

e判

トー

第 9 図

I=.L  

42 

棟 )炉1 牽長制言羊キ主媛〉容全場工炉事長



-
・.

-• 

-.  

第 1 0 図

11  

' = k . L司

ｾｪｪ＠ ，¥下割11 閉

「

A

詳 細 図

F  

， 

転 炉 工 場 全 溶 嬢 柱 詳 細 ( 原 料 装 入 棟 }

43  



金乏主主主

門
r T"1Ff - 一一寸

I I 1 1  [  
^  I  

L 〕V  

門

転 炉 工 場 ボ イ ラ ー 受 大 梁 お よ び 小 梁 詳 細 図 ( W e l ー l en 5  0 )  

44 

第 1 1 図

.  

... 

-.. 

d・



ヨヨ信一一一

ム己i
寸 十 一 一¥ IT

¥ 

争

.  

.. 

A- A 断 面

4  3  2  
。

( W el- t e n  5 0  )  図細言羊キ主士易工延
、'"、
J τ 3  

第 1 2 図

¥
J

h一

ｾ＠

T

I

l

l
斗

ウ工り? 陀ー 16ウ工・リ〉尼ー I (う

J

上

.  
4・

日 且|
1750 → 1ワ5 0 一 一1. 7 5 0  

20. 0∞/ 子 I dも∞

1l?- 22 

1750  3.'2a， 

- ( Wel - t en  5 0 )  

45  

ダガ「ンレク接溶全場工熱 延

第 1 3 図



4. 086  ，2 

斗

ー

は

的

， fP- 12 

l lP-9 L  I  J  

ｾＴ｣ 氾 ｊ

持 訓 ーーー

l

J斗
12 12  

発 電 戸万 量生 骨 言羊 細

第 1 4 図

46 

一一_ 6. 5Q♀ 一 一 一 一 一 一一 一

-..1 

Lよ

れ』

噌

a- 19 

'" ｾＮ 主 ι 一一
E担

五 ｾＭｉ ヲ

白ノ Il! 吋 9

11I?. .2L I  J  

l生息j

I.CXXJ  

J

V

札

」

d、

.  

ヨ

I 盟仁F11j!

，. kl I  ¥11  出 回 盛 田 口

16 1一一斗α::o_ j [ l 6

ぷ

l

l

M

 

詑

(  W e卜 ten 5 0 1  

8
的

⑥

私

的

E

U

O
工

志

向

内

l

H

W

N

O



-
・略

.  
・4

操 業 床 柱

とx: xコ

、. 0 0 0

柱 頭 詳 細 図

第15図 転炉工場操業床柱および梁のコネクション詳細図
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3. 4. 換 気 方 針

製鉄工場は作業場内に各種の火炉をはじめ，溶けた欽

や灼熱した鋼塊などの高熱語li 'i を有し，作業環境温度がと

くに高くなりやすく ，さらにまた火炉から発生する煙，

粉麗，ガスを伴 うので，ζ れらを排除するための換気が重

要な問題となる 。製鉄工場の場合，作業空間が大きくか

っ発生熱量がｾ大であるので ， 機械換気を行なうとすれ

ばそ の設備費 は巨額に達し ， かつ室内外の気温差が ＱＰ Ｐ ｾ

20

0

C もあり自然換気にとって極めて有利であるので，

原則lとして第16図のどときモニタ ーによる方法を採用し

た。ただし冷延工場などでは製品に少泣の「しぶき」が

ｾ＠ ｾ＠ かかっても発鈎の原因とな

i 7- シ戸、ミ、1 ったり鍍金の附着を悪くし

y i 氏 久 山 … 的 す る の

で，風雨11寺や吹雪の l刷 ζ 雨

第16図 モユター断面図 J j( などの侵入しないような

タイプのベジナレーターを用いる ζ とにした。

製鉄工場の場合，排気口から流出する 気流の速さは，

風速，熱源、の位置，吸入口の高さ ，排気口の位置および

形などにより異なるが，通常 1. 0 - 1. 8 m/sec で排気口

面積 1m
2

当り 3，600- 6， 500m 8/hr となる 。従っ て換気

回数を20- 30回/1侍とするためには，室体積 200m
3

当り

1  m
2

の換気面積があればよい乙とになるが， 普通工場

の平均高さは17- 18mであるから ，工場床面積の 8 - 10 

%の換気面積を原f ¥IJ とした 。

ちなみに，分塊工場の均熱および分塊ヤ ー ドの床面積

は約8，000m
2

であり換気面積は600 m
2
であるので，換気

面積/ 床面積は7. 5%である 。また 1 時間当りの換気量は

600m
2  

x 3， 600- 6， 500m8/ m 2 • hr =  2，160，000- 3，900， 

000m
8

/ hr となり ，乙れを300m
8
/ mi nの排気ブ 7 ; / で行

なうとすれば，ＱＲＰｾＲＲＰ 台必要となり ， 乙の例によって

も自然換気の有効性と換気設備の莫大なととを知るとと

ができょう 。

3.  5. 採 光 方 針

製鉄作業は一般にはそれほど精密な作業ではなく ，乙

とに最近では機械の操作はかなりな程度ま でオ ー トメー

ν ョン化され，運転室で行われるので， 設備の据付けら

れている 一般の 作業空間は余り高い照度を必要としな

し〉。

限度の規準は原則として，計算他で作業商 ・. 80Ix，通

路その他・・・601x，を探ること にした。計算におけ る様準

金天 )1日肢は 5，0001x と仮定し，室内の反射を無視し，透

過率は脱壊による低下が甚だしいので60% を採用した。

採光形式については，側窓よりの採光では工場の作業面

積が広大でありかつ機械設備にさえぎられて光線が巾心

部まで到迷しないので，天窓による採光を主にして計醒II

した。また機械その他の陰になる部分や局部的な採光は

すべて人工! 照明に重点をおくととにした。

製鉄工場は一般 I( 煙やほ乙りが多く ζ れ等が保光面 I(

附着して極度I ( j采光効率を悪 くする 。また汚損や腐触が

甚だしく複雑な機構の建具やオペレーターはすぐ故障を

起してしまうので，本工事においては開閉の必要のない

窓はすべて半透明のポリエステノレ波板張として，なるべ

くフラッ ν ュな採光面を得る と同時に拡散によ って作業

面の照度分イ官が均一化するようにした。

第4 部
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主n設中 (33年 11月} 。右の家屋が鋳床場，中央が1500屯高炉をもっ操業床。

できた銑鉄を とり出すと乙ろ

1500屯高炉( 干I T i Jは陸上機室〉

50 

製 銑 工 場

2 階 床 尚 軒 高 I J ) 猿面制

m m 口1 I ロ1。

鈎Ｑｉ ， Ｎ ｪ 聾 ｾｗ 4 . 6 - 8. 1  18.0 1，285 

地 上 健 室 6.0 ｉ ｾ ｉ つ日三 Ａ と 0. 247 

6. 0 

¥G 主 [ 玄 3陥 11. 1  14. 8 100 74. 1  0. 222 

15 0 0 屯 高 炉 附 贋 家 の 位 計 に つ い て 株式会社 大阪建築事務所

仙台:附kJl :，j(は l唱'1，11' ，鈎11" j世上機主およびm気重よりなる 。

f' ILi ';1仏 鈴11、には溶銑，務悼を流す倒が定り ，その勾配の可否か作業能

率 ｉｃ 大きくＧ［ｬｩ符する 。 従って ｉ ＮｊＮ［の各部の両さは与えられた悩勾配がＮＧｾｽＮ［ｊＮＡ ｉｃ

ｊｦＨれるよう λ 心してｾめた 。

九1<、は， fll 吋の (.;ji f ( を受けるので，その文持11! 主は相当X きなものとな

った 。

地 Ｑ ＺＱ 襲、 ｴ は ｟Ｚ ｾ， ｣ あり ， 抱上慢は六五 ｩ 止の上 ， 振動を極ｬｊｬＧ ｬ｣ ｬＱｬうので ，

その文 ｪＡｩｬ＼ 、の， ［ｾＮＺｴ ｬｃは ， ｬ｜ｩｾＨＯｪ，Ｑｉ＠ t ' ) : を行ない ，また栄の挑みも 1/5000以下 IC

mj とするなどJi i'とを JgJ した。

I 11J t l 勾配は ， 8 ，) ι J I i ! とし ，! 9i 壊の fll るのをi約ぎ，あわせて換% の J Hf

を凶 った。

その他Ji l 昨による仰、 1'/. の腐蝕を号え ，鋼材は肉N の以いものを JI I l 、た 。

:'.J '  

2 階 半 由 幽

-A  

.  



.  
炉、

、

.  
4  

姐! i U t 中のと E ろ

2. 転 炉 工 場

lほ:Jr i工場は溶鉱炉でつくられた銑鉄』ζ 少誌のスクラ ップと 地 ｩ ムｬｉ ｾｩ における水、 ｪｩＮＩｊ の処旦 ＱＱ が大きな問題となる 。 また転炉

その他の刷l以来| をかlえて釧( はがね) Ir.キ1' 1鎖する ， いわゆる Ｋｾｩ 上部突 ｈ｟｜ 部日正 ｬ￳ ｩ のうける ｬ Ａￚｬｉ ｜ も ｬ フレーム ｬι っき約 Ｕ Ｒ ｴ Ir. 

製鋼工場の・経である およぶ ζ の大きなＯｊ＼ ｾｬｩ ) J を処即する }j 法として伝炉棋をは

1'i :Ji
i
の

:Ji i体は「西洋なし」のような j膨をしており( 与以参 さむ ｊｾｩ 料袋入織と第 一 ｩｴｩ 塊似の協力をうる乙とにした 。 すな

!I({) ，乙れを傾けてまづ少祉のスクラ p プを人れ，次 に 出 銑 わち下以| のどとく原料装人線と iti 塊.fJl iの小屋組を附Hr . し，乙

かに貯えておいた熔銑を注ぎ込み， これに PJI; 溶斉IJ などの副島{ れらをまたいで 2 ヒソデのラ ーメンをのせ， このラ ーメン

料を ｊｊ ｲｊ えて上から純度の出 ｊ い酸ポを ｬ 次 ｲｾ け ｲ￭ 会銑Ｇ｜Ｇの炭素 ， の水、1'. 反 ) J; を剛な小屋組を通じて . ( 山の住に伝えるような先日

i恥貨などの不純物を燃焼させる乙とによ って粘録する 。 乙の 椛とした

不純物が燃える ζ とによ って車内鉱が1j われるため， 'l !J; lfi は汗 ｩｊｻ ｾλ カ Ｑ の受銑， tjj 銑およ
間'11，;..卜度r姐

.i!l1の、|ゆ iのように燃料を必' g : としない。 村鉱は約 20 分で終 び応力 1の袋入，nl 釧に際し

り， Ｊ， Ｇ ｉ Ｚｴ ｾｩ された釧はチ Ｚ ーヂする ＱＱ 与と ｬ 又 ｍｦｩｬｉｈ ｲＮ似けて出制さ tii 銑や的釧から発する I: .:J 熱

れる 。 からかt周辺の構造を保設す

似か工場の斗 ｌ 由は総銑 ， スクラップ ， 副 ｉｾｩ 料などの原料を るため| 狗然対策を施す必要

袋入する原料装入ヤ ー ド，.炉体のある転がヤ ー ド，鋼を鈴型

ｬζｾｦ 込んで銅塊を作る造塊ヤードＨ持込場および型抜場Ｉか

らなる がi(1( の上部には精鋭nl 寺f(.:i) i  1  1から 吹き だすものすご

い熱と粉胞を処恕するための巨大な胡熱ヰIJ 川ボイラ ー とあt磁

波 I1"': が(l i H えられている 。 ( 玉"' 1街区lおよび断 l削凶参! ! の

ζ の長ｾ物の構造をも た ｫ とするに叶 つ ての故大の問題点は ， 原

料装入車I i と第一造塊械にはさまれている市さ 4 4 m， IIJ l 3. 5 m 

の転炉械である。乙の部分は伝力: の操業』ζ 必姿な酸素 l次込川

転:!!-'IC硲 肱 を 入 れ る と ζ ろ

の長大なラ Y スパイプを

桁プIJ' ¥I: IJ に移動する必要が

あるため，桁行'40 mlζ わ

た って， 18. 5m ν ベノレか

ら39. 0mレベルまで繍つ

なぎのとれない l次抜の空

1mが必要となる 。 さらに

との部分の 18. 5 mレベル

K は重さ 1200t の排熱不11

HJ ボイラーが収陸揚と

体になって絞っており，

がある

原料世入 株

転カ i から発生する熱気お

転炉工A唱の然 fillJfhC

よび) 1 # . 挨の大部分は排熱ヰ1])11 ボイラ ーと収臨械によ って処} l ¥l

されるが，なおかなりの はがこれよりもれて他物内に充満す

るため， 乙れらを排除する 11的で，転:i } i. t * 上部全体がモ ニタ

ーの役 11をするように，転: J i .i縦突 :Mi l はー卜K 示すような断 1(11

とした。

転 炉 工 場 突 出 部 断 面
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|一 二Jln li二 軒両姥茶醐他 プ消
bi( 料数人ヤード n  140.0 m 25. 601 4，5 ωm"  I  123，50001"  

クレ ー ン

レ ベ J レ

ク レ ー ン 容 tt!:

20- 0m 1 ! 0日0TT/53T0T X 2  

5
T  

5  

4記 炉 ヤ ー ド 13.5 140.0  44. 0 810  1  35，6∞ 

!? 1加 - l' 25. 0 120. 0 21. 5  3，0と

;n  2逃塊ヤード 30. 0 120.0  ｾＳＮＵ＠ 3 ω o  

16.0  
31000T  T，30T  

16. 0 

40'，10"  

40
T
S. C 

69.∞o  

初，∞o

11. 970  318. 100 

鋼 材 使 用 iι 転が ヤード 1. 850t  2. 3t; m"  

0. 33t; 01"  そのf也由 ヤード 3. 720l  

原料核入ヤード

l' V! ;住 11.

第二 iE 混ヤ ード

転 炉 工 場 断 面 図

。 10 ヨコ
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場ｬｾ＠炉一
広

日建 設 計 工 務 株 式 会 社

ｬＧ 均 ｉｉｾ 炉Ｎｬ Ｉｊ￰ の ＮＱｮｬｬｲ ついては ， ;t;..ヘカ r J : J 崎町 Jt'I1ζ 7r:5} もられているため ζ E においては ， クレ

ーン ・ガーグーのJ，，! 終 ikii.' l: - I ラスド ・ガーグ一 一lζ ついて ffiF!tIC，iQ: if 十日十前lを沌べたい 。

Ｇ，ｩ ｩ｜Ｂｕ 年 ｦ Ｏ ｉ ＺＺ ＮＱｾの拠鋼用特殊クレ ー ン ・ ガーグーＨスバン Ｒ Ｐｭ Ｉ は ， 側めて大な ＧＱ Ｇ 輸圧による部材比、

プJ の伝i主，附造形式の明快判 . 材料の続前性 ，1 ' 1 慌の軒町化， 挑みの|日l題， 製作工地と現I品との

迎僚の IHJ 題，材' i ' f ( 八幡烈鉄製品目張) J 鋼ウヱルテン 50) ， 梁1 ' i の許容限界， 等の制約のため，

とくに作業J ニ支障のない場所の外は ， トラス ド・ガーグーの哩l式を採用した。 当初は各例材のみ

を汗J慌し各ll':' l' ，は鋲姥合する楽を巧えたけれども ，iiir ，1eの脱出よりスパン 20mを全i ' #l l ' : ' する A 'I' I

を時えた 。 しかしれ終点におけるよｾ［ＩＩの流れ ， ノ Iノチ効果 ， ＱＧＱＧ ［ 唱 ｾｉＢ を巧胞の ｉ Ｍ ， ｂ ｉｎ を ｴＭｬＱｩｔｬした 。

乙のようなクレーンにおける 20 mスパン ， トラスド ・ ガーダ ー のＧＱＧ Ｑ［Ｎ ＱＺは鋲 ｴｙｾ ｩｬＡ￭においては ， 耳t 抗

政移 〈照明されているが，全高年十者情J15のJf. ，¥: は実験による 1内部応プl の検討を行なったものは発表さ

れてな ｴ 、 。 またかような均 ｦｴｬｃ 封。 Ｍ ｾ ｾ の ｾｈｉ ［ｊＡ験を行なっても ， 果たしてその結果と刃物 内 ｉ ｲｊｬｬｨＡ

される応) ) とのl明j i J ! 刊については 不明である 。 だからぷ，1l IL 当っては応力 IC対して余怖のある問f

l白lを探J f I した 。 従って今後かような全務持トラスド ・ガーダー，淀川資料として ， クレーン作業時

のガーダー 内部応ブJ の自111)む あるいは桜附性状など純々の実験結果を参考としたい布引である 。

己 のを ｊ ｴ ｬｌ 手 当って八幡 ＧＱ 欽主 ｾｊ 置 ｪ 弓の方々の適切な御指導とともに施工 ｉ ｃ 当られた大林組九 州 に

探Ｉｾのｾ，￪Ａ［を表しま昔 。 Ｈ行 ｩＧＺ 寸百日 ｉ 1昔、川県介 Jt:) 

転 炉 工 場 設 計 者 の こ と ば

-
・、

.  
、

組

八紛糾鉄株式会判においては ， その第二次合Yi ! 化計[ 山! としてド却i地区 Icl ri l判が11t 界 1<:: 湾る l花新

鋭の;; t 例をもっ- j i J ! の生産工場の} J ! 設を強力 Irlfl:jf主されつつある 。

第二世; 合yf ! 化計聞として主II 設されるものは転炉エt l } その他で， 工事の足縦はおそらく Ｇｩｩｈ 長 ｬ ｪｾ 大

のものと辺、われる。 乙の娃，jを工事 iζ 詑i り吋 .1 は32年 6 月， 同 J t阿 'j l fu大の上司棋をもっ軒、' ) f oI . J品の

祈設 J '，'JTを受 jl した。

乙の転炉工坊は ， 辿J t 'll ，970m2  ( ) ，I . ; 礎ペデスタル杭打) ， 主体鉄骨造， 足 ./f! および皇警は波型

鉄板 i L *l tS23. 5m- 25，6m ( 帳、炉部JiH'544m) という スケ ールのもので， 鉄骨総1J i : -r.1:は6，0∞t

を趨え ，住，梁，クレ ーン ・ ガーダーなと♂主要緋3古部は溶接加工で ある。鉄骨の加工は校および

クレ ー ン ・ガ ダ は製鉄のril 符で行い ， その他はすべて川岸工業K Kで製作さ せた。 た だ阪 も

柿庶を要求 される転炉郊は ， とくに加工設備および経験， 技術とも優秀な大阪の 春 本鉄工所に お

いて製作 させた。

1本の柱が約 40t もあり ， その製品の蛤送 1<:: も相当閣燃が刊 った。 また鉄骨主主方Ir 際 して も，

200尺特殊ガイデリックを使用[ . . ， Ｉｾ職も粍験の多い職疫を訟 衡 し て 施 工 ｉｲ 万全 を期し た 。

工事施工上， 最 も苦心 した鉄骨組方 も3:1年12刀一見:無市Ir 完了 した。原線および' l 1 : の波型鉄板

1:1' . 塗装工事などの仕上エ'jJ も順調 IC進妙[ . . ，峻工期限まで に光成できた。

( 大林組戸畑工事々 務所 総 主 任 ;)1 上俊郎，，.且築主任 。南J ' 又' A，鉄 骨 係 正E尽浩二〕

林大株 式 会 社し て転 炉 工 場 を 施 工

ー

←→ーー・

酸素ホlレター 44dザ 1草

0  0  6) ftij i  

.  

「 一 ーーＫ 一 副 長 料↑ Ｑ り ｊｾ Ｍ ーＫ
一ーーーー

包.，・iU 8-

号IQ 也 被

第 二 這ｊｴｾ東
(増 腎予l i : )

転 炉 工 場 平 面 図
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断 面 図

張 問 桁 行 軒 高 主II 築 面 椴

均 熱 ヤ ー ド 48.3m 22. 0 m 2，898 

分 塊 ヤ ー ド 30. 3  175.0  22.0 5，303  

モーター ・ヤード 25.0  卯 .0 16. 2  2，520  

鋼 Ji ヤード 30.0 125. 0 16. 0 3，750  

スケール ・ヤード 20.0  40. 0 800 

計 15，271 

鋼 付{ 叱 m百t 均熱，分填，モーター ・ヤード

鋼片ヤード

，11 

建築件 w

57，787m"  

128，055 

43，746  

44，700 

6，400 

280，688 

2，475. 864t  

427.  764t  

2，日03. 628t  

L  rp ，___!(M 

クレーン クレーン

- レベル • 容 -IJ t  

15. 0m 401' /251' 

15.0 1∞ 1' /30'・

10. 0 1001' /301' 

10. 0 251' x 2  

8.0 501' / 101' 

0. 214t/ m"  

0. 1l 4t m"  

0. 190t / m"  

分岐工場は製鋼工場〔戸知lの場合は転由 1工場) でf卜られた釧l鬼を鍛錬加工して銅J'r

をfr る工場で ある。す なわち ， ＱｩＧ ぇ鋼や ｌ｜ｾ￭ 岡はブノレ ー ムや ピ レツ ト から ， Jヲ1hi はスラブ

から ，irJJ. 鋼板は ν ー トパ ーから J1 延さ れ るわけで ， ｾ Ｎ ｾｾｲＧｩｲ の ｊｔ 延 ｬ 乙際してはそれぞれの

川延作業に 過 したj影と大きさをも った鋼n- が必攻ーであり ， 乙の鋼J ' i を作る工場が分J見

工場である 。製鋼工場か らJ i Eばれた鋼塊はまづ凡j 熱J ; f ifζ 入れられてJE延 lζ 適した i品!:lt

(約1250
0

c) に，f岡塊の内外が均等 な前[度になるように然せられる 。J勾熱さ れた鋼j:>(I，

はク ν - ;/ により圧延台車にのせ られて圧延機 l乙迎ばれ，適当なlヲさになるまで鍛錬

圧延さ れ る 。 ｊ ｛ 延 さ れた 鋼械は ラ インを ￬ｾＨ れ て Ａ￟ ｊ 断 機 ｬζ 到り ， と乙で適当な大きさに

ｾＧｊ 附 さ れ， トラ ジスフ T ーカーによ ってク ー リシグベ ッ トに運ばれて冷却し，鋼j十ヤ

ー ド ｉｃＮ整 理さ れ て ， 乙こから次の工科である科医延工場に虫ｾさ れ る 。

分 Ｑ ＾ＨＱ，工場の平面 ｩ は ， 鋼泌を 均 熱 す る た めの ｪ 当然 Ｔ ヤ ー ド ， ｉｔ 延および ＡＩｬ ｊ 断作才 、をｾ ｪＭう

分泌ヤー ド，J [ 延勇断により生ずるスケ ーノレを処3111するためのスケ ーノレヤ ー ド，動 ) J

11jl であるモ ーターを収存す るモ ーター ・ヤー ドおよびク - 9 ングベットと釧! ' i ヤ ー ド

からなる( 平面関参照〕 。

建物の規模は第一期 工 事 で は Ｑ ， ＵＰＰ ｔ Ｏ ､ ｡ｹ 高炉 Ｍ ［ｊ ， ｾとパランスする設備として ｅｅｴ 没

され，高炉のi首設に伴 って増築されるように計i J l i iされている 。

j勾熱炉および均熱した鋼塊から発す る熱気は，換気方針の:rnで述べた ζ とく泣屋似

によ って換気されるが， と くに熱塊の近くで行う必要のある分塊，現断などの，'IT '1伝作

業はす ーモペ ー シ張りの エヤゴ ンされた運転室内で行なうよう計阿されている 。
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ノ¥

ノJ 塊寸: 場

戸畑分境工場股針について
分 場 工 場 を 路 工 し て 岡 崎 工 業 株 式 会 社

、

将 ｾｬ 士会 ｾｉ 大 阪建築事務所
ド却l分地 i叫ゅのy . J 斜角 1 および険' " ' "般の! 昔 1 に叶っては ， ｎｉｉｉ な ＱｾＱ ， Ｎ枠 陀 ｾｪ 日ゃｾ 1'1 

分塊工喝は大 ｾｦｴｴ クレ ー ン ｉｃ よる生ｩＧＷｯＧ ｦ ｮＧ ｩ が

需要な開; 分を 山める。従ってH! 家のI f ¥f虫、「り鋼

材所要iot t > 別鋼工場 iζ 次いで大きい。

設計は ，主住およびクレーンガーダーを鋼仮

による全治 ｲｴｩｾｬｩ 治とした。とくに住については

悲来の鋲打構造による観念、を離れて部俊 ｴ ，ｾ［監 ｉｃ

辰も適した下法を採る乙と IC苦心し ，工作の容

易さ ，村料の節約を考え細部を定めた。

話 ｾｾ情 ｩ 告では溶 ｲｴｩｦｴｴｬｃ より工費が 随分左 ［Ｈ， さ

れる。従って椛接況の ｩ 関正節約 ｉｃ 充分間Ｎｾせね

ばならない。その一方法として使用した鋼叡は

製鉄所のど了解を1(} て般大50粍まで各寸法のも

程 ｴι ｾ ｉＮ｛ る Ｓ ， Ｘ ＰＰｭ Ｂ のコンクリ ート ＱＺ Ｇ Ｑ＼ が定められた工程 ｩζ 従 って 強行され， 災耐 IC

現われた ｉｦ ，だけでは般繋できぬ地 ｬＺｴｫｦｦｬ と ， 工 ιＱ［ に対する熱 ｦＧ およひ努力が ｦｾ められ

ている。

ｈＡ犠 ｊＺ ｾ ｊ｜ は延 Ｑ Ｕ ， Ｓ ＰＰｭ 人 鉄｜ＧｊＧｊｩｔｲ峰山は約 Ｓ ，∞ ｏｴ で ， 休およびクレーンプ ｦ ーグーは全

滋接榊造である。

のとした。

鋼材所要l l l : は ，189kg/ m
O

となりその内鋼阪

は50勉強を占めている。

またt ! ; ，クレ ーンガーグー の溶mR古は 6!E 

問肉路健換算で98m/ t となった。

百年接はフランヂプレー トIC逆mをとり ， 手i'f! rti で仮付けした後ユニオンメルトで行

った。媛合部周辺の応力m由 や 盃iζ 対する配慮， 溶接部の知器しなどに多くの工数を

1l't.. ，理論への歩みよりと満足な検定合絡のため ， 相当の努力と研究を必ｾｾとした。

ｅ の鉄 ｦｩ 工喝のｈＡ方 ｉｃｦｾ しては ， 足元は ｇＮ ｌ Ｎ ー Ｗ ｭ 以上の炉 ， その 他 の ｊ ｲＮＡＮｾ礎が

不J;I! WJ lc H! ，ま全而 IC配置されている中を ， 三脚デレ γ キ 21，止をもって前後 jfU'[; するた

め ， 地足場軒ｬｉ ｃ 大きなバーセントの工 ￯ ｾ が貸された 。

またクレーンガーダーの通りおよび日低の悶盤 ， ￬ ｬＡｬ ｬ 検 ｉｃ 相 当の ｮ｡ 与を ｾｌ ， 続く現

場銭鋲および仕上は多少工程的 IC無理な作業を強行した。

マンモス工ぬの一面として ， c の調和のとれた新分塊工持がすでに完成 IC近い E と

は，拠鉄所| 悶係諸賢の絶大など照l功の日目と ， 八怖 j血疋の施工業 E として深く感; : l j いた

します。 Ｈ純ヨ担 ｬｾ 者央 ＱＱ ， ＱＧＱ 厳 ， nlJII 忠男)

fD 

分 割 車 工 犠 平 面 図

0 勾 ガ4
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2 ホ ァト ・句，2 刷l ロ - J レ

4. 熱 延
tジi

// J  

n"1t 切蛍 ICキーストンプレート使用

熱処 1. 場lま熱間十11・3判似を裂ii!i す るいわゆ( ; ) ホ v ト・ストリ，フ ・ミノレである この

コ ー 場で ｦ ｬ られる簿銅 ｪｫ は Ｇ Ｑ］Ｇ制 Ｎ 船舶の外 ｪｨｩ やｴｬ｜ｾ高村料などの ｪｪＧ ｩｊ￬ＺＺ製品として ､Ｑ 販され

る ものと ， ブ リキや， ｴｴ ｩ 鉛 ｾｈＭｻ のぷ村として次の じ れである冷延 Ｑ ・ 場ｋＮ Ｎｩ きりれるものと

に壬〉け らh るの

ｼ淡路の分 ｊ 見 工場か ら ｬｏｾＱ Ｒ ｴ のスラブが必ーられてきて Ｎ まづJJ Il熱由 l でI1 延に;過した

ｩ ｬｬｬｕ 交に ｊ ｾ ｊ 然される 。 ｊｊ ｮ 熱 ＩＺｲ ｩ は 「 三 ， Ａｩｊ 注 統 式 」で スラ フＧの 一 ｦ ［ｬＡＡ｜ Ｎ 加熱および均熱が述統

して1j われるよう K な っている

ｪ 勾ｾされ たスラ ブが コ イノレになるまで ， 外投 ￺ ｩｈ が Ｑ ライ［Ｏ｟ｉ二にならぶ 連続式圧延装

ｉ［ｾｉＺ とな っ ている 。 すなわ ち加熱されたスラブはスケ ー ノレ ・ ブレ ー カ ー で‘ 表商の ス ケ ー

ノレ を 除去 し ， 粗圧 延機で巾を Ｓ ｾＶ フ ィ ート まで決定し ， 厚 さは Ｓ ｾＲＰｭｭ まで圧延

される 。

仕上圧延機では 6 台のロ ーノレで、j亨さ を1. Ｒ ｾＹＮＶｭｭ までそれぞれの製品寸法ｋＮ仕 上

げら れて，最後の捲取機まで 2，300f t/ mi nのス ピー ドで流れながら冷却される 。捲取

られたコイ ノレは地下道のコ γ ベアによ ってホ ッ ト・ブ ィニ ッν ュ ・ミノレと冷延工場と

にそれぞれ廻される 。

ホ ッ ト・フ ィニ ッν γ グ ・ライ γ は倦取ら れたコイ ノレを定尺寸法Iζ 切断し表面を仕

上げる設備である 。

工場建物は作業の流れに応じて配穴 され，スラプを貯蔵するスラプヤ ー ド， JJn然炉

ＲＩ， ｾを存する加熱ヤ ー ド ， 1主延ライソが縦走する Fr:延ヤード， モーター を収奔するモ

ータ一ヤー ド，スケ ーノレを処理するスケ ーノレ ヤー ド，薄銅版の*"1 Mを釣断および出荷作

業を行う精液ヤ ー ドの 6 連械の鉄骨造である 。 ( 平而関および断而灰1参照)

ｊｊ 日熱ヤ ー ドを 除 くほかはクレー γ を 存し ， その能 力は ＷｾＷＵｴ である 。

1J日熱ヤ ー ド. 1モ延ヤ ー ドを徐くほかはガスや熱気があまり発生しないので越屋根は

探用せず，雨 しぶきの位入を:VJ ぎ，同部:内lζ フ ァγ による強 :Ijl l! 換気方式を深用した

とくにモ ータ一ヤー ドはエヤフ ィノレタ ーにより 除帰 したツ足以でモ ーターを摂冷する必

寝があ るため，外岐およびl者W. をエヤタイ トになるよウ ニLメょ した 。

! 日正ヤ ー ドは夏季にはライ γ 附近の ilii 皮が 40
0

C を加えるおそれがあり . I燐嫁する

モ ータ一 ヤ ー ド ｬζ 恋 Ｉｩｾ ｾｾｾＡｾを与えるので ， 乙の11¥Jの1:1] f  1:切峨はこじj則知紛の条糾を合わせ

ちえて中之島製鋼 K . K . の「キ ーストン ・プレート 」佼j 円する乙とにした。 乙の材料

は_ 1- ，-，一 一，_ Jfl の厚さ 1. 2m mの長尺鋼j N で，乙れを欽' f lの111"1縁K. r; i ; ! 張りし附i

熱材として11延ヤ ー ド側にアソダ ーν ー/レを l次付けぺイ γ ト十1: 1-.げとした n

川l ;l!!¥'.b i上部の犀板主主材は炉より発生する j i スのため腐食l ! が以だしく . 既設工場の デ

ーターによれば，克鉛鍍波鉄板では数千|二の) I ' 命しかないので l耐蝕↑ サのすぐれた犀根干ie

材を使用 する 必要があり ，和々 検討の結果. 耐創! . ll J i . t 然の双方! こすぐれている球部引

波鉄板( ヨドクオノレ波板〉を使用した今
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鋼 材 使 J l J 1¥'( 

.  

.  

I  'J Il  問 | 桁 行 | 軒 目 Ｑ ＱＮｬｬ築而梢ｼ建築体 Ｍ ｭ ｬ ｴ ℃ ι ｉ ｾ レ 一 長

ス ラ プ ヤ ー ド 30.0 m 160. 0m 13. 8m 4，800m
2  

加 熱 ヤ ー ド 20. 0  60.0  13. 8 1. 200 

20.0  320. 0 13. 8 6，400 

圧 延 ヤ ー ド 30. 3  380.0  20. 8  11，514  

スケ ー ル ・ヤード 25. 0  130. 0 3，250  

111 l I' ，ヤ ー ド 30.0  290. 0 13.5  8，700 

32，614  

全ヤード( 但しスケ ー ルヤ ー ドを除く 〉

スケ ー ルヤ ー ド

4，725t 0.16l t / m
2  

103t O.  032t / m 2  

計 4，828t 0. 147t / mロ

モニヲー

熱 延 工 場 断 面 図

昨 Ｇ Ｔｾ 慣 Ｈ精霊場Ｉ t! IVI 

何ら皇 ｾ ｉ ～ｉ＠

ｮ ＧｃＡ］司ｾロー一
介5棟 f 精 堕域 } 為

熱 延 工 場 平 面 図

〈五

77，000m"  9. 0m 40
T  

18，3ω 

98，000 9. 0 60
T  

265，ω o  15. 0  75
T  

27，230  10. 0 7
T  

137，∞o  9.0 25
T  

622，590  

。
50 100阿
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熱 延 工 場 を 股 針 し て 昧式会.J 東畑建築事務所

乙の工喝の設計で ，旦H 、起すことが 3 つある。

まづ，圧延) ，14世JJl: {'柑が，従来の設<<i II C比べ， 大規桜なこ

とである。スラプヤ ードをL 11た鋼塊が， 加熱が，スケール

プレ ーカー ，:t fl I : E延問，(1; 上圧延機を経て， ダウンコイラ

ーで捲取られるまでの延長 430. 0mの熱(1¥1圧娃.i . i l :Mi I， さら

ｉ ｃ ， ζ の製品コイルを冷延工場まで［ｭｾ罰する ， 長さ ＳＲ ＰＮＰ ｭ

のl也下コ ンベア ートンネル，その途中から分岐する ， ホッ

トフィニゾングライン設備等， 最深郎はスケールピ γ トの

- l l. Om，凶行取長は 330. 0mのランニングテープル. 乙

れら Ici(:!"属する原問問関係地下宝を加えて， 投{ 由民礎の設

計ICは. 1  ｾド右下を Ｇ ＱＧＨ した 。 地上に露ＯＱ Ｑ するのは ， そ のー

郊に過きない。

y" の思惑 i!l t 、は ，附誕生l! 物のI l i 維な乙とである 。

主3 ・iIj は ，l! 'e:.i: MI ' ; 血り進んだが， とれに下限として附

属する JJit 動機関係の機械市 ， 圧延 J' l : 仰の ?，. )lli 転引が，それ

ぞれの熊f患により事同名様で ， ndl c ' ! ¥，した JUI川は予忠外

てあった 。 しかし ，それだけに ， ＧＩ｜測な工 ｊｪｾ ， ｩ 世 ，ｪ ｬ のＧＺＧで ，

11、範 IIHの研究もでき ， また ，殺しむ健全らあ 勺た

今 4 つは ，i'i! j寄tYt : i告の!日j 凶である 。

，，1M J mとして ，溶拷がtl 、mされたので ，桜) ) ， 従米の

ｾ ，＠ fl の} { ; ; から脱しようと試みたか ， J ! i ; f i ! I ; 也で鍛えられた

先人形式，すなわち ， ガゼットプレ トが} ) 強〈拡勺た筏

合同1のたくましさ . 急列， Ｑ ｩＺｊＢ ｊ ちの耳 ｩｾ さか ， Y(I のqqζ 焼 (.j

いていて ， 構造，;lr，l.(内ICは' 止すそでも ，IIl! IVJ な前提々作冊iの

容に安心できるまでに ， かなりの !r を 1泣した 。 また ，l!' eIJ. 

のJ¥j 鋼断ffl iは， すべて ，W fi Y/泊を品本にした} { ; ; で ，i"i! j1H，Y/  

J也では新しい附rrl'i が号本 されねばならぬと思う 。

とにかく t ，)を，1十円 rc は，忘れれ} ぬ 1: 比J となろう ω

，H EI電側 山崎山よl市

I:JJ j(  怖， 村Jド側 '.， 'j' .I l  功 ，今凶 ｹｾ＠
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熱 延 工 場 を 施 工 し て 株 式 会 科 奥 村 組

本工事は強策而積約 39，∞O m"， 鋼材R

約5，∞Ot のもので，小屋組， 1"1性，つな吉

村なとは鋲接であったが， 柱およびクレ ー

，- 4回一・

ンガーダーは全溶接で， 械 の 占 め る 書rJ 合 1よf lは υIT

が大きく ， またガーダーには W el・t en50

材がmいられた。

105¥ 

… 山 長さ … 大別して l  
aおよび b の 2 禄苅があり ， い づれも I 型 @UULJ  

と仁型の断商を溶姥する必要があり ， 1 型

は7 ランヂ ・プレ ー トを逆狗前する ζ とlこ

。

より ， 他 は溶姥 ｾ ｉｩｬｪＧ を工夫する ｅ とにより

aを防止した。

仁 ＧＱＧ Ｑ の土居合はフランヂの端で ｩ Ｂｩｴ 持するため ｭ の ｊｾｊｉ が大きく ， 逆刊、そ 1・思側近

くまでとり務接し夜を防止した。

b tt の均合は{ F ，Ul 1) T. とその i mをrJj rj'l( とくに il むし ，ステフナーをi ' i :1在した伐，

tl 長さを f耐えた が，縦} J I i'Jの収納の T 恕かむづかしかった。

語手錠1ft' 工に はっきもののポ，収納 rc は純々のテス ト，，.-¥1' 1'を鰍必 l ，また 、ドに ，

別鉄所のど好 t1: により I ，J，[大 1'1' 教授 'f l.大間川教授の: J ( J血姉' 阜を i' ，j たりして . lfj 

偉い経験をした 。

プレ ートガーダー も賀リ{; ; と J;t )Ji;}{;;の 2 怖!Ji のうち ， 調"f. の分はフラン '1' とカパ

ープレートを涜Jをした後 1'1" 1こ剥li l . てたか ， フランヂの= ; fH) ゃなく 1也のゴ・ l'lir l

も比較的容易であった。

!1fU'O{; ; のf場合はスバンも大きく (J ，" 大20m) ， ガーグー1'1(1;1ζ キ 4 ンパーかつ

けてあり ， 上下フランヂのi ' i :1善良さか' A なるので， 町lrj' をIlI lirtえるとマイヅス ・

キ 4 ンパーになる懸念があった 。

W ef.t en  Ｕ Ｐ の場合は 予熱 するため ， 滞憾の附 ｉｻ を ｭＢｊｾ とおり Ｈ￬ ， ｬＢ ｽ ｈ ζ 脳 ｲＺ ｬ ，

残胃i比; 力および廷の防 JI:.lcWI むした 。

なお ，1M者施工 ICはユニ対ンメル 卜およひ平溶接を {)f 川した 。

処方については ，円l ) 1)l C緩急はあったが， 全 J 二料、J' .J臼25t / ll ，J止盛時57t / r  rの成

主ｾをし ， 却しＱＮＺ付猟 人 は ｬ 立大 Ｑ Ｕ Ｐｴ Ｏ ｬＧ で ， 30t 貸 'li.l 3台を習 し i記述て終了後45n で

竣功した 。 (工事抱当月 片 岡敏夫 ， 藤元一 て二 ， 思 Ｑ［ｾ［ ｊｪｪＢ Ｕ ， J!;' J i  :(，'.) 

.  

..  

， 
.  
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③ 

冷延工場の内部

.  

建設中( 昭和33年 9 月)

0 .， 50"  

冷 延 工 場 平 面 図

s. 冷 延 場

冷起工場は ，熱処工場で作られたホ 7 トコ イノレを酸洗，陀延，焼鈍，調 'L'["' 切断し

て製品と する 工場である 。熱延工場で町延された コイルは，コイノレ コンベヤ ーにより

第 1 i僚の コイノレ足場1 01] ばれる 。

乙の コイノレは約550

0

C であるので乙乙で li 然に冷却され 30t クレー ンにより連続酸

洗械に装入される 。酸洗された コイノレは ，!:!1 2棟の νパ ーν y グミノレで冷間圧延され

再び倦取られ ， ダクンエジダ ー にて［［ｦｾ 3  A涼l orr ばれ コイ ノレ焼鈍炉( i / ; / グノレスタ ック

) にて焼鈍される 。焼鈍された コイノレはrlJ ひ' 策 2 籾11ζ 灰されレバ ーν ングミノレで・調質

JT処される 。 乙のレパ- i / : / グミノレは ， 1 セ ッ トで冷間圧延，調質圧延を兼用できる

蚊新型である 。[F. 延: i i l i &は 5 0 3 m/ mi nである 。

調ＧｬＧｬ・圧延された コ イノレは ， 捲取られて ｾ ｂ 事 ＱＱＱζ 移さ れ， 別 院 ｲｲ 機により定尺 ， あるい

は要求寸法に切断され出荷される 。本工場最大の特色は， 現在操業 中の第一冷延工場

が， rll 1. 2 2 m!!(:i 2 冷延工場が巾 O. 914mまでしか圧延できな いのに対し，巾 1. 8 3 mの

広 巾も のを冷延で きる点にある 。また ，切板の場合には第 3 練の直下式焼鈍炉で焼鈍

され， レパ ージングミノレで調賀されて，そのまま出荷されるのも同工場の特色である 。

乙れらの機能を果すた め，冷延工場は ， ｾＱ Ｑ＠ 棟の連続酸洗場，Ｍｧｲｾ＠ 2 事l ! の冷間圧延ヤ

ード， 1;(:1 3  f放の切断場および，製品川場と ζ れ らの動力源であるモ ーターを収容する

モータ一室からなる 。 乙の建物はクレ - ;/ j i ーダーだけでなくれにも ，We l -t en50を

使用した結果，つぎの表lζ 示すよう にかなり大 巾な鋼材の節減 とな った。

鋼 材 使 用 :.t の 比 較

1 椋自の述続酸洗場は コイ ノレ

百場を除く外，屋似はすべて元

日エンタノレメタノレをもi 2JTJ し，酸

のdAE気を処却するた め特殊なモ

総鋼材r .1 1  拙 策 而lll l 単位鋼材虫

第 l ス トリ γ プ工場 I  6， 665(t) 1  44， 480( m")1  149. R(k g/ m" )  

ニタ ーを設けた。

熱 延 工 場 I 4，827 I  32，614  I  148. 01 

円T 延 l 均 1 1，994  I  14，691  1  135.74  

1;( 1 3 糠の焼鈍炉 ICは，方iから

発生する 大 ill の熱を処理するた め，と くに換気Lm積の大きいモニターを取付けている 。

| 奴 IIIJ 桁 行| 軒 刈| 姐 築 而 硝 | 辿 築 川'1 I  :じ二Z 14:レ一括

第 l 棟 I 15 州 m 州 12. 7ml 4，3切 m" I  59，750
m3

1  9.0m I  ｦｾｾ＠
一一一一一一一| 一一一一一 "̂ ^  I一一一一一 ..， ' 71) ' 7 1  ｾｏ＠ t n n 一一一一一一「萄干/30' 一

節 2 陳 30. 3 I  90. 0 I  19.8 I  2，727 I 弘 100 I  14.0 I  1ST 

一一一一一一一| 一一一一一1 ^ ^ ^ ^  1  ' ^ ^  1  " ^ ^ ^  1一一一一一一一一I ' ^ ^  ｉ ｾ 一
節 3 棟 I 30. 0 I  230.0  I  16. 8  I  6，蜘 I 126，7∞ I  12. 0  I  iST 

M G 宝|

正r 14，691. 5  I  248，830 

鋼 材 使 用 坑

ss ・41 1，421. 35t 

W el.ten  50  572. 74 姥策面駁当り I . I ! 築体積当り

2↑  1，994.09t 0.135t j m"  8k g/ m
8  
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冷 延 工 場

段 計 者 の こ と ば 日強位計工務株式会社

Ｈｲ￮ 延工喝の日ｼ酬が製鉄側 Ｔ ｈ Ｎｾ 丹とわれわれ枝川目との ＱＱ ｜Ｑ

IC取り上げられたのは sRl1133年 3 J l ; ! くであった。

当初示された条 ｦｬ は極 力鋼材 ｾ￯ｴ を節減し ， 予定鋼材 ＱＱｴ を

上廻らない ζ とであったので，

(i) t! とクレーンガーダーは刈' } fUJ j 再 (W el-t en 50) をJII

い Ｎ ｉｊ の健介刊［を ｖｾ き全 ｩＱｻＮ 姥とする 。

クレーンの ｴｬｾ 符はガーダーに吋するも のよりやや ＱＴ 争側

にあると巧え，全 14' として S lender とする。

⑦小限トラス は15mスバンのものをF告さ干行依トラス とし

ｗｉｾ とする。

f吉)寝付 li rll を扶くし . 2伐材号節約寸る。

己ととし . ＮＮＱ Ｑ 耐 ＱＺ の ｉ ＺＺｊ 凶と しては所理問 ｉＧｾ とするために 噌

I  li t: s!1ffli は川窓 ，限付l 両il ; l J : 窓保光とし . l'. つれらポリヱス

テルi地阪を探 111. 1分な .1. 1; 治と m:ii'i を待て 。 'Jp也を，:1 に IJI''(

r.l . これを完了することかできた

結 ｾ Ａと して Ｎ 136k g  m ピという少ない銅付 I，l とな勺た

l . 係五: な とについてら . ｲｾ 働ＧＱＧ の ｵ 却を ｽｬｾ てほほ所 ＱｾｬｯＩ

nrl'j が;t せられているようにι1ぅ。

ここに 判官 Ｇｫｬｾｩｬ 喝係丹 ｬ こ ｴ 草刈のむをたす るとと もに ， 1: 1Il 1  

に当ふれたよ 1' 1' . '(;1町If: -I' ;の努 ) j に散はをポしえす

( 文 tI 椛 11 武夫)
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冷 延 工 場 を 施 工 し て 太 平 工 業 株 式 会 社

冷延工場は3411: 3 月以辺1転開始を同慌に昨年 4 月 1 f 1 より加工した 。 ，r; .こに当附

は， 鉄骨< l ! 家と基礎の設計が終っただけで， 土木工事の大部分である ｲ｡ｾ ， ｪＮｾ 礎 ，

地下室関係， 給排水関係工事は， 設計資料もないような状態であった。従って矧

似の熱廷工場主n. u : 工事を参考にして飽工計両をたて， 及"1 のできた部分から Il ;J

げてn< プ'j $i で， 変更改造などのある乙とを覚悟の」で鋭I i:Jンli をJ止めた 施 1

ｊｾ ｬ 問 中 ， 工 l町を/ i 1: もホイf する天候に忠まれ， 予定通り本年 3 ｊｉ ，［Ｎ ｇｾｉｾＧ の迎ひとな

った。

崎工 1mでとくに闘鮮を感じたととは ， 務ｾによる子。の ｪｩｬｬ 題である 。 ￬ｦｦｾ は ＱＹ ｩ 定

のiliI [;( の済んだプレー トをプレ ーム に恨め . Ｊｾ＠ 4 0 0 mm 111] 隔でIRI 十し， 4o:i'ltI引時

へ送って ユニオンメ J レト Iζ より行なったが . Ｔ Ｍ Ｕ ｭｭ の 列 ｉｉｉｉｾ 在をｾじたので ， こ

れをプレスで矯疋した後ラチス村で組立てたが ， 乙の制1ft てlζ 当ってはポ ールト

による侭締ができないので， 定刻枠を{ 乍りこれに部付を l配的己んで所定の寸; ; 、や

ｦｲＡｾｲ を 保 ちながらラチスを溶姥する ｊｩ ￬ｬ ーをとった。

何分，部付が大 ifi: ｾｴ であるため ， 組立てのｐｊＧＡ沿いなとは ｦｦｩ ＱＧ Ａ￭ に ｲｵＧ ，しで今寸 Ｎ .11 

-，.i¥" ，ζ 時間がかか った

位、1ζ ベース 11，] りは ， 打心との I!' : J < ! をたしウィングプレートむとそ取 1. 1<1 ， ｈｾ Ｎ＠

治共に載せて本付溶姥した。

務m完了彼， ラチス材のi ' i fl 者による ffillll が性の '1' 火で 6-- 8m l11 J上したので 子め

時材lζ 犠打ちしてあった阜市i線で測定し . ffi 取りを行なった。

ローソ ク担ーの紙きたしは愉送の知合でJ ) l 均続きとした。 己の jt ! i 心の' l I iPi ll グレ

ーンガーダーのスパン IC彩符するので ， ピアノ線を世L りIt' リとで ) . 2 111111 以内にお占

空るように測定し ， リベッ ト打続きに iJ .n した。

以上述内たように摂取りが 本の十t で 6- 7 JnIにおよびJI" ，ii' に時 llil を世した }  

た，北九州 ICはr t ! 溶技偏平H' ，柿計が少なく多くの託労があ った。 なお ， 市訴につ

いては今後ますます発展の途上に あり ，日fさんの必要を痛感した

-
J  

'  
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6.  コーク ス 工 場
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7. 酸 素 工 場

酸素工場の建築計画で最も儲芯すべきととは騒音防止に対

する 対策である J  L:紡機から発す る騒音は ，既設の酸ぷユ .. t誌

における実dl lJI c: . よれば90フ r ンを脳え，到JJ .( 作業のできる f;:;

境ではない。

乙のプラン トは綜千寺院視般によ り全機能をi制限JYする 方 式 と

な っ ているので ， 紡、 令 Ｑｩ､ ［ｊ ｾｉｉ 室を設け，その ＧＱ Ｂ Iζ?仲HiilJ 製品誌を

統合し，工場内の騒音を遮断して作業や休恕ができるように

した 。

工場内の騒音平均を95フ ォン，符庖! 室内の許科目iK15 を55フ

ォY とすると， J羽壁，14ミ，) UI の綜合遮音 111は

0 = 95- 55= 40 db 

程度必袋であり ， 九I{jl の梢足j および遮音i止を次のごとく， il illii

した。

椛 逃 逃苛11 市111

壁 付. イン γ ュライト 2 盤強
50db 96. 0mロ

天 ヲF プラスターボ ー ド，野地叡，

インシュライト 50  90.4 

1窓 5m m21丘，空 IlI J40m m

( パイグラス) 40 10. 0 
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害

|ムー

1 階 平 面 図

素 工 場

酸素工場段計者のことば

株式会主l 東畑建築事務所

当19i としては ， 八幡製鉄所で ， 3J.¥i 

自の酸張工場である。

本工場の特色は ， 鉄筋コ ンクリ ート

主l!の 2 階部 IC も設備が結えられる E と

で，似維な ， T Oプラン トの設Mul C よ

り， ラーメンが不規則 になり ， 垂直前

置はもとより， ノルド地区4力 の解決が維

かしく ， ぷMu仰lの弘' ; J <: IC対し主主築構造

(1せな見地から ， ラーメンを%' えるのに ，

ＱＴ ニ の折衝をｾする。

なお ， dl .外iι ， 空気吸入培，球形ホ

ルダーなどがあり ， それらの必礎の" 主

計も ， ｉ￟Ｇ 軒にはない交 っ た Ｉ￟ の ｉ 百 ｩｬＧ ｉｕｾ［

があ ぺTー リ ( 主任技師 岩崎吉太郎

藤以 iW博，中i也功〕

- 発生; t >ri 室 ・

; - - - - l .  J  

-i介 附 : .  J  

L一一一一 J ( )  I  

・加熱唱 .. 

1.& - - .. 相 |且

④ 

鋼 材 使 月i 拡

2 階 平 面 図

型鋼および鋼阪

鉄 筋

260. 0t 

49.4 

断 回 凶

M 

P ?  11' 

O. 216t /m"  

O. 08l t / m"  
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8. 発 電 所

持 中

64 

製鉄所の 1' 1家発I U設備は妹鉱炉，コ lζ も供給するように計 画されている

ークス虫- 1の発生ガスの内，所内の名燃 そのため25，OOOkw発' 屯機と 8500kw:t基

焼設備の燃料として1 i t J l J された後の余 I! l¥¥機を|百1 'タ ー ビン' 宇内 (ζ 納め，共通

剰分を主燃料として利川する仁l的をイj の X J j 走行 起i j ! 機を，[;1リIJ できるように

しているため，大容 14のガス燃焼汽和u するため J秒、の大きい発屯機は建物相11

(l OOT  ' H  Ｒ 縦Ｉを設 ｩ［Ｂｉｾ している Ｑ し ) ] I 向に，小さい送風機は， '1'1" と|向 j有力

かも訓 'i j¥' JIL Mil!)J 燃料としては取Nl 、 1111!(. 配[;1' 1:された また ，タービン設 i;t 'i

u)''({. 劫な歪れ" を川いる ζ と と し た た は1(11をできるかぎり低くして ， ;)i hE¥険

め，'';.1) ) 会 ト| のわ泌を宅燃料とする 火 fJll J とタービン J，.j、，:うさを fTわせ ，iil 物の

ｽ ｊ 発屯ｊｩｊ ｩ と ￠ｾｾ なり， A  ， ｩＩｾ ノくンカー ， コ コストを低減するため ，発市機f J l lJ では

ンベヤ ー ミノレなと、の存在設備が不安とな 険制の設庁li(l iで柿々の配慮が行なわれ

るので 1 Ｑ￪Ｇ ，ＮＶ［所の止ｾ築のうち ｍ 大部分 た。11' 析は， (11より 6.5mという r: .;J さは，

をr' - i める汽的ベ三を何時し完全1，' - 外相と Iril 裕 idの発1U設flil f! ζ 付しては J j 市 [ζ 似

した 。 いものである

ガス燃焼汽協としての料自により〉己 さらに特殊な点としては ，製鉄所の

全! 豆外l乙ふみ切れたのではあるが，114 

内放初 ｊ のｩ￞｜であり汽雌自体 ｬζ も主ｾｾ表的

lζ 見て興味ある試みが多数なされてい

設ili iJ J'il 設とともに送風機: ! 右辺織とも

附設される訓I l lljのため，Irlrjh向I( . jl1、5k

の余地をとり拡張可能の構造とした

る 。 Ｑ えって主ｾ物は ，ター ビン発砲機， 乙のため }j 111J! ζ のみ明設を考慮す

給; ] ( ポ γ プ宣その他flll 機宣，I U公立， ればよい 'r l1 }J ことト|の 7色面19r のように竹

中央制御室，などに対し日I i 出| された 即fiillllJ をまとめる乙とが| 村 'jili でめ 7  

が，またｼ日 ｊ Ｍ 長ｾ物内に総鉱炉法ｽＡｲ ｴ｜ 機 が， 'j' 火部I乙:'，Rrjl して村米の余椅 U) あ

8500k w  2  Ｉ ｲ ｾ をも設問し往生Ｏ主Ｅの る名 ｾｵ［ 即宅 ， 巡転室を設 ｩ 汗する百ＧＮ Ｍ，， Ａｉ は ［

￬ｾｩｬ を総鉱Ｉ［ｲ ｩ の ｩ さ ｬ Ａｦｯ｜ 機駆動ぷ ｊＴ タービン した 。

.  

--

-
-h  
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乙の建物は他の一連の作活! 化工場と

|百l じく新たな J:ll! 立により造成されたと

乙ろで，とくに火) ) )I¥'，l!:jjJ j をま] てるの

に，冷却の取7)<，その他の条件 lζ 過し

たと乙ろに建設されて いる 。 Ｈ配 ｬｩｬ ，ｾ似ｼ

参!t(! )

構造はWel .t eh50のラーメ γ 構造と

し，思い切 った鋼材の節減を試みた。

発泡機およびプロワ ーの振動による

建物の振動防止については，ケ - : J ' /

基礎工法を行ない，建物金主祉を発IU

機の振動lζ 抵抗させる方法等種々の) j

法を考えたが，やはり発辺機基礎と悠

物を分離する 一般的な刀法が， 乙の建

物の使HJ 目的に令致す る経済的なプ';"11、

。 10 2 0 M 

-ーァー一一ー= τ - コニ=二ニ- - 二コ

であるとの結論がでたので， ζ の) J 訟

を深川した 。

11止j丘の火力発泡所の J毛似は ， P .  S  

コンクリ ー トをもj!_) 日し，アスフ プノレト

|ジIj;)<を) J u i しているものが多いが， 乙の

ｾ物は鋼材ｻＡｫ川祉の軽減を 昔 ｼりたいと

とから，屋以の重量を IIJ 能なかぎり将

くする ため，デ ッキプレー ト( キ ース

トンプ ν ー ト) を{ ! k)IJ し，その上にメL

* でメ γ ν ュを組み，ν ヨットクリ ー

トをi ! X付け ，アスフ 7 ノレ ト|りJ 水を胞す

) j ( l ; を採)IJ した 。

外Aをは海風および笠 )<¥'1'の千j 宮 j f ス

の ｊｪｾ 予＿などをＩｾｉＮｊＮ｜し，オリエン タ ノレメ

タノレを採用したが， 1当J-l UIi，5j1'J はメタ ノレ

⑪問内

発 電 所 平 面 図

フ ズームlζ よる鉄筋コンクリ ー ト打放

し仕上である 。

換気は l当然換気を採川し， 尾桜T ( ufζ

ベンチレ ーターを設けた。

発泡所の心臓部である ι1.'央制御室と

プロワ ーの管理室は音響的に浮室にし

たのであるが，工費に縛られ必要に し

て最小限の構造を係用 した。従 って他

の発電所に比較すれば充分とはいえな

いかも知れない。

将来はこの建物の拘h方向 fcl 順次長自築

し，現在 5J j k wの出ブJ を 7. 5J J k w，

ＱＰ 万 ｫｷ と Ｑｾｾ Ｑ 大 す べく ｊ 草 ｬ 築の容易な

ように全ての婆素がヨ ｾ ｬＦ されている つ

/  
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ルナ

抑長は集成材の薄

い方の母材仮厚の

0. 8 倍を傑l ¥! ' と昔

る

一
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ド
両側 から 溶僚が

IJi 来 る場合
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目突形
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内
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住 の四岡崎 Ic Jlj い

るレ形溶接

I  ｌｊｾ Ｂ， 叩

I ..J L  

， " ち

I  I  3 c  

溶 筏 の うP

一般 の レ形溶接

イ プ

乙の建物のタ ーピγ 室およびプロワ

一室には25 トンの走行ク ν ー γ が通 っ

ているので，張関方向はラ ーメン構造

とし，問IJ な架織として計画した 。

桁行方向は筋違を適宜配置して，各

梁，筋違の節点はピンと仮定し，水平

ゴJ はすべて筋違に負担させた 。従 って

張問方向の架構には大き な応力を生ず

るので，高張力鋼 Wel . t en 50 を用い

て断面を小さくし，安全な構造を得る

とと が出来た。桁方向のフレ ームは応

ブJ が小さいので梁はすべて S M- 41 を

用いた。計画K. 当り原則として工場製

作部分は溶接，現場は 鋲接とした。

以下構造設計を進める際，とくに泊二

:む した点について述べる 。

1)  Wel - t en 50 の使用

Wel. ten 50 の特性を考慮して乙れ

を使用する方が有利な箇所 lζ は宥II極的

に採用した。

すなわち梁間方向ではスパン 15米の
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コ辛 ＷＺ シヨンのｾ 稽 完 ｔ あ

五基厄ω溶平吾

.  

・'

毘 ・

柱 ・ 擦 の コ ネ ヴ ン ヨ ン

屋 相，｛入 ［ Ｑ Ｔ さを除き ， 柱 ， ｩ 殺 ｪ ｊｾ 全 ｉＦ ｩ Ｈ 削 ζ 使

用 した 。 桁方向の梁はすべて S M- 41

である 。 クレ ー シガ ー ダ ー は大きなＩ［ｾ［

力を受けるが，剛性をl栓し，たわみを

小さくする 目的で Wel.ten 50 をmい

なか った。その他トラス，間柱，小黙

なと ι ｯ 、 Ｚ［ｊ ｪ の 小さい日 ｾｬ 材は ， S M- 41 を

斤j し、た。

2)  ;容援のタイプ (上凶参照)

リベ ッ トK . よる現場継子は) ，む) j の小

さい佐世を選んだが，建方の関係で継

手の伏( 丘をあまり突き出すことができ

なか った。

この建物で採mした熔接のタイ プは

スミ肉依接， V 形突合わせ溶接， レ形

突合わせ祷接の 三 種 Ｇｦｬｾ であ る 。

ζ の'1'ス ミ肉熔接は主 lζ 努断力が似j

く部分， もしくは軽微な取付けにHJい

た。V J巴突合わせ熔接は引張，または} l '

縮 ) j を受ける例所で' 両而から作業でき

る場合は必ずd}Iはつりを: 1 j ない，乙れ

ができない場合は災あてがねを用い て

i谷接を完全 lこした 。 レ形I倒産は T 型 ジ

ョイ Y トで両側から作業できない場合

か，引張，または圧縮ブJ を受ける箇所

で止むを得ぬ場合lζ 限 って採用した 。

':; j張:;J j 鋼を使月1しでも溶接部の ノレー

ト， 1311先などは. J I I ) : 鋼材と区別してい

ない。なお，椛造設庁|ーに当 っては東京

大学イ巾研究室の方 々のこ' 指導を戴いた

ことを付 記 し. 深謝のむ、を表する次第

である 。

3)  柱と梁の仕口 ( 上閃専問。

村ーをボ ックスにしたのは ，当L:椛の1:tj IJ

ｦ サを ｪ 曽しｬＧｊ ｾｊｾＺ ， !ζ 対して有平IJ と考えたか

らである 。すなわ ち内hl¥I乙不利なi肖快

プj 鋼をYl ' J いるタ イプとしては妥当なタ

イプであろう 。 しかしフノレ クヱプの ]

明 ｾとボ ッ クス 杭の ｻ ｉ 口は応力伝 達 ｬ ー

からも施工の国iからも多くの問題ーがあ

るので，綿密に検討した c 竹口は大き

な応力が集 '1"するので応 } J を安今 IC.{了、



.  .  
。 発 電 所 断 面 図

10  ゐ阿

行 | 床 面 積 | 辿 祭 休 初

ヲｾ ¥11熊 及 び 1 1 1，312. 5m'  

1，315. 5 

875 

875 

4∞ 

87. 5口、 26，250m"  

11，476 代理: 1 " { 87. 5 

3十 37，726 4，775 

鋼 材 { 止 m "' 
635.45t O. 133t/ m"  

えるために ，完全 な 溶 接 が 要 求 さ れ なりコネク ν ョシは単純化された 。梁

る。溶接の強度ーがそのまま仕口の耐プJ のモ ーメントは上下のフランジの延長

になるからである 。従 って溶接施工の としてのダイアブラム側面のレ形溶接

Iffj から製作 11寺の組立順序を考えて名総 で位に伝わるよう 計画した。桁行方向

桜タイプを決定した 。 の梁の現場指名手でフランジを鋲接しな

1:1:ロは工場で良好な溶接姿勢で作業 いのは，フレームの応力解析の際ピ γ

できるようにダイアブラムF付近で切り 接合としたのでその仮定に近づけるた

離 して一つのプ ロ ックとし，溶接完了 めである 。またハ γ チをつけたのは，

後，予め組み上っ た上下の柱を裏あて 下側フランジの応力を柱内部のダイア

かね突合わせ溶接で外部からの溶接で ブラムに直接伝える ためである 。ダイ

完成するように設計した。 しかしク ェ アフラムの側面レ形溶接は収縮歪が板

プのスミ肉溶接を除いてはほとんど片 厚の薄い柱のプレー トを内側 K 曲げる

1Jl1Jからだけしか作業できないので梨当 ので，補強盛のスミ肉溶広= をやめて変

金 ν形溶伎を多く採用した 。そのため ｾｾを少 なくした 。

製作 1(. はかなりの精度と高度の技術が 乙の他ボ ックス柱に避けられない問

要求さ れた 。 題として内部の腐食nの懸念があ った。

1: 1: 口における応力の伝達は，梁の到 結局ポi駆的なプj 法であるが，外からの

断力はク z プのスミ肉総按で直接柱に 溶接を完全にしてエア ータイトとし，

伝わるものとし，ク z ブは粍内部lζ 主t 外部から酸素や腐蝕判ガスの侵入を| 約

通さ せなか った。従 って内部は空洞 lζ ぐ科肢とした 。

A
門

YGー

発 電 所
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戸畑発電所タ ービン室 ・プロワ一室建物段計者のことば 鹿島建訟株式会社段計部

一 一般計画について ー ι の述物は ，八幡製w、所総設計耐の一環として計画され . I' h炉ガスを利

用するその機構は ， 一般の火力発n;所 と見り ，パンカ- " " ¥のないなとは大きな特色といえよう 。

大別してタービン京 ，プロワ 読を持つ 主品ｾお よび竹 ｦ ｬＧ 部川が ， ｬ ｪ めるｔｴ ｩｬｊ 制 ・ とからなり ＮｬｬＡ物 か

ら分継したボイラー弔および煙突が乙れ IC附随する 。

さてまl iilJ il 己主"1 勺ては . 1: ｉＺ ｉｃ 収め ら れる機器 ｌ ［ 立仰 の 隈 ｦｩｬｪｬ ｣ 治 っ て Ｎ ｾ集 計 ｬ 両を ｩＡ ｬｩ め ， か つ ｾ物

のmが幣うよ うIC努めた 。

また ζ のｾ物 ｉｃ 傑用した材料については ， 例えば尽椴版下のキーストンプレート ， 壁面のオリ

エンタンメタルなとは， いづれも工法の簡易化を閃るために用いたものであり ， かつ材料が持つ

.fi l占を充分IC訴かすように留意した。

なお構造J主計 IC際 して. . w械的 IC採用した務提X U，は， ζ の他物において ff 日しなくてはな ら

ない事柄である 。

一 構造計画について ー 主体榊造は務機を主とした鉄 lil- 造であり， Ａ｜ｾｴ 床の一部が鉄筋コンクリ

ート である。 一 般の例と見なり ， コールパ ン カ ー のないことは悦治 ｉ Ｈｊｾ 符する大きな袈紫であり ，

溶接構造の ｊ 軍用と相伴ってかなり却材の経品化を笑現し得た 。 ｴＮ Ｎ ｾ 礎はペデ スタル抗およ びパ イ プ

ロパ イル ICょった。なお ボイラ ー支持フレ ーム， ター ビン台およぴプロア ー台は各メ ーカーICて

設計された。以下ニ，三の点に つき説明を加え る。

1) 毘椋版はシヨ γ トクリートを用い ，軽r.t化を図った。なおキ ーストン プレ ー トを母屋 IC点

溶接し . (!v:枠iζ 利用する ζ とによ って吊足代等の工程、を避けるよう計聞 した。 キーストンプレー

トは展根版下端の仕上材とも なった。

2)  既成梁の利用 他工場 IC使用し てあったポ γ タスクレ ーンガーダーの利用 IC っきと くに要

請があったので， 若干の加工を加えて桁方向の応力の小さな部分に使用 L . 強度上はも ちろんの

こと外観上も満足できるように 計闘した。

3)  溶接構造- a ) 市I主sの古梁および問担を除いて，工場組立てはすべて溶接により ，現場組立て

はすべて鋲接とした。 b)材料は 5 H T4 ( W el-ten- 50) . 5M41 が大部分で . 5 5 41も一部使用し

た。 c) 溶嬢工場が現場に近いために ，全長20米のポ γ クス柱も 工場製作が可能であり， 一般に用

いられている 継手鋲は使用しなかっ た。 施工上 かなりの精度を要求されるが， 製鉄直営の技術 Iζ

より ζ の困難を克服し得た。 d) ポックス 柱 とI 型1梁の仕ロは設計施工上とくに問題の多い個処で

あるt J l . 1型の フランジ面 ICてダイヤ フラムをボックス内 IC通し応力伝達 IC考慮を払った。

4) 建物，ボイラ ー台， タービン台および煙突越礎 ー ペデスタJ レ抗。

小機械台訴礎・ .....". ... ... ... ・・・・ e・e ・"・・ 0 ・ 0  ・パイプ ロパイル。

( 設計担当) 一般計画 { 普 詩 文 言 糊 計画 { : 露 翼 太 自

発 電 所 在 施 工 し て 鹿 島 建 段 株 式 会 社

わが国政大の鉄鋼メ ーカーた る八幡製鉄戸畑l工場主II 設工rJI のー制を仰い得て . 32 年当初よりそ

の心臓部たる 1500t 高炉周辺工事，原料設備関係工事，発泊所工事， ラジオア イソト ープ実験室工

事などの下命を扱いているが， 今回発電所の主II 築工事を紹介する段会を得た ζ とは施工を担当 し

た者として虫外の喜びとすると乙ろである 。

ｅ の工事は 戸 畑 ｬ 海 Ｔ Ｑ Ｘ Ｖ 万平米をサンドポンプで鹿 立 てた敷地の伴ｾ 近 く ｩζ 長 ｉｉ 設 されたも の で ，

地盤が軟弱 なため 当社が従来 したパイプロフローテーゾヨンとペデスタル杭およびコンクリート

抗 IC より越礎の築造を行な った。

企悶初めより土木 ， 主 ｉｉ 策 ， 機械の倍 付 ともその工 ｊｾ ｉ は Ｑ Ｍ 分ではなく ， 互にラップする乙の Ｚ ｃ ￯ｊＧ

をいかに処理するかが大きな 1[:) 胞であった。始工1珂より再三その打合わせを行ない ，また工事中は

工程と安全の打合わせ会を符迎行なってエ jijl 内完成と無災 ;!JJ 己録達成をモット ーIC施工を統けた 。

工 Ａ ｊｬ 内 容についてはとくに述べる ζ ともないが ， 軍 ｾｗ 、目 ｩ ￯￼Ｇ ｬｬＮ ｴ 加 工の ｗ･ｬＭｴ ･ ｮＵＰ 材を使用した全溶

接Box型柱と ，当相で加工した I 型全溶接梁をも って処方を開始し . 1， 2月の段忠則 lζ 強風と砂

l ! I i . l Cなやまされつつ強行した。

仕上 げは製鉄所のミキシングプラン トよ り支給される生コンクザー卜とメタルフォ ームによる

打放しｾＮデ γ キプレート ， 鉄筋メツゾュおよびゾヨア ト クリ ート で構成された屋根版 Ｎ :1: 2弘の

精度を要求されるクレ ーンガーダー の施工など多くの苦労と細心の注意によりほぼ所j明の 目的を

迷成し，目下{J: 上コ: 耶中であるが諸機械の据付けも 過 日か らff 干 し近く竣工をみようとしている 。

ｦｴｾｬ 主 ｉｃ 製鉄所関係諸賢のど慢助 ｉｃ 対し深謝しま す。 Ｈｩｊ｜口 弘，江頭 良発)
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9. 管 理 セ ン タ ー | 第 期 | 第 2  期 | 第 3  期 |
語十

木 fIl' f  階 1，764 m
2  

1，944m
2  

1，584 m
2  

5，292m
2  

"  
2  階 504 1，944 1，584 4，032  

"  
R 階 48 48 

i. ｾＧｩｴ ，＠ m 房 216  720 936  

精 同 空員 216  108  324 

自 動 * 置 場 105 105  210 

官暗 廊 下 72 72 144 

J t  2，589 4，437 3，96。 10，986 

管 理 セ ン ヲ ー 股 計 者 の こ と は K  K 竹 中 工 務 庖

戸畑工場の管理センタ ーとして計画された乙の泌物は ， 文字通り工場野のただ中 IC位置し，周

囲 ICは， 工場の機能を表徴する熔鉱炉， 機械，クレ ーン，ガスホールダーなどが昼夜を分たず活

動している。 センターは ζ のヴィゲイツドな環境 IC， 第 l 期 ( 庇IC完成) ，第 2 1揖( 目下エ!ll 中

)  ，第 3 J凹 ( 将来ザl策予定〉の 3期IC分け他殺されるもの である。

第 1J(lJ lc建設された延2，589m
2

は地上 2 階， 鉄筋コンクリ ー ト迭で， 1  B M機械室，穿孔宝，

企画室，資料センター ， 自動交換機室および集会室，ならびに別機空気調設機械室， 電気室から

なり ，打放しのマスを南北IC長〈形成している 。

第 2 J切として主II 設中の延4，437m
2

は，地上 2階， 鉄骨栴造で， 管理部門狩室と一般事務室，な

らびに平家主II 軽f i 1 鉄骨造の岡野とからなり ， 第 l 期の前面IC東西 IC長く配置され， 鉄とガラスと

の厳正な表現を企図している。

将来高年鉱炉の別殺IC伴い ， 第 3 J同工事として， 第 2 J岡本館棟および厨房械を西側 IC連続，11"1築

される予定である 。

何といっても四聞の広さや，工場， タンクなどの並外れたスケールとグァイタリティとに ， 普

通のj J ! 物ならひとたまりもなく圧倒される場所だけに ， 表現の力強さという点では相当の苦心が

払われた 。また ，本n唱と食堂棟と IC図まれた中庭は ， 周囲のあらあらしい雰聞気から隔離された

緑のヱ リヤとして計画され，プールや芝生や樹木などで恕いの場所が形づくられる予定である。

設備とし ては ，一帯の汚染空気( 煤慾と排ガス) を考慮して ， 本館はすべて冷暖房空気調惣設

日aを保用している 。

特殊な設備として気送 ｭ ｦｬＺ ｾ｡ があるが ， これは工喝内各所からの資料が大型 ヱア ・γ ューター

ICより ，迅速にこ のセンタ ーへ送り込まれる設備である 。 〈文賀山本〕
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百 図

| 操業務業来柴来事事業料

唱つ
円台 !  j  11 会

三者会 ， ， ， 

， I 長

F  IEJ l  援11 1
.  

賓 室

[ 来 繁 栄 業 料 締 締 聴 料 購 )

ＱＱ 綴 ｾ
~ ぷ 川 訓 が 決I

- 二
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階 平 面 図

ｾｊｾ めて概観的な 記 述をしてきたので不充分なところが多く，また作事 ｒ 設

備などについて詳述する余怖もなか ったが， LI;$: の新らしい i制li JJ. i 門 の

ＲＰＰ Ｉｽ トン製鉄プラントのｾ設計＿の Ｍｾ Ｚ討を ｕｩ 介でき た乙とと思う 。

なお乙れらの工場建設にあたり ， 構造 ｾＺｉＧｗｩｪ や大Ｉｪ旦な ｲｍ ｴＺ 工法の深川など

について，京大教授倒l縞諒同 L 東大教授 ('1' 威雄| 専土" ，' 大教授鈎川 IY1同

オーからいろいろとど桁場と ζ! 協 )J をn易った乙とを附記 し，感謝の心、を表す

る沙く郊であります。

ｩｊ￤Ｆｴ ζ 本ｾＺＺ，はド記の Ｉｊ 々にＱＧＩじれのご ｴｾＩｊ をいただいたととを附記しま

す。

irt(' ]1、貞 Ji ，長 次 郎，111 卜 謄，E;矧j - ＺｊＺ ｾ￞ｊ ｴＮ太川和六 ， 11日111 務，

)J r同制刻iL 佐 H事迷自11

( 市 町八幡拠鉄日rr 土本剖i 憎犠鋼材バ験，11' Jミ)

、.  



八幡製鉄戸畑工場

、ー

製 銑 工 場

(第 一・高炉/

発 電 所

施 鹿 庖株 式島 建 設
A .  

ヨ'"

。111
1 支ネ士 九エ

71 



八 幡 製 鉄 戸 'klH r. 場

4  

転 炉 工 場

施 工 株 式 会 社 大 林 組 福 岡 支 庖

鉄骨工事 川 岸 工 業 株 式 会 社

鉄 骨 工 事 株 式 会 社 春 本 鉄 工 所

12 



パ 幡 製 鉄 戸 畑 ‘ 1.. 場

.  
、

.  
句p

分塊 工 場

.  .  

施 工 岡 崎 工 業 株 式 会 社
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第冷 延 _ _ [ 場

施 工

大 平 工 業 株 式 会 社 八 幡 支 庖

八 幡 製 鉄 戸 畑 工 場

、、、、

d  

74 



.  
惨

八 幡 製 鉄 戸 畑 工 場

第 二 熱 延 工 場

施 工

株 式 会 社 奥 村 組 八 幡 支 庖
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コ ー ク ス 工 場

施 工

大 成 建 設 株 式 会 社 福 岡 支 庖

八 幡 製 鉄 戸 畑 工 場
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-や

港 湾 ・ 岸
時

ｾ工

練 式 会 社 間 組 福 岡 支 庖

八 幡 製 鉄 戸 畑 工 場

77 



連 続 焼 鈍 工 場

田隈馬空I 司

日皿・・・・
品‘ .

園田l 1l i

78 

施 工

株 式 会 社 戸 田 組 福 岡 支 庖

八 幡 製 鉄 戸 畑 工 場

.  

ー、

“‘  

-ｾ＠

.  .  



八 幡 製 鉄 戸 畑 工 場

管 理 セ ン タ

， 
.  

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 九 州 支 庖

<>> 

ｾ＠



八僻，， ｾｾ 欽戸川お一 ［ホ ッ ト ストリップ工場』 ζ 泊 Ｑ Ｑ もＡＡ 川 伊 ｬ

(!'I くはえる 1115分がヨドクオノレ主主1Nで約 6，000 枚以川〕

|日l上胞工rl'

Cy.nij の(l く見える部分がヨドタオノレi Bi . 似， IhJ うの) J はilE鉛鉄似m

ヨ ド ウ オ ル (球 IHs) ;，皮 板 納 入

株 式 会 社 定 製 鋼J  11 

本 ｾｉ 大阪 ￯ｊｩ 点区博労町 Ｔ Ｍ 30 ( ' ，[ l ) 船場@唱351 - 5

' luj ( .xt1: !li Jj( 船 中 央 区 百 八 丁JI ，，3- 8- 5 (' .u) 築地③1171- 9
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八 ｉ ｾ 併以 主 ｫ )  I 対11 j 二場

オリエンタノレメグノレi!l! 川

Ｏ､ｊｉｉｊ Ｚ 辿 キｾＧｾｻｬ Ｇ｡ ， ｵ｝ '. 品J

3，000、ド米

泌 ［ｩ 与句ｾ Ｎｾ＠ ( ' 令M; U劫

14. 000、v米

(iiWI :  ｾｍｊ＠ . ' キ¥) 必

5. 500、ド米

ス ーパ ー オ リ エ Y タノレ

メタノレ{ 史JIJ

限必 1')J，jIr，{ fH.I: ，'t'

4. 000、v氷

オリエンタルメタル ・スーパーオ リエンタ ルメタ ル納入

オ リ エ ン タ ル メ タ ル 製 造 株 式 会 社

) 1 ' . 崎市 H: 州 稲 川 祈 阿r 4  4  (¥1D@i 4947- 9  

続 エ 同 九 州 支 庖

ｾｯｩ＠ 1品I ｉＮ ｉｉｾ 八僻 ｲｕ 'H ｩＡｾ 町 Ｒ Ｍ ＱＶ Col D 八幡⑥723

メリエソタノレメ タノレ{史)11

ｾＮ，ｾ＠ . スト 9 . . プ工品J

1，1  tJi :  ＱＱ ラリ Ｎ ｯｪｬｦ ・ ｉＺｾ 凶

』在 ｉｊ ｬｾ ［ￎ ＡＧｊ 50. 000、1;米

( 施 r. II({ 日13111' .1' ど :33([ '.1立)

81 



82 

八幡化学工業株式会社

tゐ:開 会 話 沼 日 以 沼 沼 部G 顎丘守合総弘T



.  
a噌

NX - Na k a t s u  Expand Met al  

新 し い 工 場 建 築 に は

強く て，軽 くて ，廉 く て，施 工 しや す い

工 場 環 境 を 明 る く す る

| エ キ ス パ ン ド メ タ ル |

ｮ Ａｆｾ ＢＧＭ 通路の制技 ｉｃ ｎｘ ｒ

モータ一 安全摘

中津剣阪のNX Gを使用の八械製

鉄新戸畑冷延工場の歩廊( クレ ー

ンガーダー)

N  X の 用 途

営 業 品 種

⑥ 

薄 鋼 板

中 鋼 板

厚 鋼 板

N X  ( エキスパンドメタル〕

工場 ・船 舶の歩廊，床 長 りに NX G

機械の保設間仕切 に NX S  

コ ンク リー トの内骨補 強 IC NX R  

N X G. N X R の施工方法について' 伎術資料' を利用下 さい。

中 津 鋼 板 株 式
A  

ヨ冥 ネ土

本社・工場 大 分 以 ，1. iI' l I i 大平水添 2 2- 5  0 暑 地 ｦ 日話 代 表 Ｈ ｾ Ｇ ｴ ｬ Ａ 局 Ｉ 2おO

八幡事務所 稲 岡 県 八 幡 市 技 光 製 鉄 ピ ル 4 附 H: i 話八幡 ( ω ) 180 

大阪出強所 大 阪 市 丙 区 制南通り 1- 10 八幡製鉄ピル 3隣 H1J Ti 土佐lfH (44)  8551  

東京出i &所 '1と京都千代rn区丸の内 1- 1 鉄鋼ピ J レ8 階 806η Hi お 丸の内 (20) 3002  
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鋼 管 は 斯 界 の 最 高 品 質 を 誇 る

N  T  K の 製 品 を

期末 // 
11f r: 

f/司

ヵ γｾＺ

' U.  
縫 制

ス テ ン レ ス f/X. j fi 

メ カ ニ j J }レチ コ ー ビ ン グ フ イ ソ ノ ¥ イ フ

ポ イ フ チ ニエ

各 柿 配 管 用 制 Ti: 同U
佐川

J  /  J  f/司

合 ずｾＺ

ー
光 ( ヒカリ ) 工場内部

戸畑岸壁アンローダー基礎杭に使用した例

⑮ 
日本持獄鋼管 m米武宮赤土

本社 ・東京工場

光 工 場

営 業 部

大 阪 営 業 所

八 幡 事 務 所

(.1 }.i: 安 田 勇

とL>.

，ロ

似 附 | 正 );1 ，'i 3  - ｾ＠ 8  4  S  '， li ，，，1; ( 日0)3171(l U  

111 I  [  ｊＮｉ ，ｾ＠ Ji:. di ，1:j 111 3  4  :{ 4  H.i "，r; ( 止) 800( I U 

f 代 川 区 九 の 内 九 ピ ル 内 '，[1 "，f; (20) 1441(1U  

六円 rfj 同区 制南通八締別到、ピル内 』ι ，;，f; (44)  3  5  6  4  

八 幡 市 終 光 γ! 比 ピ ル l勾 '， li ，;，f; (68)  0  2  8  0  

ｾ Ｎ＠

.  
.  
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」

銅 製 型 枠

ニのマークがイ呆言正する!

- 施 工 が 正 確

・組 立 解 体 が 簡 易

・コ ンクリ ー ト仕上り面が優美

・ 工 費 軽 減

八 附 制 鉄 所 戸 畑I創 造 所 管 理 セ ン タ ー

ｊｌｾ ｬｉ・ ι
八 幡 メ タ ル フ ォ ー ム 株 式 会 社

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 5 -- 2 ・電話 (57 ) 1996 - 8  
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工 期 の 短 縮

最近は工法や材料の進歩で建築の工期が大1! lI e短縮さ

れてきたが，建設業者や注文者逮は無恐! を)]X9;!:Jで引受け

させたり ，させられたりしている 。机文者にと ってはで

きあが った建物を一日も早く稼動させたいだろうし，施

工者連は競争によるコストをカグ ァーするため! !! 山! な工

程を組むととになるのだが，その反国労働者にν ワょせ

がなされて印l位も祝祭 日も関係なく，月に 2 日の休日が

とれればよいほうで，毎日の超過勤務も加えるとかなり

な労働強化をきたしている 。建設産業は泊. 文生産による

ものだし，天候にも左有されるなどの特殊判は認められ

はするが，乙れらの労働者に対しでも，労基法の村利と

もいう長生きをする権利を認めるべきであ って，それが

実現す るためにはさらに工法の改善や材料の改良による

工期短紡をはかると共に設 計 ｾｾ Ａｬ ￆ Ｚ｡ｊｬの立場にあるわれわれ

建築家としてもとの乙とについて深い| 共l心をもっ必要が

ある 。 ( IK)

で ん か ら い さ ん

ｉＧｾι 化マダム 」 という 言 楽がある 。 家 庭浴化に 狂 奔す

る主婦を称して乙う日子ぶそうであるが， :j: ]f x ， hl 近の屯

5KL製品の普及はめざましいもので，テレビ，冷蔵wはお

ろか，クーラーが個人の住宅にまで進出しようとしてい

る。家路1低気製品の便利さ，能率の良さは，確かに鎖liii

i辺りであるが，ｾｲ ｦＮと真空 Ｑｬｩｦ 除機が同 ｊｊ していたり ， 洗 濯

機で感泣したり ，冷蔵Ii !l が西日をカンカン受 け て い た

り ， 取扱う ｾｬｬＩ の態勢はまだまだ 先 制していないようであ

る。乙と lζ 隙闘が多くて断熱性能の必い日本の住宅 K ク

ーラーとは，ナンセンスという外はない 。 しかしお訟で

家庭労働は大いに軽減されて，1I ! j ; 1をもてあました女房僚

のスタミナを，世の旦JJ[I朕は持てあまし気味だという 。

をしさえのある向き K はお赦 し願うとして，われわれ

建築l室もお多分 lζ 洩れず被害者の一人であるが，つらつ

ら考えてみると建築屋の作業を屯化するということはな

かなかの難事であるらしい 。臼く 経' @; 管理，日く能率管

理，品質管J ! J l 工程管理，0 0管理と ，近頃はやりの管理

理論でもうまくアプライして，われわれのスタミナを少

しでも温存する手段はないものであろうか。 (HR)

雑 感

建築の Construction としての 一面を考えるとき ，

そ乙では li 然との対面を避ける乙とはできない。Con-

structi on  !ζ 際しては個々の現象に凶執した ，その時々

の対処をするのではなく，常 Iζ 自然を考慮したものでな

くてはならない。それが実際 !e現われたとき， 1自然へ

の)1国応」となるか， 11司然の征服」となるか，いづれに

しても別 ｲｾｩｩ な 「 向 然観」 一 自然の認 識ー 上 ｬζ 立つもので

あろう 。 したが って 「向然への)1臨むJ あるいは「自然の

征服」を主張する以前Kf l 然を認識する必要がある 。こ

のような ｾｉ 沫において ， 建築 家 ， 建 築 技術 者 は ｃｯ ｮ ｳ ｴ ﾭ

ruct l On に対して明確な自然観を持 っていなければなら

ない 。持 さんはいl然Iζ ついてどうお考えですか ?

(By )  

労 働 の 大 伽 藍

谷口さんの秩父セメント 第二工場の写誌を見ていたら

多分 ク ν 7 ーのものと 記憶するが 「労働の大伽磁J とい

うコい埼玉」、 っと(1んできた。乙れは近代建築火上巨大

なマイノレ ・スト - : ，/とな った p . ベー νγ スのタ ービ

ン飴にはじまる _ .i]!の A . E . G の建築ltH乙ささげられ

たコトパである 。なる担うまい乙とをい ったものだと東

めて見なおしたが，見れば見る程 ，いろんなリクツはヌ

キで，このコトパがピ ッタリする 気がしたから妙であ

る。かつての大寺院の建築と問機，現代では大工場建築

は名のある大池築家の手になるものが多い。お守と工場

のどとがどう似通 っているなどという刻11いセソ ナクはひ

かえても両者は何よりもスケ ーノレの巨大さという点だけ

でも ，ともにモニ ュメソトとしての資絡十分である 。現

実にその形をいつまで保つかは，乙のセワ ν ナイ 11寺代 lζ

保障の限りではな いが，少くとも何らかの形で，この20

世紀という時代の表現を後世lζ 伝える故も有力な建築の

タイ プの乍頭は工場建築だと忠う 。 (MM)

.  

'・



1 概 要

当所長期計画のーったる分機以維

工場は ，完成を目前κ ひかえて鋭意

工事を進めつつあるが，本主主家の特

徴としては鋼管を使用した乙とと厚

阪による全溶接構造としたことであ

る。

構造用としての鋼管は最近漸くそ

の価値が認められ諸外国において数

多くの実施例が紹介されつつあり，

後築学会においても鋼管構造小委員

会において検討を加えられつつある

状況である 。当所においても全面的

{ζ 鋼管構造を採用する ζ とにし，そ

の第一若手として分塊圧延工場建家

に応用した次第である 。

実施 lζ 当って鋼管構造の主主本的災

験を東大仲博士』ζ お願いし，かつ設

計ならびに施工について全面的など

指導を仰いだ。実路設計ならびに慌

毘は日建設計工務株式会社lι 依頼し

た。 また本建家は和歌山県建築裂の

ど指導を Ｑｾ て ｈ 召和 ＳＳ 年 Ｙ 月認可を 受

けわが国で最もIJ の大規模な鋼管主t築

の実現のえ11びIζ 至 ったのである ν

吐 建 家 の 規 模 な ら び に

仕様概要

本総家は鉄'ドi 、l' 米総の工場総領で

"/.Ci - 1  情 喉 憾 の 一 部

十

J

1

1

i

十

S

キ

す

唱

寸

忍 ，..- 司、、-_ーーー ーーーーーーー/7， O; 1 !" 1  

A 2 6. 0 . "  J ( )  ・.，

- - 前io

凶- 1 平 l商 図 ・ 断 面 図

|位置機 L11:;?: l  

仕 上

j告 熱 炉 棟 3，550 25t x  2台 L " A  L + A  E  大浪スレート 小法スレート

フスシートモルタ ラスシート

第 l 信望t練 1，807 65t x  1台 中t L + A  L + A  
ルのよ大浪 "  モノレタ J レ

第 2 砂 1， 590 50t x  1台 </>， L -+ A  L + A  "  "  

80t x  1台

ーー一一ー

圧 延 陳 6，870 
25t x  1台

中E ｌ ｾ ￆ＠ L + A  一人浪スレー ト アルミ浪阪

一 一 一 一

椅 空E 棟 4，523 10t χ 3 台 中s 中1 中2
'  

JI 

六 1

，(]J L … ・山形鋼 A .. ....9- 4 5 mmプレート

't ，.. .…主 材 径114- 140mm</> 厚6 - 1 0 mm終日無鋼管 ( S T K 4ll

ラチス 76. 2m m<t IV3. 85mm 屯 縫 鋼 管 ( S T K4 1)

小". .. .. 355mm</> 1'f- 16m m  紋円無鋼行 ( S T K4Il

午l自11.( りび lι 断rfnは図ー 1 のとおり

である b

隙見IJrmth. { 創刊鋼材 ，仕上材料，

)J I1設起一軍機の大時は表- 1のi血りで

ある ω

工争中の全鋼管構造( クレ - /' ガ

ーダ 一 等除く〕の村緩和ｾの→ ｾｩｬ を写

以 1  Iζ 示す。
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E 使 用 材 料

鋼管は S T K41の機械的性質を出

すため継白無鋼管，電縫鋼管 ( H C O

〉共に低炭素 キノレ ド鋼を使用した。

使用鋼管は全部自社製品である 。

1.使用材料の材質 目標

(1)化学成分

H C Oの社内規格および J 1  

S  G3440の化学成分は表- 2 の

通りである 。

(2)機械的性質

J  1  S  G 3440の機械的性質は

表- 3のi湿りである 。

2. 使用材料の化学成分・機織的性質

の実績

本総家 Iζ 1 J t 肘した材料の化学成

分および機械的性質の実績は表-

4の通りで，前述の材質目標を充

分満足するものである 。

IV 鋼管溶接構造物に関する

基 礎 的 検 討 結 果

東大仲教室に依頼し，鋼管溶接構

造物の基礎的研究がなされ，その報

告は学会 IC遂次報告をな されつつあ

り，本総家を施工するに当 って全面

的lζ 仲研究室の指導により行われた

ζ とは前述の通りであるが，現住ま

での報告されたものを要約すれば次

のどときものである 。

1. 鋼管i容接構造物の研究

(1) トラス談合部の液接施工主要領

a. 1jJ ] 断加工

ｾｉｊ 先加工の極類による影響は

認められなかっ たが肉厚が大き

くなった場合には全周に亘って

附肉熔接にする こと が望ましく

切口形状が規格化されれば特積

な切口を造り出す機械の採用が

与えられる 。

b. 溶接施工 と母材閣の角&

間: 材間角度は普通鋼板lζ 対し

て要求されている 60
0

- 110。を

守る 乙とが望ましい。とくに狭

い部分の溶接が要求される場合

は深溶込み溶接榛を用いると か

，k . . 径の溶接棒を用いて電流を大

きくし，運:榛速度を大にする γ

どの対策が巧えられる 。

88 

質 1 C  I  S i  1  M n  1  p  1  S  1  

ふC3J i- - P i t tit i-

ｉ ｕ ｬ ｩ ｊｬ ｧｾ￰＠ kg/mm.;  点 kg/m mo l 仲 %1 周 平 試 験

バ | 注 41 I  ｾ＠ 24  I 注23 I  %  D  

求- 4

法1:I  C  1  Si  I  Mn  服 強 さ | 降 伏 点 I J' 中

続 398 1 1 1029 1051 1465 1324 138 3 1

l¥i 1  xl0.0  IHCOI  0.14  1  -0.301  -0.54 1  - 46. 91  - 33.41  - 40.5  

無

ｭ ｬＱ ＰＱ Ｐ Ｑ Ｐ ＲＶ ｼ Ｐ ＴＸ Ｑ ＴＲＷ ｼ ＳＲ Ｐ Ｑ お ｾ Ｔ ＷＮ Ｖ ｜
管 xl0.0IHCOI  -0.11 1  -0.29 1  -0. 52 1  - 44.9 1  - 33.5 1  - 47. 6  

;Il 2 1 i O12 |024 1046 1471 |ω |24 1 1026D  

鎚

x4.0 IHCOI  -0.131  -0.26 1  - 0.511  - 51. 11  - 45.8 1  - 25.1 1-0.41 D 

2 i 1 013 1025 1om i464 1427 1ml |037D  

管 x4.2I
HCO

I -0.15 1  -0.301  - 0.54 t  - 47. 01  - 45. 11  - 29.1 1- 0.38D  

l証〉継目無鋪管と培縫鋼管の間に降伏点. JI ドぴi l l ! 1 C差異が見られるが. c . れは也縫製管中の冷11lI !il<型

加工硬化の影響および両者の肉厚の相違 ｉｃ もとずく断面積ｾによるものである。

街l量

図- 2 試 験 体

(2) トラ ス部材の相互肉厚の関係

トラス接合部材の肉厚(2.4m m)

が被接会部材の肉厚 (7. 0 m m)  

I r . 対して非常 IC小さい場合は薄い

却材の局部凶廊が溶接部の{ 法域よ

り先行 している 。実験後の解析に

よれば，接合部lζ も4. 5t/ m m" -

5. 0 t/ m m2 の応力が作用してお

り，溶接部については， 一般の溶

接と同様に考え

ても 充 分 で あ

は被接合部の局部倣嬢が先行し

たが，乙の場合も溶接部は充分

安全である 。

(3)組立科{ 波域試験

本建家lζ 使用した小嵐トラス

の一部と I百l一寸法の組立材によ

り，破壊試験を行ない応力およ

び歪測定をした。組立材の7惨状

っ法は図- 2の通りである 。

試験結果は表- 5の通りである 。

る。やや肉厚の

大きい (4m m)

同符の管の場合

十 世 士十 lf |

.  
- 4 
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本試験lζ 関する解析は近く発表

される予定であるが， 表- 5中予

1m，政域荷重は本建言誌の構造計算通

りの場合の荷重であり，実際の破

壊荷重が大きな他を示している ζ

とは本建家の計算が充分安全であ

るζ とを示すものとヨ5・えられる 。

V 設 計 概 要

本雄主主を設計した当時は鋼管構造

の計算基準が明かでなく，また構造

j持鋼管の基礎的笑験も充分とはいい

縫い状況にあったので，使用鋼材量

。印 揖..， ， Ｍ ｾ Ｎ，＠

'‘ 3- 1..'  ｾ＠ .‘ 
回. / お叫 6) 410

1.1+ー‘ R 旬

ヲH 司ー“ A

前 .I? -，" 

3‘Z 宰B- ιs‘'

関- 3

る。

部材端部は半球を溶接し管内部と外

部とを絶縁したが，乙れlζ よって管内

面の発 ｾｾｊ を防止したＨ 写 真 一 Ｒ 参 ｬ ｜ ｾＩ 。

接合部材の部材端の開先は東大仲教

俊の研究により切断したまま を使用し

Tこ。

仕口はできる限り単純化を計り，多

量生産 IL適するようにした。 ( 写真一

3，4，5参照)

継手はイ : / jナート リシグによるとと

とし厚さは付材と 同ーのものを使用し

7こ。

の節減を多少犠牲にしても構造物の Vl  施 工

安全設計 fC重点をおかざるを得なか 本態系の鉄骨加工( 現物溶接鮫鋲を

写以- 2 郁材開右半球ならびにガゼットプレー

トとの取合

ったo 1 ' l 1 l ち先ず「許容応力度」とし 含む〉は川崎重工業妹式会社において 写真一 4 繋ぎ材取合ピ ース

ては S T K41を使用し S S41とほと 施工し，建築工事は鹿島建設株式会社

んど変らないκ もかかわ らず， S  S  で行なった。鋼管構造の特殊性を列挙

41の%と 押えた。また挫屈係数 ω は すれば次の通りである 。

約50%増しの値をと った。 1 . 加工の考え方

構造形式としては工期の関係もあ 部材加工組: 1 1 : は主として次の理由

って柱，布li 組については型鋼材 κ ょ にＩ，ｾき治共を高度に使用し製品精度

る;形式を採り，小尾トラスについて のj勾 化 と 作業の合理化を計った。

は鋼管の加工その他を考践して図ー (l )1oJ 相I多-t北部材として取扱い可能で

3のどときものとした。

鋼管建家としては過去において満

州で当社が実施した例があり，その

ときは ガゼットを使用した。今回は

加工その他困難も予想されたが，今

後の発展を考えて溶接構造を全雨的

lζ 採用した。

お11部について2，3述べるとととす

ある o ｾＺｮ Ｍ 5  繁 ぎ 材 取 合 ピ ス

(2)浴後構造であるからその仮付作業

は何等かの冶具によると とが有利

である 。

(3溶名材が幾何学的形状( 同心円) を

もち平面と I直線で接するため現図

を必本と して製作される冷具を不11

川しやすい。
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(4)切断面は総て複雑な曲線を形成

するため罫15加工作業は一定の

型を使用する乙とにより粘E伎を

向上する ζ とができる 。

2. 切断; 台具

切断作業は" J f iEな限り治共により

精度の均一化を計っ た。定寸切断は

山り冶具を使用しグラインダーソー

によった。

図- 4 な ら い 切 断

写真一 B ならい切断による材端

鋼管相互の取合個所は管径，角度

lζ より複雑な曲面となるが，すべて

皮肉作業により求め，乙れにより作

製した切断型を用い「ならい切断J

を行った。 ( 図- 4，写真一6参照)

3. 組 立

冶具組立という考え方は，作業合

理! 化のための必礎条件であり ，鋼管

型鋼いづれの構造を問わず採用する

ことが望ましいが，溶接構造である

という函から不要な取付治具の仮付

を廃する乙とが可能となり，また製

品の品質管理を機械的におこなうこ

写真一 7 トラス前n組立状況

90 

写真一 8 池 て 方 中 の 鋼 管 精 進

とが可能となる乙とは明である 。総

綾による 歪みの問題からも絶対に必

要とい う乙とができる 。

トラス 合掌の冶具組立は次のどと

ｾ ￟ くに行なった 。 すなわち 冶兵設置場

所は水平蜂巣定盤上である 。定盤上

Iζ 構造の現寸を画き ，それに恭き組

立冶具を設監する 。取付冶具の間隔

は溶接による縮代を考慮、して正規寸

法より若干長くした。( 写真一7参l!の

本建家のトラスは半分づつに分け

て組立作業を行なったのであるが，

溶接に よる縮代は下記のどとくする

のが適当 である 。

長さ方向( 実長約16mκ 対し)

+ 5 mm程度

巾 方 向 ( 笑 長 約1，350m)

+ 4 mm 

トラス ， トラス 受けガ ーターな

ど長いものは型鋼に比して商外方

向の抵抗力が強く，現物の振り地l

しが容易である 。また輸送( 大半

陸上巡送) による部材の曲り は全

然 な し 鋼 管 構 造 lζ 関する限り手

直しを必要としなか った。

Vl l  使 用 鋼 材量

本建家 iζ 使用した鋼管の量は表ー

6の通りである。

型鍋 lζ よるもの と鋼管によるもの

との比較を本建家精鐙株についてい

えば表- 7の通りであり ，即ちトラス

部については型鋼の61. 25ぢであ る。

ただし乙れは本建家についての比較

であり ，許容応力度を普通鋼材 の %

本建家の トラ スはスパン30mであ にしてのととであり ，かっ椛造物の

り，工場において仮組立を行う乙と 架檎型式をほとんど従来の ものによ

が困難であるため 2 つに分けられ ったためとにより ，各構材は過大κ

た組立材について加工完了後村密検 すぎた と考えられる。本建家を施工

査を行なった上発送したが，鏑管格 した経験によれば使用鋼材は今向急

造においてはとくに加工後の寸法検

査は厳重に行わねばならない。

4.建方作業

表- 6

線 量IJ

圧 延 線

第 1， 第 2 沼気棟

精 整 棟

計

速に i減ぜられるべきであり，加工単

価の値下りを考えれば充分型鋼構造

に対抗できるもの と考えられる 。

柱 ( t ) ¥占3244Tt1 ¥
計 ( t )

174.
4  

34.  "  
123.守

129.
0  

411. .  

275.
0  

709. .  

.  
・争

-.  

，.  
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表- 7 7 ン グ ル 式 と パ イ プ 式 の 比 較 〈 精 事 堅 持 )

¥m 結 霊関玄"  

ｾ＠
木建家は鋼管構造 として はわが国

最初のものであり ，その面から 建築

基準法 との関係、もあって強度をおさ

え十分安全なるどとく設計 したので

あるが，今後は S S41と同様の強度

で設計でき るものと考えられる 。

従って，使用品も減少するし，ま

たパイプの構造材としての有利性を

出した トラス の型式にする乙とによ

り，鋼管構造の有利性がでてくるも

のと三号えられる 。

綾後K . ，乙の鋼管構造建家に関し，

東大仲教授はじめ日建設計工務，川

崎重工， 鹿島建設各伎のご懇切など

指導，ど協力を賜っ た乙とに対し，

深甚の謝芯しを表する次第である 。

( 術者 tl' ;友金属工業K K

開歌山製造所絞術商: 長)

写真- 9

第 2 電気棟パイプ

J トラスJ . I ! て方状況

写真一10

圧延械のパイプトラス
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E霊ヨ

芳5 鋼 で， ど豆王

エ 場 を，

川 鉄 商 事 株 式 会 社

魚 崎 工 場 技 術 部 長

1. は し が き

約五t形鋼は ，長j 'I ，急激に関心をもたれてきましたが

悠築物，乙と {ζ 工場 iζ おいて，どの蒋& の規絞まで j依

j E形鋼で造り得るかという乙とは， 一つの大きな研究課

題でありました 。

私ども川鉄商事総式会社魚崎工場では ，li Uj 三年前から

較は形鋼を製造しておりま すが，上記の疑問 IC答えるべ

く，ζ のたび，軽昆形鋼による大規伎な工場一一将位形

鋼成形新工場 Ｈ ａ ｾｏ の建築を計画 し，昨年 Ｙ 月末者コこ，

本年 2 月上旬 lζ 完成いたしました。

以下，ζ れについて ，いろいろ述べて，ど参考 IC供し

たいと患います ，

2. 計 画

与えられた敷地内 IC，できるだけ大きなものを建てた

いと考え，建築基準法による建蔽率の関係から ，スパン

は 40 メート ノレ，桁行は 60 メート ノレをとるととにしまし

た。法規や，敷地が許すなら ，スパジ50メートノレのもの

でも ，やってみるつもりでした。なお，ζ の酋側 lζ B

ｾｩｉｩとして ， 17メー トノレ x 25 ・2メート ノレ， 1階はクレ-

Y 付倉庫 2 階は事務所お よび原寸場をもっ建物を設け

ました。

以下， ａ ｾ 車のみについて記します 。

構造設計上，留意した点は，次の通りです。

1)  赦地が，海岸の防潮堤iζ 接した枕i疫にあるので，

ｾ風時には ， 窃状の Ｗ Ｑ＼滴混りの風が吹きつけ，速度 ｆｅ も

倒当大きくなると: 壁、像されるので，全而(l ' - J IC，Ｓ ＰＰｫｧ Ｏ ｭ ｾ＠

の法度r E を係用した。

2)  績雪量は微量であるから ，検討しなか った。

3)  C 形鋼 150x 75x 25，厚さ 4. 5 mmのもの 2 r合

わせを主とした ハ

4)  匁格は ， 2 絞ア ーチで，建築物全体の剛性を大き

くするため，尾綴商のプレーν ングは ，C形鋼を用い，
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ま で 大 き な

三EaEZz  

り 得 る か

森 田 康 次

とくに問桝κ は，プレーν ングを充分に組んだ。

5)  地検は砂l丙で，よく締まっているので，地耐7J 長

期l Oton/m"怠角 世= 40。を採った。

6)  柱脚における水平カは，工場設備の関係上，繋ぎ

架を入れるととができなかっ たので， 注目安および桁行地

中梁の降僚により低抗させた。

3. 施 工

何分，初めてのととであり ，f也lζ 例がないので，いろ

いろと研究も し， また， 苦心もいたしました。もちろ

ん，普通の鉄骨工事と同様の とζ ろは，多分にありま す

が. とくに筒怠した点をあげてみますと ，次のと とが ら

です ψ

1)  粍 ldであるので，工場で加工した部材を ，現場へ

辺ぷ際に ，仰け たり ，Ｍ［￭ｾんだりしないように ， 十分 ｩ 主意

しfこ。

2)  アーチは ，- ) 卓約 3 トンの重さであるが，乙れを

6 等分して現場1C: i TI ! び，現場でこれを地組して 2 つのプ

ロヴク lζ し，それぞれをポーズで吊り上げ，真中を支柱

で支え ，ボルトで仮締めをし，後，iI三機接を した。

3)  アーチ型ICするには ，C 形鋼のブラシデの一部 を

扇形ICガス で切りとり ，後，冶具ICそわせ，万力で所要

の半径に rlll げ，切り取った部分を溶接した 。

4)  I両外挫開を心配して， 最初のア ーチをあげる l時に

は，別 lζ ポーズ 2* をそわしたが，厚 4 . 5 mmのC 形鋼

を使 ったので，問削= が期待でき. 2 向同からは，もうポ

ーズをそわさなか った。

5)  熔t蓄については原寸で一部分の型を作り ，Iltl げ，

引張りの強度試験をし ，一応の自信を得てから ，行なっ

Tこ。

6)  防鋭については，とくに儲怠し，素材のとき と，

溶接，*J13'[ した後などと ，少くとも 2 回，防銭塗料を綿

密にお金り ，I汽ちに仕上げ塗料を入念に主主 ったη

ｾ＠ .  

.  
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コンヲソート耐引I D. 路 b

3毎 F撃

4. そ の 他

災施 fC当っては，大阪大'''t 鷲尾博士，神戸大学伴博士

のど指導を仰ぎ，また， 建物ができてから ，実際f L 救荷

i試験，その他の実験が行われました。紡巣は良好のよう

ですが，近い機会 lζ ど発表願える ζ とで しょう 。

なお，結果から見て， いえる ζ とは，

・プレーν ングf L C形鋼を使 ったととは，効果が大であ

ると と

・小策，繋ぎ梁が，剛性維持iζ 役立つているとと

・アーチの脚元から ，腰， 肩へかけては，カーブよりも

む しろ，直線にする 方が，仕事も漢であり ，メY パー

も，経済的に済むようであるとと

などであります。使用鋼材況は，普通の鉄骨造の場合の

609ぢ位だと思われます。

5. 概 要

所 荘 地 神戸市東灘区魚崎町浜横民

数 地 商 務 2，4∞平方米 (727. 2坪〉

主 要 仕 上 4，284平方米

主体構 造 軽量形鋼造，平家姥，張関40米. 桁行ω米，軒高9. 85米

高 13. 79米

極 相4 大波型カ ープスレー ト，一部ポリエステルm!>>強化大

法桜

外 壁 レヂ ノ 鉄板 ＲＸｾＳＧ x 7' 一郎被製 スレート

腰 鉄筋コ ンクリ ート 逃モルタ J レ地仕上 げ

組 共 川鉄商事株式会社魚崎工場製サッシ続犠形銅製liil

ｉｾ、 コンクリート打鰻押え仕上げ

'f，t 民投i f i I Ｕ トン起 軍 機〔 受ｾ ， 柱は続慨形鋼造Ｉ

使用鋼材 最

軍事. 最 形 鋼 C  - 15Ox 75x 25x 4.5  C  - 15O><75x 20x 3. 2 

C - 100x 5Ox 20x 3. 2 C - 1∞x 5Ox 20x 2. 3 

C - 9Ox 45x 20x 3.2  C - 90x 45 x 20x 2. 3 

C - 75 x 35x 15x 2. 3 C - 75x 35x 15x 1. 6  

C - 6Ox 30x 10x 2. 3 C - ω x 30x 10x 1. 6  

小 計 105，∞5kg  

その他の鋼材 14，995#  

合 計 120，αJ O# 

( 坪当り 165kg)  

設 計 小 笠 原 述 祭 事 務 所

施 工 株式会社 生 主E 社

鉄 エ 株式会社 盤 南 製 作 所 ( 以上〉

開 組 内 部

軸 制l I帽 而l

内部 ・天井 IC白く見えるのはポリエステル樹脂強化大波板

鉄 骨 強 方 :1'
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A 棟 ( 成 形 工 場 ) 一 般 図

94 

平 面 図

南 側 立 面 図

東 側 立 面 図

川 鉄 商 事 株 式 会 社 魚 崎 工 場
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A 棟 構 造 一 般 図

A 棟 構 造 詳 細 図

1

1

2
、
均

|

.  
.  
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魚 崎 工 場川 鉄 商 事 株 式 会 社
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566

0

C の蒸汽を使用する新鋭設備を

採用，同容量の設備 4 誌を建設し，

総出力 ＶＲＴ ， ｏｏｏｋｗ の ｦｾ［Ｎ 能 ， 出ブ ｊ と

もに優秀な大発電所である 。

ts l 期の主要機告書は米国より輸入

すると ととし，昭和32年 1月より杭

打工事に者手 し， すでに第 1 期は l明

和34年 4 月より発信を開始してお

り，全部の完成は明35年 3 月の予定

である 。

銀色の煙突 4 本を背景1(. 木津川尻

lζ 出現した巨大な白銀色の建物は，

すでに市内各所より望見できる 。そ

の主要設備の概要( 各矧) は次のと

おりである 。

i'¥ 也t

容量 542Tj H  

汽圧 172kg/c m" G 

汽浪 568'・Cj 541・C 丙熱

汽 機

容l:'i: 156. 250KW 

汽圧 169kgj c m"G  

n温 566
0

Cj 538・C丙熱

発 電 機

容量ｾ 192. OOOK V  A  

( 水禁圧力45ポンド〉

屯圧 18. ∞OV  

変 圧 擦

容量陸 190.収l OK VA

電庄 1次 17. 2∞v  

結 線 1 次 d. 2 次 Y  

2. 設 計

在来の発電所1(. 比し，画期的な蒸

汽条件を採用したため，第 1 号機は

設計をクェスチングハ クス社( 技術

顧問会社ギノレパー ト社) に依頼し，

米国の最新の技術を導入する乙とと

なった。

これに伴い，建物除l係も機器の配

置，荷重の関係あるいは配管の系統

経路等，機標の設奇! と密接な関係が

あるため，本館主体構造( 鉄骨およ

び主要床) の設計は機穏関係ととも

に米国において行われるとと となっ

7こ。

その他基礎，外嵯関係，尾根姻り

あるいは各種仕上および餅突その他

の附属建物等はすべて日本側の設計

で， 関西電力建築課と建設所におい

て行なった。

上記設計分担で進められたが，何

分結局は一つの建物の 乙とではあ

り，相関不可分な商も多く ，日本と

米国の距離は協同設計ーにはいささか

遠きに過ぎ，連絡技術者と して筆者

が 7 カ月余滞米したのであるが，資

料の交換，文替の往復には想像以上

の回数を要し ，設計資料が満足に整

わないのに加え，設計の進め方や生

J  



...... 

.  .  

.  .  

活慣慢の相違害事より来る数多くの閑

燥の中で設計は進められたが，当方

の要求し予定 していたようには設計

は進渉せず，限られた工期内に施工

を進めるためには Prel i mi nary の

図而で施工する等，相当無理をして

施工しなければならなかった 。

なお第 2 ， 3 ， 4 期はそれぞれ原

則的κ 第 1 期と岡ーのものであるの

で， 建物について も総て第一期に倣

って製作，施工を進めた 。

3， 敷 地

当発電所敷地は大阪港南港域，木

津川河白書s南岸lζ 佼間し，昭和 9 年

- 1以下の閲に O P + 3 mまで造成さ

れ， 現在の地盤oP  + 4，5 mまでは

建設に併行して遂次感土し，治; 上げ

を笑施 したものである 。

敷地は大阪沖積三角洲の南端部に

位置し ， 沖積照の 基盤がｾ頭部 』 ζ 転

移する地域 IC属 しているので土質に

はかなりの変化があり ，法線以下で

年間2 0 mm前後のちt下が今後も予想

され，加えて地盤下2 0 m前後にわた

る粘土のjモ密は計算上約 2 0 0 mm I C 

上る乙ととなる 。

とれは礁問たるべき建物の基礎に

ついて多く の問題を含んでおり ，造工

日軒高法 の決定IL は最も苦心、を 要し

fこ。

4. 基 礎

前述のどとく 主主磁の設計 IC当っ

百ケ三所二二二---. . .嗣~『「』ー
l  2  3  

平司||「- 孟〉
一ｾ

923 本

本

本 館 1，096  995 

タ ー ピ ン 台 1ω 108  108  108 432  

m geL E壬 w. 35 25  35 25 120 

煙 l1i 104  104  104 111 423 

!ll 郁 ;田
101 101 101 101 404 

サ イ ロ
109  111 109 107  436 

他 Ic l j I務所 130本 タラッシ ャ ｾ ， 32本 ｾ＠
本

6，020 

て，いかなる種類のぷ磁を探用する

かは ， ｾめてＢｩｬｩＺ要であり ， かつ板めて

悶難な問嫌であった。まず専門の調

査機関lζ 依頼するとともに荷意分布

の実態を知る必要があっ たが，米同

側では全然当発電所の荷重を提供し

得 る段階でなく ，類似発電所のもの

を提供するのが精一杯であ った。

しかし発泡開始の目標は動かし得

ず，着工時期は迫ってくる乙とでは

なお池質は軟弱地維の Ｍｾ ｾ ｬｴｾ であ

り，杭支持閉 までの約2 0 m'ま1
1
1
1秘粘

卜'.1Mで，その内上部 6 mに納砂1Mが

あり ，その下の ν ノレ ト!柄 は流動性軟

弱士で， その合水比は液性限界lζ 近

く， それ以下の粘性土 も 鋭 敏比?，1: i

<. 4 - 8 を示している 。

そ乙で粘性土の術繋による土の軟

化を防ぐため，合水比を下げる目的

で，径 25cmのすシドパイノレをク 才

あり ，ケーソ: : ' / ，クエノレ，木杭，ペ ; ータ ・ジェッ ト法により深さ 1 6 mま

デスタノレのいづれを採用すべきかを、 sで造成し ，1-::，/ド ドν - : :，/とク エノレ

決定する必要 IL迫られ，エ'1:'1，工期 ポイ γ ト( ライヂ先端まで 8 m) 工

を勘案 して検討を進めた結果，不同 淡を併せ実施 した 。

沈下を避け得るならば，全般的なあ ペデスタノレ杭打を実施した箇所お

る程度の沈下は止むを得ないという::j 1よぴ本数は械の通り 。

結論lζ 達し，試験抗を打込み荷章試 -wVi 各期の不問は機器配iRの関係，お

験を行な った結果，最終的lζ ペデス〈:;i ，よび地盤の変化による憎杭処置によ

タノレ杭採用 と決定 し，外的伽 m，L，ivるものであ る。

i: J  _' J  

主筋φ1 9 mm6 本を用い，O Pー2 3 m - ， _， 5. 発 電 所 本 館

前後の砂混り疎開 iζ 逮せしめ，杭耐

(5， 1) 規 模

力は長期で45 トγ を採用する ζ とと

建築面積 延面積 容 積

しTこ。
都 1期 4，185 m

2  
l1，569m

2  
126，279m

3  
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第 2 期 3，926 11，581 124，572 

第 3 M 3，555 10，俗8 114，705  

第 4 期 3，985 11，533 124，525 

Jt 15，651 m
2  

45，371m
2  

490，081m"  

(5. 2)  構 造

恭礎 ペデスタ ノレ杭. 鉄筋 コγ クリ

ー ト二重徹

躯 体 鉄 骨 造

床 鉄筋 コンク Y ー し お よ びグ

レーチング

屋 根 浪 鉄 板 下 地 鉄 筋 コシクリ ー ト

防水 ピニロイ ド，ノレ ーフィγ グ

外壁 アルミニクム板，一部鉄筋 コ

Y クリート

内接 鉄 筋コγ クリ ート ，プロ ッグ

およびスレー ト

(5. 3) 基 礎 盤

火力発電所は一般建築物で考えら

れぬほど膨大な荷重が部分集中的1(，

配置され，それに対応した基礎杭の

配列は不可能であり ，ために最小等

間隔配列となり ，基礎盤において伝

達配分を負抑. せざ るを得ない，その

ｾ Ｎ＠
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外 壁 取 付 要 領 図

ため極めて強大な盤を形成する必婆

があるので底盤 と上般を設けて 中閣

を空洞とし ，地中梁を法盤自に配し

て上下盤とともに I 型梁を構成 して

いる。 ( 標準基礎盤詳紛図参J!;の

、

は間住等の配置を仮定し て. J!li ¥)王空自

による 計算を加味し て柱，梁を設計

した 。その後外壁材料，取付方法等

の決定』ζ 伴い，当社において骨組 と

組合せて追加設計を行な った。

ただし施工商に若干問題もあり ， 乙のような区分設計を行な ったの

今後の研究謀長画 と考えている であるが，設計，施工面とも多少の混

(5. 4) 鉄 骨 乱は避けられず，とくに 数回lζ 渉り

前記のとおり主体鉄' 筒の設言|はギ 到来した設計変更や追加には製作者

ノレパ ート 社κ おいて日本の供l係諸が、 ともども一音を上げる始末であ った

令』ζ 合致するよう 設計され，日本で 構造上の特異点を上げてみると ，

製作した。ボイラ支持架桃は ボイラ a ) ボイラ室側 とタ ーピY 室側とは

製作者C . E. 社がボイラの一部とし 構造上別個の架構をなしており ，

てその責任において設計さ れ，かつ ノレーズコネク V ョシを設けて別々

製作されたものを輸入した。 1ζ 計算が行われ，ボイラ側の荷重

また間住，胴縁等外壁関係は材料 はボイラ架檎のみで受持ち ，パ γ

その他の検討に手間とり ，米国の主 カ等の影響は及ぼさないようにな

体設計 l時期 1(. その方針を決定し得な っている 。

かったので， ギノレパー ト村 において 乙 れは 契 約上の問題や 設計を イ ｬ ｾ

4  
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進するためなどの事情で，乙のよう

な架構型式を主雇用したものである 。

b ) ボイラ室は ボイラ支持架橋と

体とな っているが，設計はギルパ ー

ト社と C . E. 社に区分されて行われ

たもので，垂直，水平荷重を相互に

述給して別々に行われ，水平ゴJ の大

部分はボイラ支持架檎がプレ- i /: ; / 

グによって負担している 。

c ) ターピγ 室側はプ ν - νγ グを

とれない架構が多く，それぞれ条件

に応じラ ーメン構造を採用した。

タ ー ビ ン 宣 言

あるが，防音効果と 壁面の保護を考

J越して，吸音ブレキ ν プノレボー ドを

運転床上一定高さまで貼付けた。

ζ の室は， 1 ， 2 号聞と ， 3 ， 4 号

間にそれぞれ 1 室あり ，ゴ シクリ ー

トで図まれた室lζ 防音扉を設け，壁

lζ 吸音材を使用して騒音より隔離す

るとともに ，単独に空気調節を行な

っている 。

(5. 7) そ の 他

2 階，3 階その他若干の コンクリ

ー ト床の他，床，階段ともグレーチ

ングを使用している 。乙れは l経泣で

あるとともに鉄骨工事が終れば直ち

鉄骨量は大体次のとおりである 。

またパネル取付用小ねじは強度上 IC敷込め，岡i刷 ζ 使用できるので機

52 S  H 材を用い 6 世ナット締とし 器据付lζ も使であり ，工期短縮の利

建 物 関 係 | ポ イ ラ

( 園内) I  支持鉄骨

計
Tこ。 点もある 。

第 1蝿I 3. 530屯 I 6∞屯 I 4. 130屯
アルミ使用の際問題となる兵種金 ゴジクリ ー ト床の仕上は巡転床の

第 2 却! 3. 320 I  ，!( 630  I  3. 950 
胤接触による電蝕については，外部 磁器タイノレ鮎の他はほとんどフエロ

第 3 聞J 3. 1∞ | ωo I  3. 7∞ 
は海洋性の大気にさらされるので， コン仕上を行な った。

常 4 抑j 3，4∞ l ωo I  4. ∞o  

13. 350屯 I 2. 430屯 1 15.  780rti  

サッ ν はジ γ カーl苅錆を施し，額縁 石炭パンカは 3，000 屯以上の貯炭

廻りはボ y デ鋼板を使用，錆止めに が可能で，全鋼板製の内部にガナイ

，.伺1以外のボイラ支持鉄骨は輸入 ジンクロメ ー トを塗装し，さらに泊

したが，第 2 期は工期の関係，その 性ペジ キで仕上げて いるので ， ｾ蝕

他の事情により国内で製作された。 防止は充分と考えられる 。また 11同縁

米国ではほ とんど W i de Fr ange型 アジグノレとの接触部は室内で常に乾

鋼 ( 1 でなく 工型) を使用してお 燥状態 ICあり ， 鉄部はペン キ 2 回

り，日本でそれを得るには厚板を熔 塗，アルミは前記焼付塗装であるか

接して型鋼とする他なく ，厚5 0 mm らまず心配ない。耳元付小ねじとの接

以上の厚板についで各種の熔接試験 勉部はとくにジソクロメ ー トを塗 り

を行な った後，新三菱神戸造船所に 万全を期した。

より輸入品と| 百l様1[. 製作した 。 しかしながら工業地帯の中心にあ

なお建物全長 220 mIC もなるので るため，煤煙中の炭紫粉あるいは. < l l i

2 - 3 期の中間で基礎，鉄骨，屋綴 硫酸ガス等にも無関心ではいられな

を通じエキスパ γν ョシ継手を設け いが，乙と IC工事中の コンクリ ー ト

た。 工事や左官工事の施工工程との重複

(5. 5) 外 壁 により飛来し附着するセメシト汁や

ト・ライニ Y グを施し，ホッパ 一部

の下部 3 mは18- 8 ステンレス内貼

とした。使用したクラッドスチーノレ

は，ホ ッパ部厚 l l mm，仕切壁は 7

m mで，何れもステンレスは S U S

7 一厚 2 m m，母材は D P - 50を採

用した。

換気は壁面の可動ガラリと屋上 IC

据付けたエアム ーパ型の重力式自然

換気装置により ， 内外気温差 20
0

C

として 15 回以上の換気を計っ てい

る。もちろん高温のボイラ室1[. 重点

を置いて配置した。

6. 煙 突

外壁材料は耐久性の問題，重量の セメント粉による悪影響等に対する 煙突はペデスタノレ杭打の上，径20

軽減，工費等を比較検討の結果，軽 対策は今後に残された課題である 。 mの八角形鉄筋コンクリ ー ト基礎盤

合金板を使用する ζ ととし，アルミ サ ッν の防錆は脱脂，脱錆の上電 IC，底径 7 m，頂径4. 15m，高 さ地

ニクム ( 3 S ) 舟C1. Ｒ ｭｭ で ｾｉ のど 気 メッキを行ない，さらに A C Pパ 上7 6 mの鋼板製全熔接構造を探用，

とき1111面i板を成形加工し，下地は脱 - ' 7 ジン処理を施し，ジシクロメ ー 鋼板厚は26m mから 6 m mまで使用

脂を行なった上，塗装下地としてク ト，アルミペイントを塗装して万全 し，総重弘約180屯である 。

ローム酸被膜処理を施し，耐候耐蝕 を期したのであるが，上記聞綴避け 内面は K Dセメントを使用して，

性を柏すため表面にタイ コー ワニス がたい問題がつきまとっている 。 上部は厚く下部はうすく平均厚7 0 m

を外商 2 回，内商 l 回塗装し，紙快 建物の外局は高潮時の波浪を考慮 m のガナイ ト・ライニシグを施し

かっ優美な外観を形成している 。 ( し床上 3 m までコンク 3 ー ト壁をめ た。

外壁取付要領図参照) ぐらし，外部出入口には O P + 6 m 錆止に 耐熱塗料ベースミ γ を佼

主食装は l次付を行な った後赤外線焼 までの防潮扉を取付けている 。 用，仕上はアノレミペイシ トを 採用

[f を行なった。 ( 5. 6) 中央制御室 し，頂部約 3 mは黒色とした。

なおほ とんどが ν ングルパネルで 向動化された発電所の心臓である なお l頁部歩廊の他， 煙道口の上に

101 
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日

。

ロ

ロ
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m 、ぷf

口

市イラー 室

。市 ロぅEKM
只マ

l  句 予 軒 割

ｑｾ 小 口

発電所運営上のサ ービス機能をま

とめた附属事務所は鉄筋コンクリ ー

ト造 4 階建( 延3，675 m
2

) で無梁版

構造を採用している他，仕上，色採

調節等設計，施工の特色も多いが，

紙而にも限りがあるので，特高開閉

百rr ，. i i l l 炭変包所その他十指11: 余る附

属建物とともに別の機会にゆずる乙

ととし，長後』
ζ 主な施工業者をH(! 介

して乍を十! ? く 。

K . K 間組( 太i下車11，東

京鋼 板，大 呉 興jlt ，三原

ｾ業 ， 他Ｉ

(非l 杭打共〉

K .  K. I!l J他組( 太洋組)

日
J立造船 K . K.  ( 日本橋

梁，科木鉄工所)

杭打工事

鉄骨 工事

m m 

建築工事

図函

附属事務所，他

床 ( 3階) 平

7. 

転

煤煙濃度計を取付け ，その測定周歩

前Eを設置した 。

なお上部筒身は目立造船K . K . の

設計施工で，当社より設計条件とし

て，建築基準法によるが，共振に対

する 計算: を加え，ライニ Y グなしの

筒身援み訟を 30cm 以内 とする 他，

疲労，腐創!等を考慮、するよう 指示 し

た。

還

以上

駿)議岡建築係長( ^れ者

かつ;阪動実験を行な ってれリ4を有' i ii

認するとととした。

月 引J ｾ＠
ｚ 鷺号ｾＮＮ場。ｾ・ＺｅＭｾ

建築材料の選び方使い方の専門誌

建築技術者と材料業者の必読・脅

A C I: 

大 阪 市 南 伊 東 拍 車 個r 3  4 品 j 自

T  E  L .  (27)  0822 ・5712 ・6012

撮{ 1 '
.  

，A: 阪 2 1  1  1  3  

東 京都中央民日本情本町 4 r臼5 品I由

T E L .  (24) '5  3  2  0  
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生 産 性 に お け る 工 業 建 築 と 建 築 技 術 の あ り 方

工場全体計画の問題点と建築の位置

フレキ シブJ [.. な計画

建築技術者あるいは コンサルタ ン トエン ジニアの参画

工 期 の 問 題

予算的にみた建築費と機械費との比較

メインテナ ンスの問題

法 規 の 問 題

プラナーの教育

そ の 他 の 諮 問 題

と き u付利34年 5J J 30Ll 午後 11時半- 41時半

ところ 近畿建築会館会議宣伝

出席者 Ｈ Ｕ Ｐ 音 ｊｉｉｾＩ (敬1司、略)

安部 章 ( 松下tj よ機産業K K胞設課長)

柏 木 政 俊 ( 富士製鉄 K K広畑製鉄所工務部長)

草 野 美 男 ( 八幡メタルブ 才一ムK K常務取締役)

坪井 太郎 ( 八幡製鉄 K K管理局第二部施設謀長)

土居 徳一 ( 大阪瓦斯K K取締役資材部長〉

古田 一男 ( 東洋紡絞 K K常務取締役)

宮井喜世次 ( 大阪瓦斯K K飽設部長)

山口 由美 ( 住友化学工業K K大阪製造所副所長

常務取締役〉

吉田 良質 ( 住友化学工業K K工作部長)

〔建 築 側〕

稲 垣 殴三 ( K K大林組常務取締役)

木 村 精一 ( 清水建設 K K大阪支j芦設計部長)

高橋 慶夫 ( 大阪建築事務所専務取締役)

塚 本 猛 次 ( 日建設計工務K K常務取締役〕

東畑 謙三 ( 本会副会長 ・東畑建築事務所所長)

中川 宗治 ( 大成建設K K建築課)

中出 定夫 ( K K竹 '1" 工務庖取締役)

前田 敏男 ( 京総大学工学部建築学教室 ・教柊 ・

工博)

鷲尾 健三 ( 大阪大学工学部構築工学教室 ・教掩

- 工博)
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東畑 夜、，当協会の副会長をしております東畑でどざい

ます。編集から訴のあった乙の企剛ILつきましてど賛同

を以き， r' E阪各伎はもちろん速くは八械，官ー|ゴからもお

占悲し下され， E2: くお礼申上げます。ど斡旋T} i きました大

阪工業会の野間常務理事様にも厚くお礼申上げます

乙の担任談会によ って，私ども建築技術者として工場建

設途上においてどう反省すべきか，どういうととをお願

いすべきかとい った乙とがつかめますれば幸甚に考えま

す。ζ の凶談会が効を奏して回を重ねる乙とができ，い

くらかでも日本の工業界 lζ 寄与できたら幸せに存じま

す

簡単ですが，お礼と希濯を述べて挨拶といたしますu

それでは司会を京大の横尾さんにお願いします。

司会 きょうの問題は「生産性における工業態築と建築

J的障について」であります。まととにぼう大なる問題で

ありまして，私の非力で乙れをまとめあげられるかどう

か憂いている次第ですが，何分よろしくお願いします。

まず第一のテ ーマ「工場全体計画の問題点と建築の位

i?，' j から始めまし ょう。

工場全体計画の問題点と建築の位置

戦前と戦後の工場を比較してみても ，j成ili:;t ー トメ ー

ν u ンの発迷や;施設の拡大化など戦前の工場に比べて相

当変ってきていると思います。まず乙の計画の首iでとく

に建築と闘係、のある点を企業似肋〉ら何かど発言願いま

す。まず製鉄関係の方ーから願いまし ょう。

一 製 鉄 工 業 関 係 一

坪井 大体技術的に見てその進歩がえlテンホになりつつ

あり，向のよう ｋ 今の設備だけで悠築の ， ｈ ー Ｑ ｾｬｩ をするのは

J!!!sll だと思います。荘、の会ネ| は明治l時代にできたわけで

すが，その時代は技術的改革はあまりありませんでした

けれど，昔のままの計画では無理が生じます。現イt は大

革新が行われつつあるので，計画を F lexi ble にやる必

要があります。大資本をかけて後に設備を変更するのは

大変不経済です。中には 5 年10年IL技術的な変更がある

ので，昔のように耐用年限一杯、にその状態で使うという

考えでなく F lexi ble な計| 闘が必一安と j Aいます。

柏木 われわれの々でも工場内でも位築の構造は変 って

きました 。昔私は釜石にいましたが，当 11寺は木造あるい

はtli l L ばさみだ ったものが最近では鉄廿が主体となり| 約

音，防火とい った乙とを考えに入れるので. それに合 った

' < ¥のきいた形が生まれてくる また新しい設備が生まれ

たからとい 3 て，昔のと簡単 lι 取り換える ととはできな

い。とのかね合いがむつかしいですね。首はバラ ックで

仕事をしていたのが，然とか幽壊，温度まで考iえねばな

らなくな ったので，そう簡単IC乙わせないとい った感じ
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です。

鷲尾 今のお話ですが，企業が進むと建物内の環境条例

も変 ってくるそうですが，乙れと工場全体の施設の配iFJ

とどちらのプj が大切なのでし ょうか。

坪井 両方とも大切ですが，配置が根本でし ょうね。将

来に備えてゆとりのあるやドびうる計画が必要です。

柏木 | 配置のととなんですが，例えば製鉄業では運搬と

いう乙とが亙艇な乙とです。つまり辺機設備により配iH

が変 ってきます 背はレ ーノレ一本やりだ ったものが， ト

レーラーまたはトラ ックに変 ってきました。それは配院

が窮屈にな って ν ーノレをやめた場合もあるが，主lζ レー

ノレよりも便利だからです。そういう配置も考える 。つま

り建物だけでなく必婆に応じて少しづつ変っていくとい

う気がしますね。

司会 総合的に考える乙とは重袋なととですね。

柏木 その計闘にはあらゆる人達がデ ィスカ ッν 三ンし

ながらやるわけなんですが，それは今判 っている目的に

対してはよいのですが，不淑. I J の問題が次から次へと発生

してきます 今から 5 年先のことを考えていても 3 年も

すると新しい技術が導入されて， j l;の言1・闘の修正を余儀

なくされるという乙とがしばしば起りますね。

司会 どうもありがとうどざいました。次κ 化学関係の

方κ 。

一 化 学 工 業 関 係 一

山口 大付、本FI'+; さんと ln) じですがとくに化学工業は内務

の変化が激しいのに建物は凶定してしまって変えるのに

非常に差しっかえます 。 背はｾＪ瓦や木造だったので建物

の造り持えは簡単でしたが，今は鉄筋コジクリートでiti

りますので，簡単 IL総て傍えられません。それにffjl) 約さ

れてドl然と生産形式の } j が建物 lζ 制約される紡泉になり

ます。それが問題です

司会 かなり 1
1
1. いんですから， I"Jfj ふとか・ー ー

山口 始終内容は変 っていますね。10年位で会るものも

あります。乙の凶は辿設住をなるべく少くするためにで

きるだけ姥家のないいわゆる探工場をたてる傾向があり

ます。 しかし，パ ッチ式の有機合成には鉱天ではできな

いものが多い 。それで建家をどうするかというととを予

めよく与えておかないと将来lζ 禍恨を伐す ζ とになりま

す。

吉田 今お っしゃっ た乙となんですが，化学工裟では

つの考え)J， つまり j五桜のある従米の観念の建物をなく

して行く方向と ，次には薬品合成などでは逆に従来より

も立派な建物で4 UJl を良くする こつの考え方がありま

す あとの } J は今までにもまして専門家の特さま! c おた

よりしてや ってゆかなければならないんですが，ストリ

川プ工場の方は建物をなくするとい っても屋台を作るの

に機械屋さんと建築屋さんのどちらにお願いするかがr : u

1語なのですが，乙れには一平1) ー当があ って従米の建築に

J  
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とらわれない考え方で建築震さんの専門知識でや ってい

ただけたら非常にょいと思います。

司会 保構造の骨組というのは建築の方でよくおやり lζ

なりますか? 施工の而ではやはり辿築尾の方でし ょう

ね。

山口 li 出す1.'1 1
燃料工場をやったがほとんど険械尽さんに

矧みその内のどく 一部を挫築屋が分jl [ したものです。

吉田 技術の関係でそうなるのですね。でも大きな策総

はやはり建築屋さんの分野でし ょうね

司会 大阪ガスの I-_}舌さん何か?

土居 われわれの } j で' は設備の大きさは 5年から 1011' で

変 ります。 しかし市い工場は例えば間I i liJ !"i llrI では道路の

配11え愉送通路計阿の見通しがJ占本的なものであるよう

に，エ湯も輸送，機械設備の計百ijfζ は，道路三 I.jilii が不安で

それに沿って将来拡張工事を行なう 。ガス会社は建築よ

りは銀天の設備つまり F oundat ion 関係などの土木の

社市の方が多い。 しかし| 二木よりも位築関係の技術者が

れl 当している実的です。化学工業では機械設備，準日造設

備の新設が主で，佳物の方はどうしても従とならざるを

得ません。また古い工場を新しくする場合に古い建物を

壊すか域さないかが問題になりますが，私としてはあま

り肯いものにとだわらずに思いき ってやる乙とが必要だ

と思います。

司会 ｾｏ＿［ ｾ ｉ ーさん何か 。

宮井 工場全体計画の立地条件を考ーえる必要がありま

す。われわれの方では埋め立て地の建築が多い。ー務闘

ったのは地盤の問題で例えば莫大な投資をしたにもかか

わらずl也絡が下るのは悶 った乙とでした。運搬の便も考

えねばなりません。先程，将来仲びうるという意味のど

発言がありましたが，それに対してどの程度のスペース

をあけるかが問題です。最近では始めから将来の ζ とま

で号I. i i ! i i をたて無駄のないようにしています。戦直iJ の古い

のは乙の点不備でした。乙ういう点、を少し反省せねばな

りません。

司会 どうもありがとうどざいました。次K*Ji *MMH系の

I'i 川さんに。

一 紡 績 工 業 関 係 一

吉田 どうも遅れましてすみません。まず繊維は天然繊

維と人造繊維の二つに分けられます。天然繊維K ついて

は，今から 20年前まではさして考えられなか ったζ とで

すが。M近天然繊維を倣う工場ではti3. 7削亘混というとと

が非常に重視されます。位置的には水が必要で，水のな

いと乙ろにはできない。7) <' I ' t も大切で! 限度はi渇くなく硫

黄分少なく ，年平均14- 15
0

C が理想1とされています。

以前は採光が問題でしたが，天然繊維ではとくに恒iii¥ltJ3.

視が要求されるため . 11正窓の方が芸員ましいのです。次に

人造繊斜[ーについては，値i毘恒混は特定の作業場を除けば

必ずしも必要ではない。むしろ水の方が優先的です。と

くに人造繊維では大体10年毎κ ほとんど変 ってしまうの

で，必2誌にはあまり金をかげない。償却をうまくして10

年です っかり新しくするというのが絞も新しいヨヲえ方で

す。

司会 どうも 。と乙ろで !!!U容はうまくい っていますか?

古田 私のプj の無慾工場についていうと恒1: ;;1tii. ｩＴｾＮ のため

には天 )1ニ高を低くする必要がある 。例えば架下は背14尺

だったものがその後11尺位にはなりましたが，現イEでは

純労! さを高めるのじゃないかと思 っています。

司会 次に必下'm?告さんに，がIか18掠メーカ ー|見l係のu' ;

需について問題になるような点を一つ

一電 穏 工 業 関 係 一

安部 私の) 5 は，家庭電化製品などのil号電関係が主なの

で製品の変化が激しく，平くて2. 3ケ) J 遅ーくて半年で向

品の設計デヂ イシが変ります。また多くの部品から一つ

の商品が組立てられま す 。 それと大日生 ｶｾ 方式をとると

いう ζ と，乙れらが級幹の問題であります。われわれの

要求するのは汎用↑ j ーに広んだ述築であります。例えばコ

γ ベア ーの数で梁間，柱聞を決めても三ヶ月ねして技術

の革新で工程数が減るとその長さが変ります。またがf製

品の2提出で コシベア ーの数を増やすという乙とがありま

す。乙のように変化が激しいので恕: ¥11としては柱のない

℃場，つまり壁体構造は許されないで，ラーメ γ 構造し

か許されない乙とになり ます。生産工程における供給部

品のあり方と検査工科 ＨＱＱ 寺には背ｾｾＡ学的検脊もＩがあり

商品そのものについては，品質の1a:活!と いう ζ ともあり

一線についてとれらのと とが問題となります。それとプ

ロックプラン的な考え，つまり材料の搬入，部品，組立

て，検査， 梱包， 出荷など作業動線としての締め方で

す。それから見学者が非常に多いので，生産現場，工場

の配IR，環境要; { i むなどの種々 の問題があり ，生産 ) J 王t

K は，大きな建物で一切を集約する刀法と漸増式の二通

りがありますが，その辺で，は っきりとわりきるべき |時代

がきているように思います。企業としては Planner i内

なt' l : 絡を持った相談が必要です

| フ レ キ シ ブ ル な 計 画 |

司会 どうもありがとうどざいました。建築の糾: 格は企

業によって異ります。例えばフレキ ν ピリティ ーが必要

であるとか，高Nの機能が必要であるとかいろいろある

ようですが。次 lζ 建築似IJ からとくに全体計jiliil ζ 関 して大

| 坂建築事務所の高橋ーさん何か一言。

物 い う 客 と 物 い わ ぬ 客

高橋 夜、は工場の設計者として伊lを挙げてお話してみた

い。工場，ホテノレ. ;('r庫の三者を比較してみるに ，ホ テ
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宮井喜世次氏

〔大阪ガスK K )

徳一氏

Ｈ大阪ガス ｋｋ ｾ

章 氏

( 松下電鵠産業K K)

ノレ lζ はお客とすーピス部門があり客は人間である故，プ

ラγ ，設備，外観，サービスについて批評してくれます。

とζ ろが倉庫. の荷物は，物いわぬ客であり ，湿気 ・温度

. 錆について何もいわず知らぬ閑にいためる ζ ともある

わけです。また独りで歩けないので，運搬に対しでも良

い設計が必要となります。工場のお容は，原料から製品

でありますが，乙れも不動不言であるので，乙れをいか

に気持よく送り出すかが問題です。よい工場は，お客lζ

対してよいサーピスができ，またそのすーピスのしやす

いととが条件でしょう 。環境をよくするという乙とは例

えば恒視，恒況にするという ζ とで，そうすれば彼らは

満足してくれるでしょう 。工場はほぼ一定の客を対象と

していますが， ζ れが絶対に変らないわけではない。と

れは生産方法の変化でありまして，乙れに応じてプレキ

ν ピリテ ィーを持った建築が必要とな ってきます。考え

万としては，ホテル，劇場と同じように考ーえたい。ホテ

ル，劇場は夜、が客にな ってみる ζ ともできるし，またサ

ービス側の意見 も比較的よくわかります。乙れに反し倉

W. 工場は私が存になる乙とは不可能ですo t.こだサ ービ

スする倶IJ の訴を聞くだけです。工場を扱う立場として，

設計者は，工場の製造工程に熟知する必要があります。

乙の点， 合陀，工場の設計はホテノレ，劇場などよりもず

っとむつかしいといえるのであります。以上，全休計回1

1ζ 関連して，考えを述べてみました。

司会 工場設計哲学というところですね。 (笑)

鷲尾 東畑先生lζ 伺いますが，工場の場合，その設計の

初めから担当されますか ? それと もいわゆる建屋だけ

を分担されるのでしょうか ?
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山 口 由 美 氏

( 住友化学工業K K)

古 田 一 男 氏

( 東洋紡制 K K)

吉 田 良 貴 氏

( 住友化学工業K K)

重畳化と生産過程のエンドレス

東畑 会社の性格と， 建築技師との関係によりますね。

全部任される乙ともあり ，工場にその道のエキスパー ト

がいて，その方逮の下をやるというとともあります。問

題点としては当面二つあるでしょう 。その一つはスケ ー

ノレが大きくなった ζ と，その二つは生産過程がエジドレ

スにな ったととでし ょう 。例えば，製鉄業の'Ii.: 慌につい

て述べますと ，昔は50 トン クレー γ だったものが最近は

250 トシクレ- ; / にな っています。 われわれの立場か ら

は相当重大な問題点です。この点で，ますますて1 ! 1i ¥化し

ていくものなのでし ょうか? 鉄鋼などでは: I t k近' l 1慌の

単位が僧えたようですが，との点どうなんでし ょうか ?

坪井 生産性からどうして も単校時間の生産日を大き く

したり，また単位Mi ::J tも大 きくなる傾向に あります n 例

えば，イシゴ γ トなどずい分大き くなっています，

柏木 そのインゴ ットやクレ- ; / の大喝化のととなんで

すが，背の建物をそれに対していかにして補強するかで

すね。それをそのままにしておいて，見IJ 棟 IL段々と大き

なものができて行く乙とにな ります。

稲垣 施工機械も Heavy にな ってきていますね。それ

と精密さも要求されるようにな った。級一端な伊lは原子炉

です。また発電所の重 51. や化学，繊維工場の精度もそう

ですね。建築で消化しきれない場合は，機械の方l己解決し

て貰わねばなりません。建築には限度がありますから 。

えてして工場は軟弱地般に建てるので. ) 左礎という乙と

が問題ですね。

柏木 建物は昔のままだが，クレーンの走行が，倍近 く
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柏 木 政俊氏

〈寓土製鉄K K)

草野 美男氏

( 八幡メタルフォーム K K)

坪 井 太 郎 氏

〈八幡製鉄K K)

も速 くな ってきたので，その無理はどうしても現在のレ

ール，ガーダー， 枝で受持たなければならなくなるわけ

ですね。

東畑 初めギ 3 ギ3 の設計をしておきますと ，いざ拡張

というときに， 基礎柱からやり直さねばならないという

乙とになって大変なんです。

柏木 普通なら+0: という考え方をしますが度をすぎる

と，予算の方iζ 影響がでてくるので，あいまいな ζ とは

許されず，将来の見通しと関連して非常にむつかしいで

すね。

土属 製造工場，機械工場は大きくなりましたね。最近

電気，機械の製作工場でも 250 トシ位のクレージを使っ

ていますね。建物の高さも，例えば30メー トルというよ

うに高くなっていますね。

東畑 それと軽工業の方ではスク ーノレの単イ立が大き くな

りましたと同時に，生産過程がエンドレスにな っていく

というととですね。one span が大きくなったと も，生

産単位が大きくなったとも解釈できる 。軽工業の工程は

ほとんどエ γ ドレスになってきたので，建築基準法によ

る間仕切はほとんど無意味にな ってきましたね。何平方

米lζ 間仕切をせよ，とかいうのは工場建築では窓味がな

くなってきましたね。

塚本 今東畑さんがおっし ゃっ たよ うに， 最近の工場は

一貫作業と申しますか，工程上エネルギ ーのロスのない

ように建築が一つの固まりとなり ，その固まりを もとに

計画され増築も考慮されるようになってきました。敷地

も大きくなってきて一つ一つのマ ッスとしての工場が，

それ自身で生きていくようになった。われわれが気にな

るのは，高橋さんのいわれましたように工場の内容が判

らないととです。それの使用が永久か，半永久か，それ

とも 10年か20年か，その把握ができないのです。設計の

途中で，どうしたら把握できるかその辺が問題です。そ

の性質が分ると，マ ッスの内でも適当な構造や意匠をほ

ど乙してゆけると恩います。

建 物 へ の 要 求

司会 巨大化という乙とは，構造IC大いに関係がありま

す。鷲尾先生何か… … 。

鷲尾 工場の方の注文を聞いてから 。 ( 笑)

司会 鉄筋コンクリ ー トはフレキ ν プノレでないが，鉄骨

はフレキ ν プノレです。鉄筋コンクリ ー トは，防火上ょい

という特典はありますが… … 。

鷲尾 そうですね。先程からおっしゃっているよ うに，

非常に進歩が激しいので，一定の物を作っておいて もす

ぐ脱皮して大きくなって行かなければならないというと

とですが，選った角度で小さな工場でもそういう乙とは

ありますね。建設貨の関係で永持ちする必要はなく . 20 

年持てば十分という注文がね。理由は違うが結果は今ま

でのお話と同じ乙とだと思うのです。

中出 建物を. 2.  3階建は仕方ないとして平屋は鉄筋コ

シクリ ー トでやらずに ，鉄骨でやるべきだ。アメ Dカの

住宅建設を見てきたのですが，その とき工場を回ってき

ましたが，工場は簡単で鉄骨の柱の上iζ トラスビ ーム，

その上Ic lーしI- U 形の鉄板を載せ，さらにその上に薄

いコジクリ ー トを打 ってあっただけでした。乙う すれば

簡単に取除けるし ，取壊した後も再利用できる 。乙うす

るためには，鉄材が安くなければならないが，乙の点製

鉄関係の方にど協力願いたいものです。 ( 笑)

草野 計画が決ってからわれわれの方にきたのでは建築

にならない。初めからやり直した経験もあります。建設

計画から 参画するととにしたのですが，建屋の面積，高

さその他建設予算に問題があります。多くの場合機械設

備に予算をたくさん取られてしまって，無理をいわれ，

工事は急がれるし困った乙とがあります。だから建設の

初めの計画から建設関係の人を入れると ，すべてのエネ

ルギ ーの問題. 7] <. ガス ，蒸汽動力および輸送運搬の問

題，構築物の基礎の問題点がある 程度，解決できると思

いますね。現在日本には建設関係の人材が非常に豊富な

のでそういう人達を，企業計画をされる方でもっとどん

どん参画させるべきですね。乙れが工場全体計画の根本

問題だと思います。

土居 室機械の:場合. rt l QO尺，スパシ2- 30尺というの

は鉄筋 ゴシクリ ー トの範囲を出ている。建物の高さ 120尺

長さ 300から 500尺，重さ100- 2∞ トシのオ ーパーヘ ッ ト

クレーγ さえあります。

司会 重機械の工場は，鉄を使うことが多い。経機械工

場では，鉄筋ヲシクリ ー トが多いわけですね。
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鴛 尾 健 三 氏

( 阪大 ・工博〉

前 田 敏 男 氏

( j j ( 大 ・工 問 )

司会 横 尾 被 貧 氏

〈京大 ・工博〕

稲垣 l阪工業の場合は，高層化したらどうですか。

古田 オー トメ ーν ョン化するためには2，3階の方がよ

い。元来英同では 3 階建だったので，大阪でも背はその

n似をして 3 階建，だ ったが，その後平屋となり ，また

段近では 3 階建にな っています。人造繊維の場合も，

Ｓ 階建が多 ｾＩ ｯ : r ; 閑には一階の例がありますが。両者は

一良- t¥1 であるが 3 階建の方がよいという結論 !c なり

つつあります。先程の高橋さんの例え話ですが，物をい

うお客の方が儲かるのです。 ( 笑) 人間がいかにしたら

災れないか，少人数でいかにしたら大きなれてやができる

か，という ζ とが肝心です。そのために，歩行距離とか

色彩などに ついて，建築犀のプJ で研究していただきた

し'0

高橋 台日1さんは私のいったととを誤解しておられるよ

うです。 私が例えたのは， ホテノレの女中にあたるもの

が工場の工員で，お客 IC相当するものが織械であるとい

うなl床なのです。動けない客を コンベア ーで泌ぶのがす

ーヒe ス部川』ζ 当るわけなのです。それを，うろうろさし

たのでは容も迷惑だし，経営がなりたたなくなります

吉田 とζ ろがお客が向分で，どんどん歩いち ゃうので

す。 ( 笑)

高橋 私がい ったのはそうではなく助けないお存をコ γ

ベア ーで運ぶという風K 例えたのです。

司会 織品目関係ではお客の コ γ デ ィ ν ヲ ンを被える必ｾ

があるわけですね。

古田 そうです。

塚本 その場合，客が人間の場合と物である場合とでｾＧｈ

反する場合があるわけですね。電気炉の前で涼しい風を
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東 畑 謙 三 氏

(Yh畑 糊'11務所)

本 会 話11 会 長

高 橋 慶 夫 氏

( 大阪姥祭事務所}

嫁本猛; 欠氏

( 円拙 ill: 官| 工務K KJ

送れとい っても作業員が満足されるようにはなかなかで・

きない。

司会 的問先生の専門である設備のお話なので ，先生何

かお話し頂きましょうか。

前回 先科の建物への要求が変化していくというお話で

すが，乙れは工場IC限らず従来の事務所娃築にもまた仙

のすべての建物にもあ っ た乙とです 。今 Ｚ Ｚｾ ｩ 全 は永遠に残

る建築というものを考えているようですが… … そしてと

れが一般姥築の民流をなしているようですが… ・・・私はす

べての姥築は将来を予測して要求の変化に対処するゆと

りを考ーえる ζ とが必要だと思います。今迄は ζ れを常識

的IC行な っていたと思います。とういうことを科学的に

倣えるエンジニア ーが必要です。とれは建築家の任務だ

と今までは jぶっていたのです。ささほどのお話では，そ

ういう特殊な プラナーの英成線開が生まれる "f 能十|ーがあ

るようですが，そして，それはそれで結構ですが，本米

建築家はそういう役目を務めるべきであ ったのに，それ

をや っていなか ったのだと思います それ と，いま 一つ

の問題は変化K 対処するという乙とと ，内科の1 '1の向|ー

という乙と 一見矛j訂した建築技術的なr : :J ! mが生じている

わけで- す。その解決には例えば欽fHc高い1'1 能の政Iま能

) J のある仕上材料をはりつけて改築のときその材料をi ' }

利mするという乙ともできます。乙ういう問泌を紛い l二

げて攻l J f していく道はあると思いますね。

司会 強築 ICフレキ ν ピリテ ィーが必要であると いうこ

となんですね。乙れに形して技術的に 解決する ととは，

建築屋として興味のあるととですね

J  
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← 稲 垣 綬三氏

( K K  大林組)

木 村 精一氏

〈消水処設K K)

.  

'  -

中 出 定夫氏

(K K  竹中工務 ｨｾＩ

中 川 宗 治 氏

( 大成雄投K K)

建築技術者あ るい はコンサル

タントエン ジニアの参画

司会 乙乙で雄築技術者やコソナノレタントエンジニアの

参11! u について，ひとつもんでいただきたい

山口 今までは，建築家は入れ物をi i: 文K Vt って造るだ

けだ ったのだが，それでは不満必で，初j めから討| 副に参

加してほしい 悠築'不が化学を丘I!. 解する乙とは世! ¥月なの

で，化学屋と丈島築崖が，最初 ｪ から Ｍ ｾ， ｢ にやるべきです 。

司会 建築家は動総を非常lζ 重要に考えるわけで、すが，

そういう芯l沫で，裂j線を辿物内だけでなく，プロックフ

ラシと申しますか，工場全体に考え，総合計 i曲iをたてる

という乙とには，建築家の考えは役に立ち ，コ ストの低

下などにも貢献できると患います。そういう総合計闘を

なさるというととはないでし ょうか

山口 主主築家のＭ古ｾで ， とういう ζ とに興味をも Ｒ た人

述が必1"1化 して乙れをやるのでなければ，ｾｉｾ Ｉｊ を鹿島平し

た守門家というものは無関だと思います。

前 田 荘、も l ド間の専門家は骨!D! I ! . だと思いますが，専門家

のデータを処J'Hできる技術をj! f" ，た人がほしいと思う

今までf Vi::設員 |ーでも ，{i: こむを使う人の身lζ は，なれなか

〉たがその製求を満すのが建築家の竹中だ ったわけです

ね それに対するち ゃんとした技術がなくて，常識でや

っていたのです

東畑 大学の工学部の分け方lζ 点よっているのですね

乙れは工学の研究方法を{ 更宵的』ζ 分けたもので，学生は

それに従って専門的に養成されてきたのです工学全体

の体系がとうな っているため K その体系にLじした専門家

ができておたがいに独走しているのです。とのようなス

ペν ァリス トと いう ζ とが問題κ なるのですね。

鷲尾 私のととろの大学に構築科というものが作られて

みて，大学で勝手lζ 新しい教室を作るのは大変だという

乙とがわかりました。今までの jlt の中で入mだったもの

から，変っていく，というのでなければいけないと思う

んですがね。

草野 上木では，橋梁，7 ) < 斑! などと細かく分けています

が，建築も， I経工業建築，重工業建築などと細かく分け

たIJj. 門家の養成をすべきではないでしょうか。そうした

) j が，専門家のデ ータをよりよくJ ' 1 l 併できるんじゃない

ですかね。

東畑 医者なんかそうですね。血給の病気というと，内

Hへい ってよいのやら外科へい ってよいのやら迷います

ね。外科，内科と分けてしまったが，笑際 ICは病気とい

うものは身体のあらゆると乙ろがなるわけだから，区別

はないわけですね。それと同じような話じゃないですか

ね。だからいわゆる化学といわゆる必築とは合体して ζ

の)j lui の化学位築とい ったものができると，そういう乙

とになりますね。

司会 会社の悦絡なんかをおやりにな っていると，その

生産過程をのみとんでおられると思いますが，設計事務

所でもうちは化学建築をてがけているんだとか，その事

務所で，特徴を持っていくべきでしょうね そうすると

最初の計画iか らタッチできて非常K ょいと忠います

草野 動静ｾ司 Ｑ ＢＱ Ｑ Ｑ 司と同じく ， 各畿のエネノレギ ー の ｴｉＧ￭ＺｴＧｴとい

う乙とを考えて立地計 IIbI からも参1I
11
1していくべきでし J

つ。

柏木 われわれのと ζ ろで緯築家をおいているのは製鉄

所の悠物の訓 11111のためなんです。 本当の設オは， 設，n.

の専門のプJ にお願いしていますが，そういう併務所のグ

ノレープが製鉄所の建物の計画ー一一動線その他ーーにもだ

んだんと訓練していって，製鉄所K そのまま寄与すれば

よいが，そうならない以上，われわれのところでは建築

家は製鉄所の他物の計 l凶のため養成しています。

稲垣 その場代，建築的な問題は簡単なカパーとして，

粁視され，機械が主にな ってくるという ζ とはありませ

んか。そういう乙とをわれわれは強く感じているのです

が。

柏木 Ｎ ｾ仁、はそうですね リ しかし会主 ｼ ーにいる 悠築家のぷ

. w. は初めから人れら れます 例えば，スハ Y の問題など

年中論争しています。そして一応諾を決めてから，設計

事務所にまわすわけです。

鷲尾 その場合，会社内の建築家と事務所のｾ築家との
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聞の連絡は，よくとれていると思いますが，会社内の建

築家のグループと本当の計画を決める最高のグルーフ.と

のつながりが悪いという乙とはないんですか。

柏木 昔と1i ; っ て最近では， 組織でもってだんだんと変

ってきて，できるだけ連絡のよいようになってきていま

す。もちろん計画のときには両者の聞に討論が行われて

いま す。昔のように，入れ物を作る という考え方ではな

いのです。

東畑 建築とは産業を組織だたしめる術である という結

論として( 笑) ，われわれはそういう方向に努力 して行

とうというととですね。

鷲尾 建築のグノレーアの中 1( ，工場建築は軽視して，い

わゆる美術建築に目が向いてしまうという傾向があるよ

うですね。また実際に業務をやるときに，業種によって

は，セメシトならセメソト専門の設計をやるというので

は一一製鉄などは大きいからよいかも知れませんが一一

食えなくなるというような乙とはありませんか。

東畑 食えない とは，その職業は必要でないという乙と

でしょう( 笑) 。学生K は「君らの好きな ヨルピ ジェがい

っている「住宅は住む機械である』という言葉の' 住む'

という字を' 生産する' とおきかえたのが工場である」

といって乙の方面IL創作カをのばすように指導していま

す。

前回 学生は会社の営繕課へ行くのはただ雨もりを直す

だけだ，という考えで嫌っています。会社がしっかり し

ていて月給がよいという乙との他に魅力がないんです

ね。 しかし私は，その会社特有の計画を研究すれば， 面

白いといっているのですが。現在，会社の営繕の人達は

計画lζ 本当に参加させていただいているのですか。( 笑)

古田 東洋紡としては建築を軽んじてはいません。予算

面からみても，生産設備と工場の建物とは同じクェイト

で考えています。故に建築をi経んじる とかえって高くつ

く場合があります。営繕課へ入社 した学生は，最初の 2

年間，生産実習をさせて 3 年自に本職IL戻って新工場の

設計iζ 参画しています。コγ ナノレタントエシジニアの参

画という課題は広い目で見る必要がありますね。

鷲尾 維持管理の面を，おろそかに考える学生は，間違

っていますよ。

前回 しかしね， 維持管室創立大切だと一般にいわれます

が，一生かかっ て雨もりを直していたのではつまらんで

すよ 。

古田 そりゃ，学生あがりの若い人がいやがるのはもっ

ともマすよ。

鷲尾 しかしね， 環境衛生とか，建物の寿命を予測する

というととは，地味だが大事だというととを腹に入れれ

ば，やりがいがあるのじゃないか。 それを腹に入れさせ

ないから ，面白くないんじゃないかという乙とはありま

せんかね。
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古田 それは平行的にやっております。

中出 雨もりばかりやらさせているのは，研究心がない

からである ，というととになるんですね( 笑) 。

木村 袈を返すとね。

鷲尾 しかしね，雨もりばかりやって守門家になったら

たいしたものですね。

稲坦 それはね，前回先生，われわれのと乙ろにくる卒

業生も同じととなんですが，学生は皆立派な設計をやり

たいんですね。実際tζ 入 って悲観しますね。

中出 どんなととをやっても ，皆何かの役に立つのです

がね。

土居 私の会社でも重要な仕事はいくらでもあります。

人が足りないんですから建築科を出た人を雨もりの修繕

lζ 使う余裕はありません。

鷲尾 つまり工場全体計闘だけでなく平紫の維持管理基も

含めて，コンサノレタ γ トエ Y ジニアが外部と連絡をと っ

てや ってお られるとと ろは相当あるのですか。

東畑 乙れはfi!i 近ピノレの管理会社ができて，そういう方

，!iHcぽつぽつなっていきますね。工場の方では，まだそ

れはありませんが，繊維では営繕謀の方でやっておられ

ますね。ピノレの管理会社は，なかなかよい効果をあげて

いますね。

中出 あれは労働攻勢を避け る一つの手段です。( 笑)

東畑 労働攻勢といえば，私は工場の建築をやるときに

工場の方は 81時間労働なのに，建築の方は日出から 日投

まで一 日中働いて，みじめなものです。夏時間など非常

に困りました。皆さんは 311寺にお帰りになるのに，建築

屋の方は ζ れから仕事をやるという乙とになるんです

ね。あれなど困りましたね。

司会 それは働いている人の心理状態ですか ? それと

も仕事の進行の上で… ・回目 ?

東畑 両方です。工場の労働者の方は「挫築屋はのばす

だけではかど っていないんじ ゃないか」といわれるんで

すね。乙の労務管理という ζ とは各国で問題が起ってい

ますね。姥築の方が，とにかく長いですね。

中出 正味 8 11寺聞ですね。

宮井 総造の方は 8 1時間ですが建設の方はそうはいきま

せんね。実働10時間位ですね。

宮井 建築の方が長 くや られるときには監桝者も残って

いますね。

土居 工場で泌た りしますね。

| 工 期 の 問 題 |

鷲尾 エ ｾｕｊ の問題になりますが ， 工場建 築 は突貫工事が

多いんでしょうね ?

宮井 工場建築は，まず突貫でしょう ね。ピル，劇場 も

A‘  凶
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突貫らしいですが，あれとあまり大差がありませんね。

鷲尾 ただそれを何とか苦心して期限までにやる方法を

身につけるとまた値切られる。( 笑)

中出 との頃はだんだん機械化されたので早くなりまし

たね。例えば杭打機械など今まではヤグラを組んでいる

時聞がずい分長かったが，最i丘は早く打てるよう lι なっ

たですね。

宮井 するとそれが常識とな 3 てますます短縮する乙と

を要求する乙とになってくるのですね。

古田 生産会社は景気のよい儲かるときに拡充する乙と

が多いが景気の悪いときにゆっくりとやる方がよいので

はないですか ? どうしても 景気のよいときにする乙と

になりますが。

中出 いつも思うととですが，鉄材など安いとき lζ 建て

ばよいのに不思4 気なので建てられない。仰が上向くとい

そいで建てはじめる。おかしな ζ とです。それで仕事を

するようになると図面ができるまでに会社の方で時間が

かかり，いざ図面ができると 1週間や10日で見積れとか

何日までに仕上げろとか， ν ヮょせはわれわれ施工担当

の} j にくるのです。私は竹中工務J.s IC入社以来30数年現

場を抱当してきましたが，その間正月もロク iζ 休めなか

ったととがあり ，施工者は口 H桜，祭日もほとんど交代で

作業をつづけてど要求に応えている状況です。

東畑 結局注文主である社長の決断が遅いからなのです

ね。

安部 乙れは私個人の怠見なのですが，工場を建てると

き金を出すのは注文主であ ってわれわれとしてはある建

築屋の作品を貝うのでもなく，技術を買うのである。企業

的満足を充足せしめる手段なのです。- u 工前の討論が長

くなるのは校文主の: 意図を消化しないためです。われわ

れの方lζ 入社した建築出の学生に学校で習った ζ とに加

えて企業家的な建築屋になれといっています。それから

もう一つわれわれの方κ は何千種類もの品種があり，各

工場のプロ ッ ク ｩｾＱζ 生産技術部というものがあって ， そ

ζ で研究しているがそれを建築学的にいかにマッ チさせ

るかという乙とがわれわれの任務です。 5 年10年先の事

業の発展を f 怨していくら投資できるか採算の合う単価

が必要ですね。建築家は会社の業態，生産同的，経営方

針などを殺術的にもよく知 ってほしい。

I頭骨こを空費竺塑F竺割

司会 次』ζ 予算的な耐についてお話し願いましょうか。

工場の建築白 κ どれ位のクェイトがあるものでしょう

か ?

安部 一概にはいえません。立地条件ーによります。私の

方は一定の規準をきめてはいますが，とれを安くする乙

とを要求しています。許される適正最低限度の単価がほ

しいのです。

鷲尾 それが無理ではないのですか ?

司会 一応単価と いうものがあるのですね 。

鷲尾 洋服でも ν ディ ーメ イドよりオ ーダーメイドの方

が高い。

安部 総築の見積りは時価というものに基づいている 。

商品は先に買 った資材で ζ しらえて値を決めて出してい

るのです。同じものなら昨日より今日の方が安くなけれ

ばならない。

司会 ｾ築資は相当クェイトを持ちますか＿ 例えばテ

レヒ・の111'( 段K .・田・・・ 。

安部 例えば 3J j 台のテレビを閉じ工場で 6 万台にする

と千坪の工場が 2 千坪必要かというとそうじゃない 。そ

とに最初の計画にどの程度の Al l owance を持たすかが

問題なのです。

司会 化学 ・製鉄業ではどうですか。

宮井 製品の性質によって千差万別ですが，単位1m百貨当

りの生産量が非常に楢してきました。 だから辿築は昔

K 比べると最近はぜい沢になってよいものを造っていま

す。例えば中の機械は精密になり ，オート メージョ Y 化

され探光 ・i温風 ・災害防止 ・音響などを考感K 入れて高

級な建築となっ τ いま す。どの工場でも単位面積当り の

生産高が大きくなってきたから乙れもある程度カパ ーさ

れます。しかし不必婆なものはやりません。

東畑 企業別にみて建築費の占める割合は，冷凍工場，

屠殺場，カン詰工場などの食料品工場では80%で，ζ れ

が最大で，最小は化学 ・製鉄の20%，紡絞 ・軽ヱ業はその

中間で505別立。結局平均すると 40% が建築 ・土木' &とな

り609ぢを他の部分が占め るわけです。大学学生の定員も

大体そんなと乙ろだとよいのですが。( 笑)

吉田 私のと ζ ろ( 化学) では10数箔ですがね。

東畑 荘、の数字 lζ は岸壁なども入っているのです。

吉田 ああそうですか。建築部門は一番叩きやすいので

( 笑) 予算はとりにくい。建築の予算を機械の方にまわ

したりするわけで希塑のものは予算の面で建てられな

し〉。

山口 われわれの方で施工の方にまわすのは新設の場合

ＲＰｾＳＰ ＹＶ 位ですね。

草野 建築する場合修繕費は包繕' { I ( Iζ 入っていない。 '1'

共では修繕貨は建設費 IC入っていて 3 年据え{ 泣きでくり

乙して使っているのです。と乙ろが日本では修繕設は全

然考えていません。やはり何年か先の修絡を予測してお

くべきでしょうね。
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|メインテナンスの問題 |

司会 メイ γ テナ γ スは建物の寿命を仲ばすという芯、味

で必要なんでしょうが，一面工場は必要な期聞が短いと

いう 面があると思いま すが… … 。

草野 5 年. 10年 . 20年位です。

坪井 建築屋の工場の実態の認識がうすく ，単i乙構造計

算だけできめるといった具合なんですネ。特徴的なクィ

ークポイントを鐙っておく ζ とが，メインテナジス lζ 必

要です。

)1; 尾 草野さんの方では補修訟はとっておられますか?

草野 エエ毎年とっていました。

東畑 化学工場では ，規則では償却は何年{ 立になってい

るんですか。

山口 35年1立です。

東畑 ピノレでは70年ですネ。

山口 それは税法上の問題でですネ 。

司会 実際問題としてもその位なんですね。

山口 くさってしまうんです。腐蝕性のものを耳元倣って

いると乙ろでは鉄骨そのままだとボロボロになってしま

うんです。

東畑 電器工場なんか税法上では45年位ですか?

安部 鉄筋で55年位です。構造にもよりますが。

東畑 ピルと閉じですね。

安部 われわれの方では 3年も経てば内容が変ってしま

う。それですぐ模線変えする ζ とになり，改装' l ! tは，さ

っぱり判らない。パゼァト ν ステム，いわゆる 予算制度

をとっています。

司会 工場の中には，宣伝のため必要以上lζ 外観を立派

にするのがあります。

山口 外観が必要以上IC 立派なのは宣伝のためなので

す。例えば医業品会社がそうですネ 。化学工場は乙んな

必要はありません。松下電器さんの建物も派手ですネ 。

( 爆笑)

安部 戦前IC比べますと一線の建築の中で主体総造と設

備とのクェイトは変ってきていますね。

東畑 現在は半分ずつ位のクェイトですネ 。アメリカで
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は住宅は主体構造が 4 分，設備が 6 分です。 4 対 6 の割

合で建築物が附稽のようになってきて，内部の設備装飾

が主となってきています。

司会 欽の工場は，そんなことはないでしょうね。むし

ろ製鉄は土木的なものが多いですね。

坪井 建築だけでは 10数 %. 土木建築合わせる と30数 %

4立です。

法 規 の 問 題 |

宮井 建築資は条例とおりに建てると適当かどうか。わ

れわれは不必要な経費を払っているのではないか ? 例

えば準防火地域内で，他の建築からはなれていても耐火

建築に しなければな らないので. Ｇｴｾ 用がかさむ。もう少

し合理的な法規が必要と思いま すが・・・・・・ 0

司会 火災lζ 対する規定が都市防火上重要なものと考え

られて非常に ν ピア ーな法規が作られたのではないかと

思います。でも工場生産によって性格が異るし，また建

物の寿命が10年20年と異っているから，その工場に応じ

た法規が必要なのですね。

宮井 逃げ道がないですね。

賢官尾 基準法は最悪のものを対象として決めてあるので

す。また変える必要があっ ても手続きが面倒でできない

場合があります。耐火lζ 対する規定は都市の不燃化とい

う最終目標を持っているわけです。耐火構造が増すと全

体として不燃化されるわけです。高さの制限なんかも ，

個々の建物について審議会できめていく乙ともできま

す。

宮井 むつかしいですね。

鷲尾 われわれの大学の学舎を建てるとき. 6階を申請

したが，附近lζ 住宅があるため 5 階にしかできませんで

した 。住宅との聞は，グラヲ γ ドでスペ ースがあるのに

ね。グラクジドが大きければ少し位高くしてもよい，と

但し密か何かの適用でもできればよいのですがねエ。

宮井 結局現状lζ 合ったものであればよいのです。

鷲尾 家の"1' の家具を燃えないもの lとすれば外を耐火構

造にしなくてもよいという考え方もあります。ζ れを広

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l ( 井池筋)iI!l. 洋ピル 3 階

電 話 @3 6 0 6 ・4089

.  
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めていく必要がありますネ。

山口 今のお話ですが私の方でも，アノレコ ーノレを鉄器で

蒸溜するだけで あるにもかかわらず強家は鉄骨スレート

張りではいけなくて，鉄筋コ γ クリートにしなければな

らないのです。おかしい言百ですね。

宮井 われわれの方でもそういう問題で非常に困りまし

fこ。

塚本 乙ういう問題は審議会でとり依っていけばいいん

ですよ。行政庁へどんどん相談されるととです。出先で

法規IL しばられてきめられる乙ともよくあります。

司会 そうですネ。

鷲尾 大阪だけでも改正を実行していけば，他の工業都

市もそれに連って笑行していくと思うんですが… … 。

司会 鉄鋼関係では特giJ lζ 問題があるん じゃないんです

か ?

坪井 工場地域内 lζ 特例があります。

東畑 アメリカ式lζ 鉄板だけの簡単なものでも許される

というわけですね。

司会 鉄鋼関係で特例として許されているんですね。

坪井 地元との話合いで笑状を考えて決めているんです

よ。

東焔 それを市内ですれば逃反するんですよ 。

坪井 法規』ζ 合わせれば違反するととが非常に多いです

例えば避雷針は高さ 2 0 m以上に必要なんで しょう 。そう

すると長い工場の屋根の上lζ 避雷針が林立する ζ とにな

る。鉄骨は電気をア ースする能力があるので，それほど

やかましくいう必要はないと思う。

東畑 鉄骨lζ 関しては ，1∞ 尺以上の高さは工作物と し

て高さを無制限にしています。タワ ーも煙突も同じで

す。

安部 われわれの方ではほとんど未指定地域ですので当j

k 楽です。一応準拠はしていますが。

安部 ひっかかるのは例の22条の都市計画に関してだけ

ですね。火災K 関しては火災保険に準拠する方が経理的

に有利なのです。それと危険品目と貯蔵量の乙となんで

すが非常に時代遅れなんです。

司会 今の鷲尾さんのお話のように住宅地の高さの制限

も空地があればある程度は許されるように談会ではかつ

ているようですね。ζ うして当り前の ζ とが，当り前の

ζ ととして適用するようにだんだん改められていくよう

ですね。

鷲尾 それがいろいろの事情でなかなか進行しませんね

しかしね，私が思 うに建築に対する考え方iζ は都会と田

舎ではずれがあるので，法規で一律Ic縛るととはできな

いと思うんです。

| プ ラ ナ ー の 教 育

鷲尾 工場のプラナ ーは建築出身のものがやった方がい

いという乙とに関してはどうですか。

草野 建築屋はいろいろのも のを扱っ ているから，いろ

いろな情況，資材などに関 して理解が早いです。だから

工場のプラナ ーは建築屋を使うのが一番よいですね。

前回 そういう計画をする人を育てるという ζ とは学校

教育の問題になってくると思います。が会社でもやはり

そういう風に育てて頂かなくてはダメだと思います。

鷲尾 学校ではそんな狭い怠味のI}].門的なことはできな

し〉。

前回 そうじゃない。全体を捕える 技術，動線を把握す

る技術を勉強させる乙とが必要なのです。

司会 建築では搬l線を重視 していますね。プロ ックブラ

シ内において動線は重要では ないでしょうか ? 例えば

レールの引き方なんかにしても。

鷲尾 私が思うに ，その段階よりも，もっと進んだ具体

的なものが必要じゃないですか。鉄 lζ 関しても ，ただ冶

建築思待孟新制定一一- f 〈Gl1AL)

剖1. ! 1. -回.，9

日 本 住 宅 公 団 ・ ム ー 一 三 御 指 定 f53ンzJl ン 2  

蓄 差 益 山 製 作 所 iV訪日
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金のととだけ知っていて本当に製鉄のととを知らないと

建築は考えにくいと思うんですがね。私のいうのは製造

内容の乙とで，それは学校ではゃれない ζ とです。

坪井 あらゆるものを総合する技術者の養成が必要です

ね。

司会 婆するに総合的なものの見方が大切なんですネ 。

鷲尾 その乙とですが，総合的にするとなると物事に集

中しにくい人聞になると思うんですが。

坪井 総合ばかりやるんじゃなくて何か専門があってそ

れを ｲ ｬｾ Ｑ 心 にして総合の面もやればよいという乙とになる

と思うんですがネ。大体建築屋は物を総合的』ζ 考えるの

が本当の建築屋じゃないですか ? との総合的に考える

力を工場の方に生か していけばよいと思います。

土居 われわれの会社でも ，建築工学の学生や電気工学

の学生は多少迷うんですが，実際の建設工事規模の大き

いのを見て， くる ζ とに決めたりする 。

鷲尾 確かκ 工場の ζ となんか学生にも知らせるべきで

すね。知ると大分違うと思うんです。例えば佐久間ダム

の映画ができると土木の志望者が増すといったようなも

のですよ。

土居 われわれの方でも各営業所の建物や住宅や工場建

設は数も規模も大きいですね。年々巨額の土木建築工事

をやっています。他の会社でも一般的にそうだと息うん

ですが。

| そ の 他 の 諸 問 題 |

鷲尾 それで一寸残っている問題についてですが，立地

条件に関 し，地盤の惑い と乙ろに立てるので基礎工事に

金が掛り過ぎて因る というお話で したが，もっと全体と

のパラシスを考えねばネ。

宮井 そのパラシスは考えていますが，基礎IC金をかけ

て もなおプラスに なるんだと判っていても，やはり金高

が大きいとつい尻込みしてしまう。

鷲尾 土 IC関 しては研究の方は進んでいるが経験的なデ

ータは 中が見えないとい う点でまだ遅れている。また大

阪は地盤がとくに悪いので基礎工事はむつかしい。

中出 基礎lζ は金をかけるべきだと思う。杭を打って建

物が下らなくても ，土地自体が沈下 してその結果，中の

機械を据え変えなくてはならぬという例がある。また重

E の大きい鉄筋コンクリ ー トを悪い地盤の上lζ 建てる ζ

ともひとつの矛盾では ないか と思う。
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宮井 車玉虫のものもできてきましたね。

中出 われわれ施工側として考えねばならない乙とがあ

る。それは法規に関係している ことだが，ν カゴでは地

震の計算はしないが，風圧の計算は ，2， 3階だとする 。

1 階建ではしない。日本では工場のように広いものでは

木造では地径の計算はしないが，鉄骨ではやらねばなら

ぬζ とになっているが，実際必要なんでしょうか ? と

の点法規で緩和されるべきだと思う。

鷲尾 工場によって要求条件が違う。乙の点はっきりし

た線を出してほしい。それを工場におられる エンジニア

の方が，はっきりしたデータをわれわれκ 出して下され

ば大分違うと思うんですが。

宮井 強度計算の規準をどとにおくかで建物のデータが

非常l乙違う 。施工の方面なんか非常に進歩しているから

過去の法規にしばられるのはよくない。欽でも コンクリ

ー トでも過去と巡って非常に強度が上っているから ，地

震の応力の計算なんかでも今以上iζ 大きいものにできる

んじゃないか。あまりにも過去の法規が ν ピア 一過ぎて

基礎などに経質がかかりすぎて不経済になととをしてい

ると思う 。

司会 建築関係では工場に関しては法規上もっと特例が

必要だというととですね。

鷲尾 しかしおそらく工場iζ 対しては今まであまり注意

を向けていなかったようですね。強度計算の方は学会で

序々に変えるようにしています。

土居 鉄はメ ーカーもののよいものでも，付i 鉄品のもの

でも設計は一緒ですね。

鷲尾 いや違うんですよ 。

土居 そうですか ? 今まで変えた例はないでしょう 。

中出 最近は変えています。でもメ ーカ一品は例えば 9

m m ならきちんと 9 mmあるが伸鉄ものは9m m ない。だ

から違うととになる 。最近も法規が変り惑いものは悪い

ものの強度しかとれなくな った。

鷲尾 それはしかし，現場管理の問題で，管理次第で厳

しくやられているんじ ゃないですか ?

司会 それでは時間ですから ， しめくくりの言葉を副会

長の束畑さんにお願いします。

東畑 どうもど多忙中ありがと うどざいました。われわ

れ技術者は一つのカラの中でグノレグノレ廻っていたのが，

今日はそのカラが破れたような気がしま す。とれを機会

に建築の方lζ 理解をもっていただければ幸いです。また

われわれ一同も反省せねばなら ないとと が判りました。

どうもいろいろありがと うご ざいま した。

.  
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16日 Ｓ 時 ｾ Ｔ 時於大阪建設会館

出 席 人 員 尾 崎 会 長 外22名

議 事 ( 1  ) 昭和33年度事業報告京認の件

( 2 ) 昭和33年度決算報告承認の件

( 3 ) 昭和34年度収支予算承認の件

.  .  
、

定時評議員会

16日 Ｒ 時半 ｾ Ｓ 時於大阪建設会館

出席人員 評議員委任状共58名理事 4 名

殺 事 ( 1  ) 昭和33年度事業報告承認の件

( 2 ) 昭和33年度決算報告承認の件

理 事 会

10日 Ｔ 時半 ｾ Ｕ 時半於会館会議室

出 席 者 尾 崎 会 長 外10理 事 田 辺 監 事

議 事 ( 1  ) 昭和33年度決算に関する件

( 2 ) 事務局職員上期貸与支給の件

( 3 ) その他夏期会員懇親会実施の件

( 4 ) 入退会者承認の件

( 5 ) 報告事項

「近代建築調査」特別委員会

11 日 Ｖ 時 ｾ Ｘ Ｑ 時於会館集会室

出 席 者 滝 沢 真 弓 氏 外 9 氏

特別委員会の設立と調査建物の選定並に調査の方法

などについて審議

建 材審査委員会

3 日 Ｓ 時 ｾ Ｗ 時於会館集会室

出 席 者 置 塩，竹内正副委員長外13委員

議 事 ( 1  ) 委員長副委員長選任の件

( 2 ) 新規審査の件

(  6 月 分 )

(イ) アート ボン ド

(ロ) ダ イケ ンイγν ュレーν ョン吸音板

骨骨 ダイケソイ ソν ュ ν - i / ョソプラック

( 3 ) 審査決定の件

(イ) ポロ Y

(ロ) アロシ フロ アリシグ

( 4 ) 建材審査委員会の性格再検討の件

事 業 委 員 会

小委員会 ( 各種説明会)

3 日 Ｕ 時半 ｾ Ｖ 時半於会館会議室

出 席 者 政 岡 主 査 外 2 委員

最近発表の新建材，新工法の中から ，説明会開俄に

適当と考えられるものを選定し，その関係者の意向を

調査する乙ととした 。

小委員会 ( 新建材説明会)

4 日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時於会館会議室

出 席 者 矢 野 主 査 外 3 委員

建築用加工板の分類ならびに調査用紙の形式などに

ついて審議。

小委員会 ( 若い会員の集い)

5 日 Ｑ Ｒ Ｑ 時 ｾＱ 時半 於 会館会議室

出 席 者 松村主査外 2 委員

7 月実施の「見学 と批評の会」について実施案を協

議

小委員会 ( 工場見堅幹会〉

Ｖ 日 Ｒ 時 ｾＴ 時

出席者 山本主査中村委員

A スレー ト工場を見学

水

誌

で

見

た

と

御

知

ら

む

下

さ

杉

ぱ

笑

L

U
カ

タ

D

Z

見

本

等

御

返

り

致

L

ま

す

本批大阪市東淀川区三国町一一一ー営業所 ・東京・名古屋・広 島 ・福岡 ・高松
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委 員 会

8 日 5 時半- 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者岩崎委員長外15委員

議 事 ( 1)  7月 - 9月の事業企画について

立期会員懇親会の実施

( 2 )  8 月の事業委員会について

( 3 ) 各小委員会の状況報告

小委員会 (新建築見学会〉

23日 12時半 - 1 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩 崎 委 員 長，八十島主査外 2 委員

見学対象となる新建築の選定とその見学時期につい

て協議。

法 規 委 員 会

5 日 3 時- 5 1時 於 会 館 集 会 室

出席者恒問委員長外14委員

議 事 ( 1  ) 委員長選任の件

( 2 ) 建築基準法改正IC関する報告

( 3 ) 本年度検討題目に関する件

24日 3 時- 8 11与於会館会議室

出席者恒岡委員長外11委員

議 事 ( 1  ) 建設省の建築基準法政令改正試案の検討

( 2 ) 次回検討題目の決定

編 集 委 員 会

幹 事 会

11 日 4 時半- 6 1時半於会館会議室

出 席 者 塚 本 委 員 長 外 3 幹事

10月「病院特集」号の企画審議

委 員 会

13日 41時- 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 塚 本 委 員 長 外12委員

議 事 ( 1)  7 月「青年建築家特集」号経過報告

( 2 )  8月「工場特集J 号経過報告

( 3)  9月 「設備特集」号経過報告

( 4 )  11月「建材特集」号経過報告

( 5 )  10月 「病院特集」号企画審議

( 6)  12月号以降の特集スケ ジュ ーノレについて

( 7)  i近代建築調査委員会J IL関する 報告

教 育 委 員 会

小委員会 ( 工高生デザインコンクール)

5 日 3 時- 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 吉田，寺岡，田沢各小委員

本年の設計課題を協議決定
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打合会 ( 工高生デザインコンクール)

15日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 奥 島 委 員 長，吉田外 2 小委員

佐野審査委員長外 7 審査員

本年度工高生デヂイン コンク ーノレの募集規定を議議

決定し，懇談打合せをす。

小委員会 ( 工高生デザインコンクール)

23日 3 時- 5 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 吉 田，寺岡，田沢各小委員

第 1 回からの入選案の図集の編集刊行について審議

小委員会 ( 現場管理講習会)

27日 12時半 - 1 時半於大阪建設会館

出 席 者 岩 下，相沢各小委員

講習生の意見を問うアソケ ー トの項目並IL近く実施

予定の見学の建物の選定について協議

災 害 委 員 会

17日 3 時半- 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者越田委員長外 7 委員

議 事 ( 1  ) 大阪を中心とした建築地盤調査規準につい

て

( 2 ) 資料小委員会について

( 3 )  i 鉄骨格造計算と実例」についての報告

出 版 委 員 会

26日 511寺- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者高橋委員長外 7 委員

議 事 ( 1  ) 委員長選任の件

議

( 2 ) 建築基準法及び関係法規一覧表の改訂版刊

行企画の件

( 3 ) 保全パンフ レッ ト改訂版刊行の件

( 4 )  i 内壁の仕上」刊行企画の件

( 5 )  i床の仕上」刊行記念会

習 ""為
:z:t 

第 3 回現場管現講習会

午前 8 時半 - 1 0時半

11 101時半- 1 211寺半

於大阪建設会館

総習者181名

6 月 16日 建築工事の着工から峻エま での業務総論

田中 三郎氏 〈大阪市)

6 月16 日 現場lζ 関する諸法規とその手続

18日 浅 野 繁 雄氏 ( 大林組〉

6 月22 建築労務者の管理野村 増治氏 〈大成建設3

.  
ｾ＠

j "  



.  .__ 

. t.  

理 事

栗 原 信 虎 君

急 逝 せ ら る

本会挫君主柴原信虎君が 6 凡23日忽逝せられまし

た 。 突然、の 言ト報に一同 ｾＧｴ ｾｊ 致した次第で ， 掬ｬｃ痛惜

Iζ 湛えぬ処であります。

君は夙iζ 電気設備工事の業を自営，斯界の雄とし

て活躍されなお長期間に亙 って大阪府電気工事工業

協同組合の恕事長 と して業界を指導するとｪＺｉ ｾＱζ 長老

として重きをなしておられました。本会においては

及初維持会員と して本会の発展に協力せられました

が，昭和22年 lζ 本会が定款を改正して機構の改革を

行った際に包気工事業界代表の一人として本会の理

事に就任され，爾来引き統き今日 iζ 到るまで多年現

J} を歴任されて本会発展のために尽粋されました。

乙の間常によく電気工事業界の意向を取り緩められ

て本会の会務並i乙事業の遂行に使せられ，会発展の

6 月20日 現場における危険防止，災害防止 とその

お日

措置 堤 東一郎氏〈竹申工務即

6 月23日 仮設物 と仮設材料の管怨

25日 政間基次氏( 峰村組)

6 月25日 機械器具工具類の管理

zl 日 楠瀬泰雄氏〈竹中工務応}

6 月zl 日 材料の検収とその管理

30日 横 山 裕 氏 ( 鴻池組〕

6 .TJ 30日 土工事，基礎工事，排水工事の施工と

7 月 2 日

管 理 渡辺 民 氏 側 船

見 学

. 0.  

Z 玄

奈良の古建築を見る会

14日 10時 - 5 時 参加者21名

大阪市大浅野教授の説明によっ て興福寺一一十輪院

本 堂 一一 元興寺極楽坊一一 今西邸笹院一一新薬師寺

ーーー春日大社を見学

大阪市中央体育館見学会

22日 4 時- 5 時 半 参 加 者100名

基本設計 大阪市建築局営繕線

設計施工 大 林 組

大阪府建築士会 と共催。見学後同所において簡単な

座談会を関催し，意見の交換を行なった。

ために 貢献せられる処拘に大なるものがありまし

た。本会として今後なお一層君の御努力 lζ 倹つ処多

大なものがあ る際，突然の御逝去をみて笑 iζ 巡憾歪

短の次第であります。

7 月 l 自に |刻係諸会社による社葬が大阪阿倍野斎

場で行なわれましたが，告別の人々践を按し誠 lζ 盛

儀でありました。ま互に君の遺影と略援を掲げ， 謹 ん

で哀悼の怠を表しその御冥福をお祈 り 申 し 上 げ ま

す。

略 歴

1. 明治21年11月 愛緩県 IC生まる

1. 明治44年7月 東京高等工業学校電気織械分科卒業

自明治44年日月

1・至大正 7年8月電気関係の 3 会社 I( 勤務

1. 大正 8 年7月 栗原工業所自営

1. 昭和15年4 月 大阪府電気工事工業組合理明

1. 昭和17年6 月 栗原工業 k . k . l( 改組事上: 畏就任

1. 昭和18年7 月 町気自動車興業 k . k. 社長就任

1. 昭和21年10月 栗原商事 k . k. 社長就任

L 昭和22年5月 大阪府111気工事工業協同組合理' f { 畏

L 昭和22年4 月 社団法人日本主s築脇会理事

1. 昭和25年10月 大阪府池設業審議会委員

1. 昭和26年7月 関同電気工事工業凶同組合連合会理市長

1. 昭和25年5 月 産業功労者として大阪府知収より表彰

1. 昭和30年11月 建設功労者として筑綬褒賞受賞

ＱＮ 附和 Ｓｾ 手 Ｕ 月 j J ! 設功労者と して大阪府知事より表彰

映 画

16日

. 0.  

Z 玄

4 時- 5 1時 於大阪建設会館

「新しい鉄の時代J と 「中尊寺」を上映 参会者50名

編 集 後 記

本号は「エ磁特集」として，八椿製鉄戸畑工喝を，その計画からu設

にいたるまでの軍与を浮ぼりにした。現在，盛んにいわれている臨海地坦

立の問題もふくめて， わが国基幹産業の生産商をとらえた， いわばmエ

E建設計画'という点で，その紹介は，いままでの雄策維誌にみられなか

った食震な資料となる と忠われる。乙れは，はじめ 5 月号 I( 学校建築と

二本立でのせる予定が，椋極の都合もあ って ， r工場特集J として紺介

する方が ， 形と してスッキリするというので ， 本号 ｩζｾ 録 した ものであ

る。 E の紹介 I( あたっては，執筆者たる海野三蔵氏 IC{;j: ， ひとかたなら

ぬお世話をいただいた E とを記しておきたい。

モのほかに，ユニータな工場として，バイプ構造の工場，位置E情造白

ユ;勘，それに火力発m所の三点を，その; : J . ! 例によって紹介させていただ

いた。

なお ，tl!築絞t拘置にとって今後重要になるであろう工場建設計画への

聞について，工業経営者側のど君、見やど注文を聞くのも布誌だと ，r生

直性における工業総築とj J ! 築技術のあり方J について座談会を日Hいてそ

の紀録を集録した。乙れが立案については阪大鷲 ｪ 亘教ｾ ， 京大横尾教授

のど指場とあ っせんを願い，経営者側の人選については大阪工業会にお

世話にな った。

以上，お世憶にな ったよ配の人 や々，原椛をいただいた各位に厚くお

礼申しあげます. (M記〉

次号は「設備特集J の予定である。 一一編出一一
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理事会 22日3 - 5 時 於 建 築 会 館

青木副会長，金光理事長外16名出席，会館問題，建築

技術者探否の件，時報題日本建材とする ，会員主主は従

来通りとする ，事務局旅費規程一部改正，その他協議す

記念事業委員会 22日5 - 7 1時 於 建 築 会 館

室谷委員長外 6 名出席。回中理事より榊氏対談経過報

告後土地と ヒソレ二本立検討申合せ，基金募集実行案作

成その他協議。

ラミナとメパール新材発表会 22日 於産経会館

東洋プライ クッド並松栄商事共催の下に挙行されたの

で，日 本建材協会より祝詞を贈り 村石副理事長朗読し

fこ。

大阪建材展示場出品者会 25日3- 91時 於 高 槻 観 光K K

運営委員一部交替の件，展示場lζ 関する意見交換 p .

R 問題，諸報告等会する者39人。

会 員 動 勢

。姐化工板製造K K にては創業20周年の自祝として関

係方面にそれぞれ記念の自祝品が贈られた。同社は昨

年北区茶屋町1(. 鉄筋の近代的モダシ建築の営業所を建

設するなど基礎益々堅く発展の一途をたどっている。

今後一厨の隆盛を祈る。

0 特別会員，石原氏は同氏自営の建築事務所開設10周年

挨拶に接したので祝意を表した。

移 転

特別会員， 川村統之氏は大阪府堺市鳳中町 9 丁 354 1乙

移転。

電話新設

丸駒建材K K では@5971を新設。

青盛建材K K 福岡営業所では市外専用福岡③247を

山下 商 腐 は ｾ ＰＹＶＹ を増設

社名変更

筒中 セルロイドK K

変更。

浅野スレートの新社屋完成

鉄筋 4 階建浅野スレー ト新社屋は東京芝浜必slnζ 完工

12日披露した。

ι  • 

.... 

.  r  

報

A

Q

一

A
5 月

A

Q

一
品

本 建 材 協

会 合 と 事 業

記念事業委員会 9 日3 - 7 時 於 建 築 会 館

青木副会長，室谷委員長外 6 名，市内候補地 4 カ所視

祭後協議，借ピノレの件も検討した。

広島建築講演と説明会 13日12- 5 1時於広島市労働会館

徳永経済学博士， 足立工学博士，建築資材業者，永大

産業，t亘和化学，三菱 ν イヨ> ' ，田島応用， 4 社出講

約140人来聴

福岡講演と説明会 14日12- 5 時 於 市 町 村 会 館

岡野竹中九州支庖技師長，足立博士，建材関係，ケン

トク， 田島応用， 永大産業， t亘和化学， 新興建材 5

社，出諮， 会する者約250人， なお大和常務理事田中

係長は12日よりそれぞれ現地出張15日帰阪。

日社団法人

岡

町

村

仏

師

長

続

前

中

の

竹

中

工

務

庖

九

州

支

庖

情

柑

R

B剛

Z

Z
嵩

E

H
抗

は筒中プラスチック工業K KIζ

建物保全部会 14日5 - 9 11寺 於 松 春

鈴木ケジトク社長当番外 7 人，部会事業と今後の進展

方協議検討。

介

住 所

大阪市西区新町通 4 - 8

大阪市南区日本橋筋 3 - 2

紹員入

取 扱 品

ドアチェックイ也

建 築 金 物

内装材 ・建築金具

新

社 名 ・代 表 者

森 岡 金 物 K K

森岡秀三郎

点 製 作 所

横 田 辰 三

満K K  

結言午 防火シャッター全般

e川品: ・ ;ま223
オートマ チッ ク

小 俣 製 作 所 大 阪 支 庖

( 1日田中 ν ヤ ッタ ー)

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 T E L 19 9 0 1 6  

本 社 及 工 場 ・埼 玉 県 与 野 町

東 京 事 務 所及工場 ・ 東 京 都 北 区 田 端 町

⑨ 

= 鴇 許 =

気光式遁風器 室

販

売

h

タ

ロ

グ

岡

村

許

第

五

三

六

署

巡

白星

ｅ Ｚｴｊ ｅｭ Ｂ ｉｉｉｪ［ｾｊＺｉ＠

大阪市西区江戸掘上通1の5

田辺工業株式会社

篭話 土 佐掘 ｀ ＷＴｾＷＭＹ

$  
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装 飾 と 実 用 性 を 跨 る …

線 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所I

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 3 (京

'r E L 代 表 ⑮ 1751- 4 ・3638

京 ・ 広 島 ・ 和 歌 山

88cmXI 2Icm. . . 800円

88cmX  152cm… 900円

121 cm X  152cm. . . 1300円

152cm X  152cm. . .1600円

182cm X  152cm. . ・2000円

別 註 寸 法 の 場 合 は

一 ~ 二 割 高 で す

ス回ヲイh

ペンチレーター

続王完

全 i l

ヌチーJ レシャν ター

田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出張所 兵庫県厄崎市南竹谷町 2 - 89 電 話 ⑬ o  5  4  5  

章一ェ蓮東京都墨田区錦糸町 ＱＭＲＵ 電話 匂 ＲＲ Ｉ ＰＷＹＰ ベ ＶＲｾ Ｉ ＰＱＰＶ Ｍ Ｘ
第 二 工 場 東 京 都 島 田 区 吾 婦 町 東 4 - 1 2 2 電 話 @ O 870 ・伺70

小 倉 工 崎 小 富 市 轟 坂 上 の 宿 3 7 電話，) 、歯師 53 ・2833

川 崎 出 費 所 神 奈 川 県 川 崎 市 東 漉 回 3 - 4 3 電 E古 川 崎 ②4540

札 幌 出 強 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 東 1 - 4 電 話 札 眺 I D o515

盛 岡 出 張 所 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏 1 7  9 電 話 盛 岡 25臼

名 古 屋 代 理 唐 名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町 2 - 1 2岡 田 建 材 底 電 話 西 @0 1 2 1

商 庖

大阪市北区真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 ( 34) 207- 8・4836- 7

設計施工

l  



の 場 合 l立本欄 を ど不11 丹] の 程 お 縦 い 致 し ま す一一ーー一一特 ("l ＺＺ＾ く はｾｦ［ 名

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

ム

一市

会

工

商

商

計 施

大 阪 官

大 阪 暖 房

取締役主i長 菅 谷 三 郎

大阪市西区江戸頻i南通ニー丁目 三七務地

電 話 大 阪 @ 代 表 {; 231 葉

東 京 ・ 名 古 屋

京都 ・事1

'

戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

ヨd

設

株 式

会社

胞 工設 計

22 大 阪 城 口 研

生

fKL  

ｾ， ｾｩ＠
t拠

給 排 水

l俊 冷 房

庖本

究 所

大阪 ｀ ＷＵＷＵｾＷ

京 都 ⑤ Ｔ Ｙ Ｔ ＵｾＶ

神戸@5892

平代表取締役 峨 口 庸

大 阪 市 北 区 高 垣 間 一 ・電話

京都市' * 山区大和大協大仏前 ・電話

神 戸市生凶 ｉ ｾ 下 山 手通六ノ ー ・ 電話

広

所彊

支

出

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大正二年 病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

業創工事

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電話和田倉@3761・3762・37臼・3764

大阪 市西区土佐羽田ii1i大岡ヒソレ714号

電話土佐掘@ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札幌駅 前〕

電話 札幌 ② ∞ 10・0956 ③ 4661

名 古 屋 市中区南大津通一丁 目千代

田ピ ル ＵＲＲ 号電話 中 局ｾ 1766 

広

練式

会社

尽
'匝

庖

キL 幌

名 古 屋 庖

蔽?i主

阪支庖

主幹地

ｾＴ 手 書
仲 12号館 5 号

沢本局②2074

訴 福 井2436

話 高 松5195

寵

大 阪

木

金沢営業所

福井出張所

高松出強所

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設備

段 針 施

賀 工 業 株 式 会

工

厨房 ・築炉

設 計 施 工

造 販 売

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電気 ・

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製

社須

機 工 業 大 阪一
一
一

大阪市西区土佐郷通 n 日 14務地

電 話 @ 代 表 5 1 7 1 務

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 芝 田村町 6 T 目 電話⑬代表 7121

名古尾支庖名古屋市 '1' 区材木11町11 日 包括@ 代表 7856

京 都支} ，I ; 京都市下京区烏丸通松! 以下ノレ屯話⑤1989・2255

事1' 戸 支! 古 神戸市生問区北長狭辿
2-J ー日' ; 也話③代表 5101

福 岡 支 応 福 岡 市 千 代 栄 町 屯 話 ② 代 表 4735

支 庖

'

A

F

O

 

F

D
弓

f

n

v

A

U

 

n

4

q

δ

 

局

地

島

郷

怯山

容

広

六

表

十

・
・

代

目

幌

津

話

了

札

h

円

電

壱

・

4

町

岡

E

M

川

徹

同

町

一

市

昭

一

時
一
昨

刀

哨

名

川

三

『
寸

首

都

所

場

勤

京

張

間

東

出

昭

社

底

的

本

支

エ

阪大

空 気 調 和 装 置 ・ 設 計 施 工
設制Ii

装 ［ｲ ｬ ｾ

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房

汚水浄化装置 ・都市成物処理

ネ土材建

式

社

株

会

社会式株

支 庖

大 阪 市 北 区 中ノ 島二丁目( 新朝日 ピノレ 5 階)

電話北浜@6041 ( 代)

本社及東京支出 東京都 '1' 火区八重洲三丁 目七

業 . 所 名古屋ili '1'区阿万III} 二丁目 ー

阪大阪 庖

大阪市大淀区中津南通二丁目 五

屯 話 福 島 @ 3  4  1  5  

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁 目ー務地

電 話 三 岡 @ 5 2 8 1 (代)

一務地

(代)

西 原 衛 生 工 業 所 大

営

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工 町五三番地( 毎日 大阪会館内〉

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6 ( 代表〉

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

空気調和装置、各種冷凍綴

設 計 ・製 作 ・施 工

堅田

l主主

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

水道 ・衛生 ・媛冷房 ・其他管

設 計 並 施 工

特許 Y M式ノレーフ ドレ イン製造

(旧E副長久孝事務所)

斎久工業株式会社大

大阪市南区)1岡俊 II I} 通一丁目 四四

屯話大阪⑧ 代 表 Ｔ Ｔ ＹＶｾ Ｘ ・ ＴＹＹ Ｓ
庖 東 京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8

福話 Ｒ Ｘ 局 Ｖ ω ＵｾＸ 字 書
金沢市高岡11fT三五 電話金

福井市城之織下II IJ ーO 電

高 松 市 二 務 丁 九 電

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調整装

工施計設

社

庖

場

本

支

エ

大阪市北区中ノ 島 3 丁目 3 .'(存地( 朝日 ピル 7 階)

電 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社 東京都千代田 区神 田駿河台 4 丁目 2 番地
本

2  



一一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お h;i/i い 致 し ま す一一

工

株式会社

本 社

出張所

社回

ネ土

営業所

所張

H

H

出

山

本

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

媛

温

、・一

朝 日 工 業 社

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6671- 5

: U ! 京支広東京都港区芝浜殿町 2ー 7 m@73 41 - 5  

北海道出張 所 札 悦 市北四条茜15丁 目 m②22ω・③5374・5969

仙 台出張所仙台市元寺小路( 五城ピル) m②ω61 ・③9261

名古庖仙波所 名古昭市出区J ! Hl laJ 6  - 5  f! l@ 1  2  7  0・1484

広 島 山 ! 張所広 品 市 大 手 町 8 - 155 lu③ 7  9  4  9  

福 岡 出 張 所 得 岡 市 築 研 町 3 1u@0788 ・⑤0296

株式会社

A

令

官

株式会社

底

本

支

.  ， 

出張所

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

社

4 企』

コヨE

⑨日 乏まλ 宅!そ雪

京 都 市 中 京 区 両 替 町通リ姉小路上ノレ

電話②2290・5532・6945

大阪市北区天満橋筋1- 37(天満稿北詰)

電 話 @ 8829  

凶日市市浜国西末広町屯話7503 ・3665

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 電話・ 3 6  1  0  

社本

大 阪 営 業 所

四日市営Ｎｾ野
津 世t t陰 所

温 湿 度 調 整 装 置 、 媛 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大阪市北区 制IIUJ30 制 大 阪@ { J 532 g g 7 0

;4三 社 東京都千代111区丸ノ内 2 - 10 

電 話 ⑧ 2 6  3  1- 5  

{l iI 台 市 新 伝 鳥 Isr 6  0  

ｾ ｾ話 ＷＳＳ 2  

名 古 尾 市 点 区 東 門 前町3- 6

屯 訴 ① 2 8  9  3  

仙 台 支 l古

名古}這出張所

媛房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 幡 政 四 郎

大阪市北区高垣町二三 電話大阪@2085 ・5725

東京都千代田区神田司町 2 の10船木 ピノレ二階

電 話 ⑧ 5 0  3  8  

愛媛県川之江市川之江町古町

電 話 川 之 江 6 0 3

社

.  

本 社

東 京

世t. 所

四 国

出頭所

本

東京世t . 所

下関出強所

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施

三 晃 商 会

大阪市北区富田町一六 @7031⑧6793 

東京都港区芝琴平町四o @9278 

名古屋市中区新栄町二丁目ー ③ 1820 

福井市宝永上町一O五 1596 

広島市石見屋町五五 ②1938 

福岡市養巴町二二 ④1158 

( この度. 本社住所が変更になりました)

曜冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

工 業 株 式 会

取締役社長 山 田 文 次

大 阪 市 西 区 京 町 損 上 通 1 丁 目 7

電 @ 代 2 6  1  3 ・ 2 0 6 1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁目 1 の1

電 ④ 1 7 7 8 ・4 3 8 6  

名古屋市中区梅ケ枝町 2 の 3 10;③1765 

東京都北区上十条 1 の10 ｾ｀ ＲＳＴＶ＠
広島市西魚屋町31 " 屯②1375

ｩｾ 冷房 ・ 水道術生 工事

i& al 胞 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 俊 人

社 大阪市福 ｩｴｩ ち ｉ ｾ ｉＺＮ福 ｊ ゐ 北 二 ｮ Ｍ ｉ Ｍ ＧＨ 幹地
電 話 柄 砧 @ 3 3 9 1 - 5 訴

)泉氏 都 新 宿 区 荒 木 町 一 ) L 帯 地

電 __ P i @ _2 1 7 7 - 8 '( 昨

や1
1
)"oi Ili 生 EEI 区 下山手通八丁目 三三

屯 訴 ノ亡 U1r @ 3 0 3 5 7時

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

給 排 水 ・ 衛 生 ・ 電 気

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 10

電 話 大 阪 @ ( 代 ) 5171- 3 ・3643

東 京 都 千 代 田 区 神 間 和 泉 町l

電話 東 京 ( 鉛6) 7 6 8 3 ・7、7 1 6

ア関市大刺町33 大和ピノレ23号室

電 話 @ 7  3  0  6  

各種陶管・大正便所・ S.P. 石錦パイプ・モルタ

ル製敷ブロック・腰働プロック・スペンサー

セメント煉瓦・流司洗濯槽・塵芥箱 ・空気抜・ヒ ューム15

各租セメント観晶・コンクリート製品創造・販亮

工業用及建築用各種石J j ( 製造販売

小野間 セメント 特約販売 ｊ＿ｾ

三 舟 建 眺 禽 倉⑨ 

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区曽似的新地主=: r ll 五十三 ノー

く市電位機停留所前) ni : 新大阪@ 1274- 6

支 Jli ・徳 島 ・や1
1 戸 ，ｾｉＺＡ＠ 時 ' .il-!:京

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

電 話 @) 2 4 2 0 番

3  



は本側をど平 Ｑ Ｏ 川 の ＱＱＧ お Ｆ ［ｾ ｉ い穴します ー一Ｍ一一特 命 X は 指 名 の 場 介

電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵庫・電気洗濯機

修 理 販 売

社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

A

E

 

浅 海 電 気 株 式

取締役社長 浅 海 正 雄

大 |坂 i /i J. ¥:!.区 北 浜 了・ 丁 目 六 九

電 話 北 浜 @527 3ー 5 ・545 1- 2  

営 業 所 東 京 ・札 幌 ・沖 縄 ・稲 川j

社

大 阪 市 北 区野曲者 IIIJ 八 O

包 話 ・大 阪 @2 8 91ー5 祷

場 大 阪 市 西 淀川区御特長i来一丁目ニO

1u 話 淀 川 @ 3  4 7 7 ・3 4  7  8  

東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・|湖 ILJ ・広 島

. o.  

コヨE
株 式

. t=o 

ヌL藤 電工

工

営業所

ーー.，.

.・
4  

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社

事

エ

式 会

博 三

気 工

計 ・ 施

陽 電 気 株

取締役社長 山 本

電

設

朝

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

木 村 : 大 阪i/i 北区総ケ校II Ij ニ li. 浜地

';tJ: ｾ［Ｕ大阪ｾ Ｘ Ｑ Ｓ Ｑ 代表 ｾ Ｔ @7263 

常 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 術J !む

取締役相 長 今 村階

)

地

4

0

1

n

n

L

 

大阪市北区 中之島三丁目 三 朝日 ピル 7

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大代表

大 阪 市 西 区 土 佐 郷 通 リ 四 丁 目 十 一 番

電 話 大 阪 局 @5  2 0 1 番( 代表)

京 都 市 中 京 区 壬 生 桧 町

電話ｾ 3  4  8  

社

営業所

本

出張所

電 気 工 事 設 計 施 工

ヤ マ ト 電 気 商 会株式会社

電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機 ・冷凍機工事特約庖

株 式 会 社 野 上 工 業

取締役ネ| 長 g!f 上 泊 一二氏/1

本 社 大 阪111東区北浜 三 rg四七 IEJR北浜@77

支庖 福 岡 市 上 東 11日 十 1i. i-弘 ぷ 米 ①

支l苫 松 阪 市 本 III J ｾ ｬｩＺぷ ＲＴＸＰ

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・田川・大分・四

取 締 役 社 長 山 本 健 太 郎

大阪市 北 区商事ｾ川 ｉ ｕｊ 1  5 務 地

電 話 大 阪 ⑩ 代 3 0 5 6

東 京 都 中 火区銀ド往来 8 了白 4 帯地

会同燃 料 会館 ＶＰＷ 号室電話東京 ｾ Ｗ Ｔ ＶＴ

名 古 屋 ・四 日 市 ・福 1LI ・福 岡

ト1:

｝ｦ ｌｾｩｩ 常業所

本

所

。- 3

n

u

q

L

』

1

m

~
町

出 張 所

工純

血

(

語
一艦全事工気竃

電 気 工 事 設 計 施 工

株 社

大

タ 7ν

大 阪 市 北 区 制 WII 1J 50if干地内ビ ル703日制

屯 話 大 | 妓 ⑧ 2138 代表 ・5018

J.R京lJI ll /1火区 LI 本稿箱崎110' ::- :丁目 二稀j也

包 訴 兜I!l J ⑧1478 ・1479 ・1470孫

大阪l 1f ! . ・名 古 足 ・下 関

井坪

株式会社

取締役社長

社本

ートー

X  

社

取締役社長 嘉 納 停 三

社 大 阪 市北 区 絹 笠町50 ( 堂 ピノレ 3 階)

電話重量;3 8 6 2 ・1 14 1  

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

包話@5148 ・ 係46

東京都千代田区飯田町 2 ー 15 ( 飯田橋

ピ ル Ｔ 階 Ｉ 電話 ｀ ＸＵ ＲＰ ・ ＸＵＲＷｾＹ
名 古 屋 ・ 光

. o.  

ｾ＠式機電宝

本

倉 I庫 。

庖支

出張f9r出張所

ネ土

電 気設備工事・設計・施工

A

Q

2

 

株 式

.e:::-

ヌL中 本 電

社

明

大 阪 di J成 東 区 野 江氏之IIIJ : 二J i 1" ' li. 

1電 話 大 |妓 @ 5  1  4  3・5 3  7  3  

大 阪 市 城 東区野江西之 IIIJ 三T Lト .. .  

1Ez活 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

正本中取締役社長

ネ土本

電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 7 2

電 話 大 阪 ⑫ 代 表 4035 ⑪ 3515 

東 京 都 新 宿 区 淀 椅 5 3 3

電 話 淀 橋 @ 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

. o.  

ｾ＠式株気電東j工

社

本

支

機器工場

資材倉庫出張所

4  



リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・椀工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 広 大阪市西区南JJlli iI 1.泊ー了1-1-::- :. -ー |  

包括新 町 Ｇ ｾ ＳＴＲＶＭＷ I  

、。ー

雨 風』ζ 強く緩勾配 lζ 最 適

超軽量荷重( 坪当37貫)

和型より安い

大仏瓦，各種和洋瓦

工 穆 簡 負 一 式

-ι 

大 和 洋 瓦

発 売 元

大 仏 組

本 庖

大阪常業所

京 都市東山区今熊野池 111町九 ⑥3555 

大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 一丁 目 I[t 975 

a且ヘコ 甫昔月事毘勿ＮＮｾ駐，ｾ主主重畢

。 井 田 商 事 株 式 、 会 枇

大阪市浪速区西阿手町ー ｏＭｴｾ Ｚｬ也 ｪ 義町駅貨物八号門前
電 銘 ( 5ヨ) 4 8 9 。・ ( 54) 0 8 0 8 - 9  

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪 神 国 道 野 星 電 停 前

製 造 元 東 京 サ γ ヒ ッ ト商 会 電 淀川@0417・4091

Standard 

ス阪市東住吉区桑津町三丁

方度

PAI NT I NG C ONT R A C T OR  

主主 装 工 事 請 負

式

社

株

会林 塗 装 庖

TEL . 大|仮 @1756- 7・東 京 @l 1335 

陶管- ベンチレーター

雲 を 三 幸 商

大阪市北区曽桜崎土ー / 凶ー

包 括 大 阪 ⑩ 3 1  4  5  

ｾ＠
: ;ZJ;  

ヒ ュ ー ム 管

ナ

ニ

ワ

瓦

格

式

会

前

大

阪

市

浪

速

区

一
雪

百

七

回

二

重

刷

五

己

主

止
防

毒

冷

量

町

風

軽

い

一

川

耐

定

l
u

震

安

i

・
i

府

日

航

扇

ナニヲ緩匂121
3寸 緩 旬 配 最 遁 軽 量 7/<止イ寸( 空葺) 瓦

i l 品衛生陶器

販 売 と 陀 工

場 毘 仕 感 謝 の I芭

iE逢IIJ ｾ掌窯業

大 阪 市 北 区 ii! ［ｦＡ ｾ＠ J1IJ ・3どメ JJ ，L 館一一一一 寸3

屯 :J 6大 阪 ⑧ 2403 ・3904 w- . _"  ---， 
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|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ 三 一

会 社 大 阪 出 張 所

タ ア 商 会

ゆ

シ ヤ

タ ア 工

鈴 木

ヤ木

株 式 会 社

ν  鈴

---

J ド

電 話 @∞98 ・5837 ・8729大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

大阪ガス会社指定

自 申 風 呂 狼 健 蔵

大阪市浪速区元町1丁目742 但 ν賑 繍 電 停 前 電話⑧5313 ・8128

電 @ 5750 ・8444

篭 ⑬10160 ・17 33

シヤν9・

平 和 シ ャ ッ タ ー 製 作 所

大阪市浪速区河原町 2 丁目

東京都太田区純谷町 4 丁目

株式会社

大阪工a・

Ｎｾエー・

ｅ ヨヨｾＡｬｊｅ］，［・

a  .  

工ンドレ又( 長れの) 仁都民側胤唱l_))

妙シヂ似9yj Tf f p五五iii

谷樋Ｎ屋根 ｉｾ 是非どうそ 江; ; 五むか犬山

大 島 応 用 化 学 工 織 3隠

〔広島営業所開設〕 2. 22古 Z市 241

IF鹿町宮

田

信

F

間一一

6  

防 火 、 盗 雛 予 防 用 軽 快 に

申谷シャ" タ



吸

音

テ

ッ

ク

ス

神戸市生日1区長狭通問ノ一地産ピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

[，1; 大 阪市 北 区制 ｪ ｾ ＧｬＮ ￞ｬｲ 訂 Ｚ Ｐ 吹ピノレ Ｕ ｾ キ
T E L.大阪⑧2021 ・3486 ・1141

主1:本

支

味燃えない建築資桜

、・-

. 1.. 

回E電車: : : ct

モデル ル ームへどう そ

厄:fi7又i賢一ド

努イ対ートＭｾ
絡対に亀裂を生じない劃期的下塗壁材

タイガー印

ー歩でも時代感動こ綬Lょう E努力町、ます

置動車訟

即師事E 民温E

電話新町(53)

2201- 3' m 

大阪市浪速区

幸町通3T匝O

キーンズセメシト

各種焼石膏

告野厄膏太阪支庖

本

.  ， 

-‘ 

出張所東邦商会

軽 量 鉄

設 計 ・ 施

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 25

電 話 ⑧ 6 0  9 ・6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町53

電 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3010

電 話 尾 道 2868 向 島 西 1 9

骨

エ

社

渇

本

工

八 幡製 鉄 戸 畑 工場 特 別 広 告 目 次

鹿島建設 k k九州支庖 … 71 k k 戸 田組福岡支j占 … … 78

kk 大林組福岡支庖 ) k k 竹中工務庖九州支后 79

kk 春本鉄工所 〉… 72 淀川製鋼 kk .. .・H ・....・ H ・80

川岸工業 k k )  オリエ ンタルメ1' 1レ製造kk … 81

岡崎工業 kk . ..・H ・....・… 73 八幡化学工業 k k ・・H ・H ・.82

太平工業 kk ) L州支庖 … 74 rl J津鋼板 k k …....・ H ・-… 83

k k 奥村組八幡支庖 … ... 75 日本特殊鋼管 k k ・・ H ・H ・'84 I  

大成建設 k k福岡支庖 … 76 八鱗メタノレブ オーム kk 85 

間組福岡支庖 ・…. ..・ H ・-… 77 中之島製鋼 k k .... ・H ・. ...16 
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i ス手ールザ・νシ可.

邑 ， ドG ー 可

ｾ＠ シヤ‘ｾヌー Ｔ

Ｇｄｾ ‘＠

⑨本考j害1tfp田T挙抄内烹全F55

ポリエステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

ミ冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレト防水工事選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレトタイ ノレ工事選

議耐酸モ ノレタノレ工事 各 種 床 工 事 ミ

大 阪 耐 酸 Z 業J i K

大阪市北区 浮 田町82番地 電話豊崎@1333番

ご ｾd 二-，'_:::: ... ＮＧ｟ＮＮ Ｚ｟ ｾＺＧとｾ ， 

Ｎ Ｎ ＮＮ Ｚ Ｚ ＺＺＮＺ ［ＺＺＺＺＺ［Ｚ Ｚ ｾ求人ｻｽ ｌＮＮＮＮＮ一一一一一一一ＭＭ ¥ 
闘 . G. C 試

N.G. イ ンν ュライト断熱材製造発売元

8  

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M 38 番 責 任 施 工

米国パプコ. コンパウンドアスフアルト販売

内外玄業株式会私

ー・"

j "  

.  "  



“  

、、ー

..  
h  

e  

肱て初れの年限仕様

⑪ 

地区| 組 合 日 名 {主 P，l i  電 "ET  "  

( 株) 久 保 d百 r.!i 大阪市北区: n 砂町5 大 阪 @ O207- 8・4836- 7

( 株 ) 木 下 殺 三 商 庖 大阪市西区江戸掘南通5ノお 大 阪@5408・5486

近

( 株) IりJ iE キ士 大阪市北区樋ノ 上町45 大阪 ｾ ＸＱＵＷＭＹ

( 株) よ1: .1-.  rft 夫 商 Ig 大阪市西区江戸姻下通1ノ7 大 阪@8531- 5

( 株) 大 前l 商
とA 、

大阪市南区高津町4祷丁73 大 阪@ 1588・1筑) 5・6687

( 株) :(j IH  u色 材 J;!i 大阪市東淀川区元今里北通り 1 ノ31 大 阪@3340・3505

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区旭町1ノ51 大阪 ｾ ＳＴＳＴＭＶ

• 地 化 越 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大 阪@ 侃55- 7

願不

日本務青工業( 株) 大阪支f a f . 大阪市北区富岡 町40 大 阪 ⑧5496戸 8

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵隊区荒田 町1丁目 神 戸 ⑤2140・2697

同

( 株) 中 llJ 商 会 神戸市兵隊区上沢通6ノ9 神 戸 ⑤必30

タ テ パ ヤ ν 商 1苫 京都市下京区四条大宮南入学校前 京 都@44倒

ｉｉｉ Ｎ ｾｾ 応用 化 工Ｈ株Ｉ大阪出張所 大叛市西区京田I 姻上通1ノ14 大 阪@1773- 5・RQ9- 1O

東 一 関 建 材 庖 i名古屋市i ! ! i j gi!!l'$iij:lf II! J 2 /
名古屋 ｾ Ｒ 侭 ｱ ・ ＰＱＲＱ

( 株) 名 Jll 商 会 名古屋市 tド区宮出町41ノ2 名古屋@ 1329・2817・2106

湯 河 繍 建 材 J，l- i 名古屋rp'l' 区材木町1ノ12 名古屋@3295

I  ｾｴ 北ＩＱ Ｑ 工 業株 式会社 金 沢市附 Ｘ
北 川 工 業 ( 株) 富山常業所 富山市奥田新町28 富 山 ②2218 ③1014

小 島 工 務 自 高 岡 市大Tf-It!.¥田f2了目32ノ3 高 岡 2463

陸 小 山 工 務 l占 宮 山 営 業 所 富山市神通町3区1003 富 山 8221

中 | 背 盛 建 材 株 式 会 社 広島市鉄砲町108 広 島 ②2281- 4

.，'/ 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営業所 岡山市東開町3 岡 山②7911・8169

国 ( 有) 小 野 甚 商 !占 岡山市内山下30ノ10 岡 山②4272

( 株 ) 浜 原 ムｾ 商 !苫 尾道市道官同J 尾 道 27ω

四 ( 株) 浜 原 型 豊 商 庖 防府支庖 防府市大林寺 防 府 1037

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高修市天神前220 高 松 ③4239

園

正 和 商 事 株 式 会 社 松山市1祷町21 松 山 525・1159・2159

九 i' J 盛 建 材 ( 株) 福岡営業所 福岡市万行寺前町14 福 岡 ③1225- 6

院 建 材 工 業 妹 式 会 社 福岡市薬院町J 65 福 岡 @必26

州 商 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大泉町45 長 崎 ②9228

11殴省阪建 22 号館可
出資金 600 万

亙 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 婦 上 通 ー の 一 四

東 京 連 絡 所 東京都足立区小台町六三三 (閏 島応用内)

北陸・ 東 海 ・近畿 ・中 国 ・四 国 ・九 州

T E L  @ 代表. 177 ::1

T E L ⑧ 代 表 1 1 8 1

9  



冷 房 機 構 に モ ー タ が な い

吸 牧 式

ｾ＠

ガス ・エ ア ・コ ンデ ィν ョナーは， 1台の機械で，

単lζ 冷房ばかりではな く，暖房はもちろん，四季を

通 じて空気浄化もあわせ行 う一一一石三鳥ともいう

べき空気調和機です。

圧縮式のエア コンと 異なって， 冷房関係のユニ ッ ト

IC. 作動部分や高圧部がありませんから， 運転は静粛

で，摩滅や冷媒薬品の漏出による 故障や効率低下 も

5考え られません。

また， 施設工事貨も圧縮式より はる かに安く ，経常

費も年間約 5 万円ほどお徳に なる経済的なエア コン

です。

ー，，-

t

 

a

 

z

 

z

 

a

 

s

 

B

 

t

 

r

，
b

 t

 

E

 

1

 

1

 

B

 

U

R

 o

 

z

 

t

 

h

 
s

 

A

 

S

 

ガス・エア・コンデイシヨナー|

- カタログご入用の方はお申込みください

連 築 j宥の接着字j だ/ 式

，- 町、. II_、.. ・11

ゆ 面 ニグ ←
，-' 

町 ' 司

木 工 用

テ ッ ク ス 同

ボ ー ドm

セメ ン トモ ル タ ル

補 強 用

吉ク有卜 用

場ミンド C H2 ハ ー ド ボ ー ド 用 オミンド C V2000 

オミンド K  イ七 粧 中反 用 ポ ン ド G s

オミンド C Z
ピ ニ タ イ ル 用

ボ ン ド G IOO

そ の 千也サ ラ ソ

埼玉ンド E 木 材 構 造 用 ボ ン ド K R 1 7 0 種

製 造 元

株 式

小 西 儀 助 商 庖 ボ ン ド 工 場
会 社

見 本 カ タ ロ グ 進 呈

営

業

所

大 阪 市 東 区 道 修 岡T 2 丁 目 6 番 地 電 話 ( 23) 2047， 2057 (代表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 丁 目 1 番 地 電 話 ( 24 ) 5 5 2 4- 8，3815 

分 室 ・東 京 都 中 央区 日本橋 本 町 1 丁目 7 番地 電 話 ( 24 ) 2191- 4 ， 2 5 4 1  

名 古 屋 市 西 区 菊 井 通 り 8 丁 目 1 7 番 地 電話 ( 55 ) 0 6 5 8 ， 1 0 5 8  

工 場 大 阪 ・ 東 京

10 
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' t  

ト，

.  • 

R Zの

ぷぬrJJO，

東 芝 商 事 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市北区堂島浜通 1- 15 (TEL36- 110D  

最高み菰術絶対の信用

電線管及同附属品 ・E M T 及同 附属品

フ ロ ア ー ダ ク ト 及 同 附 属 品

パ ス ダ ク ト 及 同 附 属 品

電 縫 瓦 斯 管 ・ 構 造 用 鋼 管

東芝鋼管株式書紅|

本 社 ・工 場 川 崎 市 港 町 - の 7 号 竜 話 川 崎 作 、 岨

犬 阪 冨 業 所 大阪市東区安土町| の[ I ; J 電話本町局ｾ・Ｍち・ ｦｴｬ 司

東 京 言 業 所 東 京 都 中 央 区 宝 町 3 の 7 電 話 56 4668 .4810 内 1141 ヘ 5

11 



|  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は I  

‘ 製 造 書 院 社

飽 和 建 材 工 業 k. k.

k. k. 工 英 社

盛 社

工 k. k.  大阪出張所

工 業 k. k.

k.R. エ

因 島 応 用 化

東 亜

日 湿 化 学

日 新 工 *

4 販 売 業 社

工 .  k. k.  大阪営業所

k. k.  大 阪 支 庖

浅 野 物 産 k. k. 大 阪 支 庖

池 田 商 事 k.k.

内 田 商 会

梅 本 石 油 k. k.

被 松 商 会

大 阪 朝 日 遅 膏 k.k.

三 友 ア ス フ ァ J t . . ト k. k.

川 崎 物 産 k.k. 大 阪 支 庖

中 西 渥 膏 遺 書 院 k. k. 大阪営禦所

k.k. 長 野 商 腐

日 本 建 霞 興 禦 k .k .

前 回 商 后

村 井 工 業 所

山 女 商 事 k.k.

4 工 事 業 社

旭 化

k. k. 井

k.k. 右

大 阪

大 島 応

k. k. 力

建 工 業 k.k.

上 浄 夫 商 后

図 建 材 庖

耐 強 工 * 所

用 化 学 工 業 k . k.

共ｾ

ナ ヱ 商 庖

l I f 膏 工 事lt k.k.  

k.k. 木

k. k. 久

清 水

k. k. 大

友 図 工

内 外

日 本 涯 膏

k. k.  il.ll 

松 本 渥 膏

マ ル ヱ

k. k. 明

米 田

石 井 建

k.k. 中

三 信

下 箇 三 商 庖

保 商 底

興 業 k. k.

和 商 会

事 院 株 式 会 社

工 業 k.k.

工 .  k. k.  大阪営業所

} I 商 会
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協議

ＸＷＱｊｲｾ＠ ｬＧ ・ ｊｾｾ
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斎久工業kk. . .. ... ・H ・. . …. . . ・H ・. 2

kk 斎藤省三商庖・ H ・H ・.....・ H ・.. 2  

「材料と設計」・・ H ・H ・-… …・・・103

三機工業kk ・H ・H ・....・ H ・....・ H ・. 2  

kk 三幸商会・ H ・H ・.. .. ..・ H ・...・ H ・5

暑 中 号 広 告 ( 順不同)

大阪瓦斯 ｫｫ Ｎ …ＮＮ Ｎ Ｎ・ ｈ ・ＮＮＮ・ ｈ ・Ｍ… ・ ｾｏ

k k 小西儀助商后・………・…・ … 10

東芝商事kk ・H ・H ・ … … H ・H ・11

東芝鋼管k k 大阪営業所… ・… 11

次
(50音順)

建 築 と 社 会 VoI. 40 No.  8  

kk 三興社. . . . ・H ・-…....・ H ・...・ H ・4

kk 三晃商会・.. .・ H ・.. .. .・H ・...・ H ・3

三星装備kk. …...・ H ・-… H ・H ・...18

三宝電機kk ・H ・H ・H ・H ・...・ H ・-… 4

kk 三和ν ヤ ッタ一般作所… 前付

敷島金物kk ... ・H ・. . 目次対抗面裏

彰 国 社 ・・H ・H ・...・ H ・....・ H ・.104

昭和アルミニクム kk…...・ H ・..21

新鋼建設工業kk …. . . ..・ H ・..… ・7

kk 新興建材工業所・・ H ・H ・- …… 3

須賀工業kk … ...・ H ・...... ・H ・.... 2  

鈴木V ヤタア商会・ H ・H ・・・・・・ 6

セメダイン商事K K ……- ・前付

夕 田島応用化工kk …....・ H ・-表紙 4

田中工業kk … .. .・H ・.. …・ ... ・H ・1

kk 田中風呂製作所……. . . ・ H ・.. 6  

悶辺工業k k; ...・ H ・...・ H ・...・ H ・120

田村商会建材部. . . ・ H ・....・ H ・...25

kk 谷山製作所・ H ・H ・......・ H ・. 115 

第一工業k k ・H ・H ・.. ..・ H ・.. .. .・ H ・3

大嘉熱工業kk ... …....・ H ・- …… 3

大日本硝子工業k k .. …・・…… 8

大仏組. . . . ・ H ・-…・・・...・ H ・-… 5

酎! 酸化学工業kk. …...・ H ・. . … 20

高砂熱学工業k k …. . . ・H ・.. .… ・・ 2

kk 武智工務所. . . . ・ H ・.....…・・ 114

中央電気工業k k ・H ・H ・.....・ H ・.. 4  

朝陽電気kk ・H ・H ・. ... .・H ・... ・H ・. 4

東京鋼板工業k k … … .. . .・ H ・.. .19

東邦商会…・…. . . ・ H ・H ・H ・...・ H ・7

東洋キ ヤ Pア工業kk ・H ・H ・..… 2

東洋陶器k k ・・ H ・H ・... .・ H ・- …・前付

東洋 リノり ι ームkk ・H ・H ・. . 前付

東洋レーヨ Y k k … … 目次対抗菌

ナ ナ ニ ワ 瓦kk ・H ・H ・..... ・H ・.. … … 5

内外工業kk. . . . ・H ・. . ... ....・ H ・... 8  

内外土木建材社. . . . ・ H ・. . …… 20

中谷ν ヤッター製作所・ H ・H ・.. 6  

中之島製鋼kk … H ・H ・. . ……前付

中本電気k k …. . ..・ H ・. . . ……・… 4

浪速合板 … … … …....・ H ・.. .. .. 7  

日本ドライブ ・イット kk. . … 13

k k 井上浄夫商庖… . ...・ H ・- … .13

建材信和会・… … ー… ・・ H ・H ・14

東日本化学工業kk .……・…… 15

浪速建材工業kk ・. ...・ H ・...・ H ・..25

日本管工業k k ・H ・H ・-…...・ H ・... 3  

kk 日本金具製作所…...・ H ・. . 中挟

日本サッシ協会関西支部健助会員 ・・・ … 19

kk日本シャッタ ー製作所 … … … 表 3

日本セ ;1>， ト防水剤製造所一・…・ ・・表 3

日本ドアーチェアク製造K K ・… ・・中挟

kk 日本ドアーチェ ック製作所 ・・・・・ ・21

日本熱学工業k k ….....・ H ・...・・ 3

日本ハードボード工業kk … … 24

日宝蛭石k k ・H ・H ・- …… H ・H ・..20

日渡化学工業kk …. ... ・H ・-… 前付

酋日本アスフアルト事業脇同組合・・・… 9

k k 西原衛生工業所……. . . . . ・ H ・2

kk 野上工業所・・ H ・H ・...・ H ・...… 4

ハ k k 林塗装庖… .. .・H ・.....・ H ・..... 5  

kk 汎建製作所・…・……. . . ..・ H ・.22

k k 目立製作所… H ・H ・....・ H ・- 表2

kk 平川鉄工所. ..・ H ・....・ H ・-・・前 付

フタパ黒板 …. . .・ H ・. . …. . .・ H ・. . 5  

福屋工業k k ・・H ・H ・.... ・H ・...・ H ・. 5  

藤森建材kk ... .・ H ・-…....・ H ・- 前付

k k 不二製作所. . . ・ H ・-… ...・ H ・.. .16

「プラスチックス・エージ J 103 

kk 平和ν ヤッター製作所… … 6

建国セメント k k ・H ・H ・.....・ H ・..19

マ kk 美素工業所… … 目次対抗菌裏

水谷ペイシ トk k …. . . ・H ・-・… 111

kk 三高製作所....・ H ・...・ H ・- …・22

k k 三谷製作所....・ H ・._.. ・H ・- 前付

三舟建材商会. ...・ H ・. .. ・H ・..…・ 3

kk 室谷商庖・ H ・H ・H ・H ・.. .... ・H ・. 7

ヤ 山田工業k k ……. . . ・ H ・-・... ・H ・.. 3  

山宗化学kk ・H ・H ・. .… ... ・H ・..... 13

k k 山本建材社… .. .・ H ・....・ H ・中挟

kk ヤマ ト電気商会...・ H ・.. ..… . 4

k k 油脂化工社…. . . . . . ・ H ・... . . 表3

kk 吉田芳雄商庖・ H ・H ・...... ・H ・. 5

吉野石膏k k ・・ H ・H ・-…....・ H ・-… 7

kk 寄木商底… … ...・ H ・. . …… .18

ラ k k ライト 製作所・…. . . .・H ・...… 1

特 別 広 告 ( 順不同)

k k 間組大阪支庖. . . ・ H ・.. … … … 11

目立造船kk .......・ H ・....… ・…・・12

不動建設k k … … .. ..・ H ・.... ..，.… 13

近畿筒気工事kk … H ・H ・....・ H ・.13

東京鋼板工業k k ・…・……・…… 14

大阪窯業セメン トkk … … … … 14

k k 鴻池組……・・…・……・ ・・・一15
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営 業 所 大 阪 市 東 区 横 掘 6- 49

‘工

w  
- lI t 回

電 話 ③ 3 7 3 1 ・3 9 6 0

ｙＯＩＮＺＧｖＢｾｾｾＯｊＮＮＮＧｖＢＯｲ｜Ｎｙ＠ ｾｾＯＮ足以ＧＯＩＮ塁、｜草 Ｑ

場 大 阪 市 浪 速 区 助 助 町 1

: ; ア.... / v

ッ チす る じ ゅ ソ ー ー ペ ッ ト で す

近 代建 築bT:; 一 富 士印 ナ イ ロ ン カ

製 造 発 売 元

ナイロｾ

カ判ット|

三 星 装 備 株 式 会 社

大阪市東区南久宝寺町 1 - 15 (久宝会館 ) T  E  L 大 阪 ⑮ 4 4 4ワ

アルミ= ウムの新しい瓦/

ア ル マ イ ト 染 色 仕 上 色 瓦

金. 背 ，赤，緑色あ 1)

一 般 計 施 工 は 施 工 明 細 書 で ー

よ

L 、

住' L、

地

を

お

約束

発明賞に

輝く…・

軍民尺. 壇裕被，そ町他アル i 建材も販売致してお 1) i す.
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= 特 徴 一

合近代建築にマ ッチした美しい銀白色 合偽反射高〈夏は涼し〈冬は随かい

合 経 〈てきぴず盛義不要的理想的屋板材 合不燃 ・耐震 性で防火・ｾ集地区にも

合綬勾配で完全な防風水特許 最迎

北陸軽金属工業株式会社

本 社 富山県高岡市金屋町 1 6 8  電話( 代) 2 0 . 5  

東京出盛所 東京都墨図区業平織 4 丁目 10 電飴 (622河971 .9885

--

.  .  



--闘 園

東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0  0  

電 話 ⑧ 8 1 3 1 - 6

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番 地 ( 衆鴫ピノレ 3 階〉

電 話 ⑧ 9 1 5 4 - 7

名古屋市中区大池町 2 4 ( 丸善ピル) @3倒 8・4593

広 島 ・福 岡 ・ 富 山 ・ 札 幌

本社及工場

大 阪 支 庖

ァ
u

p

 

ユ

、ン
ツサ

ム

ス

ウ

レ

↑

一

ン

ル

テ

ア

ス

タツヤユノ)(， チス

名古屋支庖

代 理 屈

ｾ＠

@  

-、a
、

社会式株トンメセ国豊

町

京

苅 田

阪 ・ 東

県

大

岡

倉 ・

福本 祉

事 務 所

|スカイライト並開ベンチレ十|
岩 元 式

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門廓鉄櫛

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

社会

ω
引

式

馴

バ

株

聞

い

業

刺

⑧

•. 

叶

話

コ

大

電

一

冗

柑

岩
‘ a  

建 築 ・ 家 具 ・ 電 気 の デ ラ ッ ク ス デ ザ イ ン に

アラヤ特殊パイプは本邦l唯一の製法による 電縫管で( ステンレス ・

軽合金 ・引抜鋼管も製作可能) 下記の様な特長をも ってお ります

1. : I l 尺にでも真直ぐな製品が出来ます

2. 表面地肌が非常に貸 しい

3. 従ってメ ッキ及び塗装が非常に楽に行われます

4. 製品価格が非常に安い

カタログ ・値段表送塁。見本御希望の方は ( 8 本 l 組) ￥370ー婆

製 造 元 新 家 工 業 株 式 会 社

喬山鋼材株式表枇，ｾィヲ課
大 阪 市 西 淀 川 区 野 里 町 1 2 3 9 ノ 8

電 話 大 阪 (47) 0012 ・0013 ・∞14 ・3760

段河子ー1 ' ¥-

干-1:- n  l' 7
0  

3除， 

l  

m - l  

実容三持株rnイ7・1
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耐火断熱保温保; き防音

吸音結露 P方 止F1 

Ii.ヨ

③ 白 書 蛭 眉 株 式 会 祉

体 育館 アーケ ー ドに最ｾ

ペ ン チ レ ー タ ー ( 筒型各種)

パーチカルベン号 レーター ( 電動式)

波 型 硝 子 屋 被 完 全 葺

般 E十 施 工

株 式 会 社 内 外 土 木

大阪市西区土佐掘船町23 ( 大阪商工ピ ノレ)

鋳 ぴ む い

書 館 。

建 材 社

T EL  (44)  3983 ・4396

銃 器 岱 銭 Z 成

防 水

耐

20 

耐 酸

責 任 施 工

酸 化 学 工 業 株 式 会

大 阪 市 北 区 高 垣 町 八 十 番 地

屯話代 (36) 178・4161 (34)  4957・4958番

社

.....，. 

“  



.. 

-- t  

、.

t  

・3・

ｂｓ 刺ア ｊｌｾｃ￐

押 出 藍 枚

アルミニウムの ｬｬ ｊｬＮＧＺ ｕ 型材は線維なｾ状のものが容易

に作 れ製 品コス ト を下げ 、 軽〈、美しく、 ｪｬｾ ぴず、

合金によって鉄鋼に匹敵する強度を持ちます。 最 近

極めて広範囲に使附されています。

⑧ 

アルミニウム工業に於て伝統を誇る当事上は品新式押

出機により管、様、線、その他各種の型材を 生産 し

ています 。

昭 和 ア ル ミ こ ウ ム 株 式 会 社

/ ( / ( / (  

( カ タ ロ グ 過 且 乞 御一 報 )

営 業 品 目

ニ ュ ー ス 印 ド ア ー チ ェ ッ ク

。 フ ロ ア ー ヒ ン ヂ

ク ピ ポ y ト ヒ ン ヂ

。 ラ パ トリ ー ヒ ン ヂ

カ タ ロ グ 進呈

32震目窓ド? ーテz ・ック製作所

尼 崎 市 金 楽 寺 2 丁目 24 番 地 ・屯 話 大 阪 ( 48 ) 5855 ・7273 番

本 社 甥 市 海 山 町 6 の 2 2 4

T  E  L  堺 3 - 1 1 81民 代 表 ) 大 阪 ( 67) 3522 ( 代表)

東 京 営 機所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 楓 留 町 1 の 1 2  

T  E し 東 京 ( 66) 0  0  8  7  • 0  7  1  5  • 1  7  7  6  

ス チ ー ル シ ヤ ッ タ

ラ イ ト シ ヤ ッ タ

軽 便 シ ヤ ッ タ

特 殊 機 械 廊

押 上 式

捲 上 式

横 引 式

株式会社繍- 激減露宴給総
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サッシ ｬＮ 阿・Ｎシヤ ｉｾｉｊﾭ

注ｾ 陸主 ιｾｾ 沼白山首
本 社 工 場 大 阪 rb東 淀 川 区 西 中 島 UIJ 7  - 69 

電 話 大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代 表〉

ス チ ル サ ツ ン ユ

伝 統 に ス チ ル シャツタ

輝 く ス チ J レ ド ア

優 秀 な
新 規 製 品

製 品

完 全 密 閉 片 引 き 窓

株 式 会 社

汎 建

大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

鉄材が少くてすみ施工簡易な格納庫 ・工場 ・体育館の建築には

“ ORI MOT O"  DI AMOND T RUS S  

設吾|の御依頼に応じます( 施工は御自由 です〉

カタログ及び観音十参考資斜贈呈

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

製 作 所

電 話 此 花 @ 2 S- 0 3 ・ 4 4  6  1  

官公庁御採用耐震耐風木材縫合金具

住宅、工場、学校、集会場、体育館にまた 2 階梁に

ｐａｔｑ 武ヂベ ｊｾ

P A T Q 武クランプ

ゆ

考 察 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 寛 所

東 京 都 申 央 区 日 本 橋 嘱 殻 町 3- 2 ( 水天宮交叉点角) T PL  ( ol ) 倒43 ・7凹7 ・7062

.・

'-4 
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| 特殊壁材製造と左官材料専門卸1:

メント防水剤は世界的水準の J I S合格品のご使用を/ E  

iuょコ ! J  ::J ". : : J  !  

防米剤・愈結剤 i

i 墨書 巨七司E 司 i

i- 守 曹司 i  

3 E E  

件 整 率 直 置 !  

匪圃里七雪 i

E 竃チ工リー列弓ー i

l  Ｍ一三 ｉ ，［ＩｾＺｊ … Ｈ アク Ｉ､ｩ
2CSE芸高三芸高?Z7517ゐ勺ZZ5EZ王 !  

ラスヒゲコ・末広布連其の他特殊竺料製言発売 1  
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内装下地，和室の壁 tこ/

土 壁 の 様 に 崩 れ ず 断 熱 性 は 土' 1l

の 161音あ り ま す I  ＨＭ ｾ＠

いつも適認・ しずかな住お》・・

24  

ゴ ー ル デ ン

温・断熱・防音け ( ' jt t: インシュレーション

<e>日本) ¥- 附-f . : r . 業抹式曹私 建物かb 家具t で用 途 は い ノ、 ド ボ ー ド

叫 に効 用大サンドウイッチボード
本 社 名 古 屋 市 港 区 神 止 町

東 京 東 京 都 中 央 区 東 婿 2 の 4

大 阪 大 阪 市 西 区 南風 江上過' ) 1 の3S (三友ピル}

代 腕 @ 伊藤忠商事繰式会社4 9安宅11集線式会社 λ 三書簡$ 株式会社 φ 住友商穆鎌式会社
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第 二 工 場

浪建式

ヌ予 Ｍｊｾ サ ｅ リシュ・ドアー

シヤ' ツター・オペレーター

J¥与力ライジンクa処理I場完戚

一製造販売

陥. 可

じI!，

浪速建枚Z業様式会結

本社 ・エ婚 ・大 阪 市 械 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 番 地 包 括 城 東 @1l 71- 3番

第 二 工 場 ・大 阪 市 城 東 区 茨 回 横 淀 町 四 一 番 地 旬結城東 ｾ Ｖ Ｑ ＵＳ ・ ＶＸＲＴ 番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木俊館ピル六号館 607号室 電話東京@4611番

楠岡営業所 ・視 岡 市 天 神 町 三 番 地( ナ Y ピ ル 内) 電話相岡@8462番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 III 倍 大 分 1366番

Ｙｾ 亨最高の - 新 ι ぃ 建 築 資 材

園長 ｡ ・ｾ｟ｪｩＮ調 ｅ 姐・ 日 衆 ラ ヌ ボ ー ド

日衆 itf- ド用プラスター
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ャ ハ ヌ " = ラス

ワ イ ヤ ー ラ ヌ

軽 量 鉄 骨 ラ ヌ 張

フェルト・ルーフインク"

創 業 明 治 24 年

貿易・木材・建材 ③ 固 有 自 費 削31

25  



@  4 4 6 8  

テ パ ヤ シ 商 庖

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル 電 結

タ株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖

大 阪 市 酋 区 江 戸 峨 開 通 5 ノ 3 5 電 路 @5  4  0  8  

合資会 社 岡 田 建 材 底

名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町 2 ノ 1 Ｒ 柑 Ｑ 耗 ｾ ＰＱＲＱ ・ ＲＰＵＷ
庖

5 電 話 ⑧ 0 2 0 7 - 8

商

砂 町

株 式 会 社 久 保

大 阪 市 北 区

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 屋 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2 電 製 場1329・21旬・ 2817

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社 ・ 名 古 鹿 中 区 東 瓦 町 3 9  電1t l i @ 6 1 7 6 - 9

H 皐 出現所・ 桔 阜 市 竹 屋 町 2 7 電 Eま!l 2 2 0 1 ・2 3 6 0

1  2  7  8  @  

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 婿 江 上 通 1 ノ 3 5 電 話
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泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 栂 筋 2 ノ 3 6 電 話

手日

⑤ 2 6 9  7  

弁 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 電 話

石

関西三星タイ ル会員

ドア• ンツル サス チ

ド ア ーサッシ・ア ル ミ
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( 弊社堺工場事務所)

エ 業 株 式 舎 社達 材大 阪
グヘ

一

、J

電話 ｀ ＸＳＶｾＸＳＹ 審

電話 @7127 ・7047落

電話堺② ＳＳＲＳ ｾＳ ＳＲＷ 番

電 話 ⑮ 8 3 0 番

電 話 ⑧ 2 2 3 番

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 二 十 一 番 地

全 所

堺 市 松 屋 一 丁 目 六 番 地

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 7 番 地
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名 古 屋 ・ 金 沢

営 業 所

工 事 部

本 社 工 場

経理部分室

泉 尾 工 渇

出 強 所
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田 皐 応 用 化 工 株 式 会 活

表 1 1 8 1  

表 1 7  7  3  

御 入 会 の 御 申 込 は ー ・・・・ ・・

ｲ ｾ 霊祭と社会 」 発行所社団法人 日 本建築協会大阪市東区北浜 Ｓ Ｍ ＳＷ 電 話北 浜 ⑮ 9648 ・9649 ・9640

1辰 笹 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

T E L 王 子 (91) 代

T- E  L 土 佐嫡 ( 44) 代

東 京 ・東 京 都 足 立 区 小 台 町 6 3 3

大 阪 ・大 阪 市 西 区 京 町 郷 上 通 1 - 1 4


